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はじめに 
『CLUSTERPRO®システム構築ガイド』は、これからクラスタシステムを設計・導入しようとしている

システムエンジニアや、すでに導入されているクラスタシステムの保守・運用管理を行う管理者や

保守員の方を対象にしています。 

 

補足情報 
【OS のアップグレードについて】 

クラスタサーバの OS をアップグレードする場合、手順を誤ると予期せぬタイミングでフェイルオー

バが発生したり、最悪の場合、システムにダメージを与える可能性があります。 

必ず製品添付のセットアップカードの手順に沿って OS をアップグレードしてください。また、サー

ビスパックの適用も上記に準じます。 

 

Windows 2000 対応について 
【ハードウェア】 

クラスタシステムで使用するハードウェアの Windows 2000 対応状況については、製品通知などでご

確認ください。 

 

Windows Server 2003 対応について 
【ハードウェア】 

クラスタシステムで使用するハードウェアの Windows Server 2003 対応状況については、製品通知

などでご確認ください。 

 

CLUSTERPRO® FastSyncTM Option for Windows Ver 8.0 対応について 
CLUSTERPRO® FastSyncTM Option for Windows Ver 8.0 （以下FastSync Optionと省略）は、CLUSTERPRO LE/LX 

のVer8.0に対応しています。 

 

CLUSTERPRO® Exchange Server Support Kit R2.0 対応について 
CLUSTERPRO® Exchange Server Support Kit R2.0は、CLUSTERPRO® SE/EE/LE for Windows Ver7.0のVer7.05

以降(例えばUpdateFD CPRO-NT070-05以降)、CLUSTERPRO® SE/LE for Windows Ver8.0に対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CLUSTERPRO®は日本電気株式会社の登録商標です。 

Microsoft®, Windows®は米国 Microsoft Corporation の、米国およびその他の国における登録商標または商標

です。 

CLARiiON ATF , CLARiiON Array Manager は米国 EMC 社 の商標です。 

VERITAS、VERITAS のロゴ、および他のすべてのベリタス製品における名称とスローガンは、ベリタスソフトウェ

ア コーポレーションの商標または登録商標です。 

その他のシステム名、社名、製品名等はそれぞれの会社の商標及び登録商標です。 
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CLUSTERPROドキュメント体系 
 

CLUSTERPRO のドキュメントは、CLUSTERPRO をご利用になる局面や読者に応じて以下の通り分冊しています。

初めてクラスタシステムを設計する場合は、システム構築ガイド【入門編】を最初に読んでください。 

 

  ■ セットアップカード (必須) 設計・構築・運用・保守 
製品添付の資料で、製品構成や動作環境などについて記載しています。 

 
■ システム構築ガイド 

  【入門編】 (必須) 設計・構築・運用・保守 
クラスタシステムをはじめて設計・構築する方を対象にした入門書です。 
 

  【システム設計編(基本/共有ディスク,ミラーディスク)】 (必須) 設計・構築・運用・保守 
クラスタシステムを設計・構築を行う上でほとんどのシステムで必要となる事項をまとめたノウ

ハウ集です。構築前に知っておくべき情報、構築にあたっての注意事項などを説明しています。

システム構成が共有ディスクシステムかミラーディスクシステムかで分冊しています。 
 

  【システム設計編(応用)】 (選択) 設計・構築・運用・保守 
設計編(基本)で触れなかった CLUSTERPRO のより高度な機能を使用する場合に必要となる事項を

まとめたノウハウ集です。 
 

  【クラスタ生成ガイド(共有ディスク,ミラーディスク)】 (必須) 設計・構築・運用・保守 
CLUSTERPRO のインストール後に行う環境設定を実際の作業手順に沿って分かりやすく説明して

います。システム構成が共有ディスクシステムかミラーディスクシステムかで分冊しています。 
 

  【運用/保守編】 (必須) 設計・構築・運用・保守 
クラスタシステムの運用を行う上で必要な知識と、障害発生時の対処方法やエラー一覧をまとめたド

キュメントです。 
 

  【GUI リファレンス】 (必須) 設計・構築・運用・保守 
クラスタシステムの運用を行う上で必要な CLUSTERPRO マネージャなどの操作方法をまとめたリ

ファレンスです。 
 

  【コマンドリファレンス】 (選択) 設計・構築・運用・保守 
CLUSTERPRO のスクリプトに記述できるコマンドやサーバまたはクライアントのコマンドプロン

プトから実行できる運用管理コマンドについてのリファレンスです。 
 

【API リファレンス】 (選択) 設計・構築・運用・保守 
CLUSTERPRO が提供する API を利用してクラスタシステムと連携したアプリケーションを作成す

る場合にお使いいただくリファレンスです。 
   

  【PP 編】 (選択必須) 設計・構築・運用・保守 
この編に記載されている各 PP は、CLUSTERPRO と連携して動作することができます。 
各 PP が、CLUSTERPRO と連携する場合に必要な設定や、スクリプトの記述方法、注意事項など

について説明しています。使用する PP については必ずお読みください。 
 

  【注意制限事項集】                                         (選択) 設計・構築・運用・保守 
クラスタシステム構築時、運用時、異常動作等障害対応時に注意しなければならない事項を記載した

リファレンスです。必要に応じてお読み下さい。 
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1 はじめに 
 

1.1 CLUSTERPRO 運用形態 
CLUSTERPROでは、片方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラスタとパラレルクラスタという3つの

クラスタシステムを構築できます。 
また、これら3つの運用とは別にVer3.0互換用にVer3.0互換運用のシステムを構築することができます。 

 

 

1.2 CLUSTERPRO API の対応言語 
CLUSTERPROサーバAPIは、Microsoft Visual C++ Ver4.2以降に対応しています。 
CLUSTERPROクライアントAPIは、Microsoft Visual C++ Ver4.2以降、およびMicrosoft Visual Basic Ver5以

降に対応しています。 
なお、CLUSTERPROサーバAPIおよびCLUSTERPROクライアントAPI (Microsoft Visual C++)は、C言語形

式となっています。C++から使用するためには、APIのヘッダファイルをインクルードしている前後に、次のような

記載が必要です。記載がない場合、リンク時にエラー(外部ｼﾝﾎﾞﾙ xxxxは未解決です)となります。 
 
#ifdef  __cplusplus 
extern "C" { 
#endif 
 
#include "armapi4.h" 
 
#ifdef  __cplusplus 
} 
#endif 
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2 CLUSTERPROサーバAPI概要 
 

2.1 CLUSTERPRO API 機能概要 
CLUSTERPRO APIは、サーバ上で動作するアプリケーションから、CLUSTERPROモニタの提供する機能を利用でき

るようにするためのものです。CLUSTERPRO APIでは、アプリケーションが動作しているサーバ（ローカルサーバ）

の所属するクラスタ内の情報を扱うことができます。 

 

 

 

CLUSTERPRO AwareAP

CLUSTERPRO ｸﾗｲｱﾝﾄ

CLUSTERPRO
ﾏﾈｰｼﾞｬ

クラスタ

サーバ

クライアント管理クライアント

CLUSTERPRO
ﾓﾆﾀ

CLUSTERPRO ｸﾗｲｱﾝﾄ API

CLUSTER
PRO

AwareAP
CLUSTER

PRO AwareAP
CLUSTER

PRO ｸﾗｲｱﾝﾄ

CLUSTERPRO
ｴｰｼﾞｪﾝﾄ

CLUSTER
PRO ｸﾗｲｱﾝﾄ

ｻｰﾋﾞｽ

CLUSTERPRO
ｴｰｼﾞｪﾝト

サーバ

CLUSTERPRO
ﾓﾆﾀ

CLUSTERPRO ｸﾗｲｱﾝﾄ API

Aware AP

CLUSTERPRO APICLUSTERPRO API 　 
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2.2 Ver3.0 互換 API と Ver4.x ネイティブ API 
 

CLUSTERPRO Ver8.0では、以下の２種類のAPI動作環境を提供します。 

 

Ver3.0互換API 
CLUSTERPRO Ver3.0用に開発されたアプリケーションをCLUSTERPRO Ver4.0以降で動作可能とする環境を提供しま

す。Ver3.0用アプリケーションは、Ver3.0互換運用において、プログラムを変更することなくそのまま動作するこ

とが可能です。CLUSTERPRO Ver4.0以降を以下の条件で運用した場合にVer3.0互換運用となります。 

 

* ２サーバ構成であること。 

* クラスタ内には、各サーバをプライマリとするフェイルオーバグループが１つずつ（クラスタ内で合計２つ）で

あること。 

* 各フェイルオーバグループのグループ名は、そのプライマリとなるサーバのサーバ名と同じであること。 

 

上記以外の運用形態(片方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラスタ、パラレルクラスタ)では、Ver3.0

用アプリケーションの動作は保証しません。 

 

Ver4.xネイティブAPI 
CLUSTERPRO Ver4.0以降では、主に以下のような機能拡張が行なわれています。 

 

* クラスタを構成するサーバ数の拡大（２サーバ ⇒ １６サーバ） 

* フェイルオーバ単位の変更（サーバ単位 ⇒ フェイルオーバグループ単位） 

 

Ver4.xネイティブAPIは、上記の新機能に対応したAPIです。基本的にVer3.0以前のAPIとの互換性はありません。 

 

CLUSTERPRO Ver8.0では、64bit対応アプリケーション用に64bit APIを提供します。 

 

* 64bit APIは、Ver 4.xネイティブAPIのみ対応します。Ver 3.0互換APIでは対応しません。 

* 64bit APIの機能およびインタフェースは、従来の32bit APIと同様です。 
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Ver3.0 / Ver4.x API機能対応表 

 

機能 Ver3.0 Ver4.x 
CLUSTERPRO API初期化 ArmInitializeApi ArmInitializeApi 

CLUSTERPRO API終了 ArmTerminateApi ArmTerminateApi 

クラスタ名の取得 ArmGetClusterName ArmGetClusterName 

サーバの列挙 ArmEnumServer ArmEnumServer 

サーバ定義情報の取得 ArmGetServerInfo ArmGetServerInfo 

フェイルオーバグループ定義情報

の取得 

－ ArmEnumGroup 

フェイルオーバグループの列挙 － ArmGetGroupInfo 

ArmEnumResource リソースの列挙 

ArmEnumResource2 

ArmEnumResource 

ArmGetResourceInfo リソース定義情報の取得 

ArmGetResourceInfo2 

ArmGetResourceInfo 

論理サービス名の列挙 ArmEnumLogicalService 

論理サービス名定義情報の取得 ArmGetLogicalServiceInfo

ArmEnumLogicalService 

サーバ動作状態の取得 ArmGetServerStatus ArmGetServerStatus 

フェイルオーバグループ動作状態

の取得 

－ ArmGetGroupStatus 

リソース所有権の確認 ArmCheckResourceOwner 

リソース動作状態の取得 － 

ArmGetResourceStatus 

クラスタイベントの監視 

（同期型） 

ArmWatchServer ※ 

クラスタイベント監視の開始 

（非同期コールバック） 

ArmStartWatchServer ※ 

クラスタイベント監視の中止 

（非同期コールバック） 

ArmCancelWatchServer ※ 

クラスタイベント監視の開始 

（イベントオブジェクト） 

ArmRegisterWatchServer-E

vent 

ArmStartEventWatch 

クラスタイベント監視の中止 

（イベントオブジェクト） 

ArmCancelWatchServer- 

Event 

ArmCancelEventWatch 

クラスタイベント情報の取得 

（イベントオブジェクト） 

ArmGetServerEvent ArmGetEventInfo 

レジストリキーのオープン ArmRegOpenKey ArmRegOpenKey 

レジストリキーの作成/オープン ArmRegCreateKey ArmRegCreateKey 

レジストリキーの削除 ArmRegDeleteKey ArmRegDeleteKey 

レジストリのフラッシュ ArmRegFlushKey ArmRegFlushKey 

レジストリキーのクローズ ArmRegCloseKey ArmRegCloseKey 

レジストリキー値の設定 ArmRegSetValue ArmRegSetValue 

レジストリキー値の削除 ArmRegDeleteValue ArmRegDeleteValue 

 

※ Ver4.xでは、同期型／非同期コールバック型クラスタイベント監視は廃止します。クラスタイベン

ト監視にはArmStartEventWatch()を使用してください。 

 



12 

2.3 開発環境 
2.3.1 CLUSTERPRO Ver3.0 互換 API 開発キット 

 

CLUSTERPRO Ver3.0用に開発されたアプリケーションのための開発キットです。新規にCLUSTERPRO上で動作するア

プリケーションを開発する場合は、CLUSTERPRO Ver4.x API開発キットを使用してください。 

Ver3.0用アプリケーションは、CLUSTERPRO Ver4.x以降では、Ver3.0互換運用をおこなっている場合のみ動作可能

です。この場合、アプリケーションの再コンパイル/再リンクは不要です。 

 

* include/armapi.h 
* include/armdef.h 
* include/armevt.h 
* include/armerr.h 
* include/armproto.h 

ヘッダファイルです。CLUSTERPRO APIを使用するソースファ

イルにインクルードしてください。armdef.h, armevt.h, 

armerr.h,armproto.hはarmapi.hの内部でインクルードされ

るので、armapi.hのみをインクルードしてください。 

* lib/intel/armapi.lib インポートライブラリです。 

CLUSTERPRO APIを使用するプログラムをリンクする際

に使用してください。 

armapist.libと同時に使用することはできません。 

* lib/intel/armapist.lib スタティックリンクライブラリです。 

armapi.dllを検索し、ロードする機能を提供します。 

CLUSTERPRO APIを使用するプログラムをリンクする際に使用

してください。 

armapi.libと同時に使用することはできません。 

* armapi.dll CLUSTERPRO API（Ver3.0互換）を提供するダイナミックリン

クライブラリです。 

 

2.3.2 CLUSTERPRO Ver4.x API 開発キット 
 

32bitアプリケーション用 

* include/armapi4.h ヘッダファイルです。CLUSTERPRO APIを使用するソー

スファイルにインクルードしてください。 

* lib/intel/armapi4.lib インポートライブラリです。 

CLUSTERPRO APIを使用するプログラムをリンクする際

に使用してください。 

armapi4s.libと同時に使用することはできません。 

* lib/intel/armapi4s.lib スタティックリンクライブラリです。 

armapi4.dllを検索し、ロードする機能を提供します。 

CLUSTERPRO APIを使用するプログラムをリンクする際

に使用してください。 

armapi4.libと同時に使用することはできません。 

* armapi4.dll CLUSTERPRO API（Ver4.x）を提供するダイナミックリ

ンクライブラリです。 
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64bitアプリケーション用 

* include/IA64/armapi4.h 64bit対応のヘッダファイルです。CLUSTERPRO APIを使

用するソースファイルにインクルードしてください。

* lib/IA64/armapi64.lib 64bit(IPF)対応のインポートライブラリです。 

CLUSTERPRO APIを使用するプログラムをリンクする際

に使用してください。 

* lib/x64/armapi64.lib 64bit(EM64T)対応のインポートライブラリです。 

CLUSTERPRO APIを使用するプログラムをリンクする際

に使用してください。 

* armapi64.dll CLUSTERPRO API（64bit対応）を提供するダイナミック

リンクライブラリです。 

 

 

サーバAPI開発キットの使用について 

 

CLUSTERPROサーバAPI開発キットは、CLUSTERPROサーバのインストール時に同時にインストールされます。

CLUSTERPROサーバをインストールしたマシンとは別のマシンで、CLUSTERPRO APIを使用するアプリケーションの開

発を行なう場合は、CLUSTERPRO API開発キットをそのマシンにコピーしてください。 

CLUSTERPRO API開発キットは、以下のディレクトリにインストールされますので、このディレクトリ配下を全て

コピーしてください。 

 

(インストールディレクトリ)\esmarm\armapi 
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2.4 CLUSTERPRO API 使用方法 
CLUSTERPRO APIは、ダイナミックリンクライブラリ(ARMAPI.DLL / ARMAPI4.DLL / ARMAPI64.DLL)で提供されます。

ARMAPI.DLL / ARMAPI4.DLL / ARMAPI64.DLLは、以下のいずれかの方法でアプリケーションから使用することができ

ます。 

 

* CLUSTERPRO APIのインポートライブラリARMAPI.LIB / ARMAPI4.LIB / ARMAPI64｡LIBをリンクしてアプリケーショ

ンを作成する。 

ARMAPI.DLL / ARMAPI4.DLL / ARMAPI64.DLLは、アプリケーション起動時にOSにより自動的にロードされます。 

ARMAPI.DLL / ARMAPI4.DLL / ARMAPI64.DLLが検索パス内に見つからない場合にはエラーとなり、アプリケーショ

ンは起動されません。したがって、CLUSTERPROがインストールされていない環境では、アプリケーションは動作

できません。 

 

* CLUSTERPRO APIのスタティックライブラリARMAPIST.LIB / ARMAPI4S.LIBをリンクしてアプリケーションを作成

する。 

CLUSTERPRO API初期化関数(ArmInitializeApi)実行時に、ARMAPIST.LIB / ARMAPI4S.LIB内部でARMAPI.DLL / 

ARMAPI4.DLLを検索しロードします（CLUSTERPROのインストールディレクトリをレジストリから取得し、インス

トールディレクトリ下のARMAPI.DLL / ARMAPI4.DLLをロードします）。 

ARMAPI.DLL / ARMAPI4.DLLが見つからない場合（CLUSTERPROがインストールされていない場合）は、初期化関数

がエラーを返します。この場合、アプリケーションは CLUSTERPRO APIの提供する機能を使用することはできま

せんが、アプリケーション自体の動作を続行することには支障ありません。 

 

CLUSTERPRO APIのライブラリ以外に、システム標準のライブラリとしてKERNEL32.LIBおよびADVAPI.LIBが必要で

す。 

 

64bit対応APIでは本機能は提供されません。 

 

* アプリケーション自身でLoadLibrary関数(Win32API)を使用してARMAPI.DLL / ARMAPI4.DLL / ARMAPI64｡DLLを

ロードする。 

ARMAPI.LIB / ARMAPI4.LIB / ARMAPI64.LIB, ARMAPIST.LIB / ARMAPI4S.LIBをリンクせず、 Win32APIを使用し

てアプリケーション自身でARMAPI.DLL / ARMAPI4.DLL / ARMAPI64.DLLをロードしても構いません。 
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2.5 注意事項 
2.5.1 Ver4.0/4.1 以降の互換性に関する注意事項 

 

あるバージョンの CLUSTERPRO に含まれる開発環境を使用して作成したアプリケーションを、別の

バージョンの CLUSTERPRO の実行環境で動作させる場合の互換性に関する注意事項を以下に記述します。 

 

CLUSTERPRO 製品には、以下の開発環境が含まれます。 

 

製品バージョン 開発環境 

Ver 3.0 3.0API開発キット 

Ver 4.0 3.0互換API開発キット/4.xAPI開発キット(4.0) 

Ver 4.1 3.0互換API開発キット/4.xAPI開発キット(4.1) 

Ver 4.2 3.0互換API開発キット/4.xAPI開発キット(4.1) 

Ver 5.0 3.0互換API開発キット/4.xAPI開発キット(5.0) 

Ver 6.0 3.0互換API開発キット/4.xAPI開発キット(5.0/5.1) 

Ver 7.0 3.0互換API開発キット/4.xAPI開発キット(7.0/64bit) 

Ver 8.0 3.0互換API開発キット/4.xAPI開発キット(8.0/64bit) 

 

また、開発環境と実行環境の組み合わせは以下のようになります。 

 

4.x 

7.0 8.0          開発環境 

 実行環境 

3.0/ 

3.0互

換 
4.0 4.1 5.0

5.1

(*2) 32bit 64bit

(IPF)

32bit 64bit 

(IPF) 

64bit

(EM64T)

3.0 ○ ×   ×   ×   ×   × ×   × × × 

4.0 × ○   ○*1   ○*1   ○*1   ○*1 ×   ○*1 × × 

4.0 
(3.0互換運用) 

○ ○   ○*1   ○*1   ○*1   ○*1 ×   ○*1 × × 

4.1/4.2 × ○   ○   ○   ○   ○ ×   ○ × × 

4.1/4.2 
(3.0互換運用) 

○ ○   ○   ○   ○   ○ ×   ○ × × 

5.0 × ○   ○   ○   ○   ○ ×   ○ × × 

5.0 
(3.0互換運用) 

○ ○   ○   ○   ○   ○ ×   ○ × × 

6.0 × ○   ○   ○   ○   ○ ×   ○ × × 

6.0 
(3.0互換運用) 

○ ○   ○   ○   ○   ○ ×   ○ × × 

7.0 32bit × ○   ○   ○   ○   ○ ×   ○ × × 

7.0 32bit 
(3.0互換運用) 

○ ○   ○   ○   ○   ○ ×   ○ × × 

7.0 64bit(IPF) × ○   ○   ○   ○   ○ ○   ○ ○ × 

7.0 64bit(IPF) 
(3.0互換運用) 

○ ○   ○   ○   ○   ○ ○   ○ ○ × 

8.0 32bit × ○ ○ ○ ○ ○ ×   ○ × × 

8.0 32bit 
(3.0互換運用) 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ×   ○ × × 

8.0 64bit(IPF) × ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ × 

8.0 64bit(IPF) 
(3.0互換運用) 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ × 

8.0 64bit(EM64T) × ○ ○ ○ ○ ○ ×   ○ × ○ 

8.0 64bit(EM64T) 
(3.0互換運用) 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ×   ○ × ○ 

 

*1:CLUSTERPRO 4.0(ExpressServerStartup 1999/06 RUR)以降にて対応しています。 

*2:CLUSTERPRO 6.0(ExpressServerStartup 2002/03 RUR)以降にて対応しています。 

 

次のリソースについては、CLUSTERPRO のバージョンにより対応状況が異なります。 
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リソース 対応する実行環境 対応する開発環境 

切替ミラーディスク Ver4.1 以降 4.1 以降 

VolumeManager ディスクグループ Ver6.0 以降 5.1 以降 

クラスタ IP(負荷分散 IP) Ver5.0 および Ver6.0 5.0 および 5.1 

 

アプリケーションの作成に使用した開発環境と実行環境のリソース対応状況が異なる場合、該当リ

ソースは下記のように処理されます。 

 

リソース 開発環境 実行環境 リソースの使用 

未対応 対応 
Ver4.0 以前の切替ディスクリソースとし

て使用できます。 

対応 未対応 該当リソース無しとなります。 
切替ミラー 

ディスク 

対応 対応 
切替ミラーディスクとして使用できま

す。 

未対応 対応 
Ver4.0 以前の切替ディスクリソースとし

て使用できます。 

対応 未対応 該当リソース無しとなります。 
VolumeManager 

ディスクグループ 

対応 対応 
VolumeManager ディスクグループとして

使用できます。 

未対応 対応 クラスタ IP は使用できません。 

対応 未対応 該当リソース無しとなります。 
クラスタ IP 

(負荷分散 IP) 
対応 対応 クラスタ IP を使用できます。 

 

 

2.5.2 フローティング IP アドレスに関する注意事項 
CLUSTERPRO Ver4.2 からサポートしているフローティング IP アドレスを使用する場合、

CLUSTERPRO API では、フローティング IP アドレスを仮想 IP アドレスの一形態として扱います。 

 

2.5.3 クラスタ情報に関する注意事項 
CLUSTERPRO APIを使用して得られるクラスタに関する情報は、クラスタとして正常に動作してい

るサーバ上でのみ保証されます。 

ArmGetServerStatus関数を使用して、サーバがクラスタとして正常動作しているかどうかを確認

の上、取得したクラスタ情報の処理を行なってください。 

 

2.5.4 CLUSTERPRO API のロードに関する注意事項 
DllEntryPoint内で、CLUSTERPRO APIのDLLをロード/アンロードしないでください。 

また、スタティックライブラリARMAPIST.LIB / ARMAPI4S.LIBをリンクする場合は、DllEntryPoint

内で、ArmInitializeApi関数/ArmTerminate関数を実行しないでください。 

 

2.6 補足 
 

2.6.1 構造体メンバのアライメント 
構造体メンバのアライメントは、８バイトです。 
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3 サーバAPI詳細 ― Ver4.xネイティブ ― 
 

CLUSTERPRO Ver4.x以降対応のAPIを提供します。 

Ver3.0以前のAPIとの互換性はありません。 
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3.1 関数 
 

API初期化／終了処理 

 ArmInitializeApi － CLUSTERPRO APIの初期化処理を行います。 

 ArmTerminateApi － CLUSTERPRO APIの終了処理を行います。 

 

クラスタシステム情報の取得 

 ArmGetClusterName － ローカルサーバが所属するクラスタのクラスタ名を取得します。 

 ArmEnumServer － クラスタに所属するサーバを列挙します。 

 ServerEnumProc － サーバ列挙用コールバック関数。 

 ArmGetServerInfo － クラスタに所属する指定サーバのサーバ定義情報を取得します。 

 ArmEnumGroup － クラスタ内で定義されているフェイルオーバグループを列挙します。 

 GroupEnumProc － フェイルオーバグループ列挙用コールバック関数。 

 ArmGetGroupInfo － フェイルオーバグループ定義情報を取得します。 

 ArmEnumResource － クラスタ内で定義されているリソースを列挙します。 

 ResourceEnumProc － リソース列挙用コールバック関数。 

 ArmGetResourceInfo － クラスタ内で定義されている指定リソースのリソース定義情報を取得

します。 

 ArmEnumLogicalService － クラスタ内で定義されている論理サービス名を列挙します。 

 LogicalServiceEnumProc － 論理サービス名列挙用コールバック関数。 

 

クラスタ動作状態の取得／監視 

 ArmGetServerStatus － サーバの動作状態を取得します。 

 ArmGetGroupStatus － フェイルオーバグループの動作状態を取得します。 

 ArmGetResourceStatus － リソースの動作状態を取得します。 

 ArmStartEventWatch － クラスタイベントの監視を開始します。 

 ArmCancelEventWatch － クラスタイベントの監視を中止します。 

 ArmGetEventInfo － クラスタイベント情報を取得します。 

 

レジストリ操作 

 ArmRegOpenKey － レジストリキーをオープンします。 

 ArmRegCreateKey － レジストリキー作成/オープンします。 

 ArmRegDeleteKey － レジストリキーを削除します。 

 ArmRegFlushKey － オープン中のキーをレジストリに書き込みます。 

 ArmRegCloseKey － レジストリキーをクローズします。 

 ArmRegSetValue － レジストリキーに値を設定します。 

 ArmRegDeleteValue － レジストリキーに設定されている値を削除します。 
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3.1.1 API の初期化／終了処理 
 

CLUSTERPRO APIを使用するアプリケーションは、他のCLUSTERPRO API関数を使用する前に必ず

ArmInitializeApi関数を実行してCLUSTERPRO APIの初期化を行わなければなりません。また、アプリケー

ションを終了する前にArmTerminateApi関数を実行してCLUSTERPRO APIの終了処理を行なわなければなり

ません。 

 

* ArmInitializeApi － CLUSTERPRO APIの初期化処理を行います。 

* ArmTerminateApi － CLUSTERPRO APIの終了処理を行います。 

 

ArmInitializeApi, ArmTerminateApiは、同一プロセス内で複数独立に実行することが可能です。 

 

スタティックライブラARMAPI4S.LIBをリンクしている場合は、ArmInitializeApi/ ArmTerminateApiの実行

時にCLUSTERPRO APIのDLLがロード/アンロードされます。スタティックライブラリを使用する場合は、

DllEntryPoint内でArmInitializeApi/ArmTerminateを実行しないでください。 
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3.1.1.1 ArmInitializeApi － CLUSTERPRO API の初期化 
 

概要 

CLUSTERPRO APIの初期化を行います。 

 

形式 

BOOL ArmInitializeApi ( 

LPDWORD  lpdwArmApiHandle, 
DWORD  dwVersion, 
DWORD  dwTimeout 

) 

 

パラメータ 

[o] lpdwArmApiHandle CLUSTERPRO APIを使用するためのハンドルを受け取る変数へのポインタです。

CLUSTERPRO APIハンドルは、クラスタイベント監視およびCLUSTERPRO API終了

処理に必要です。 

 

[i] dwVersion アプリケーションの使用するCLUSTERPRO APIのバージョンを指定します。 

ここには、CLUSTERPRO APIの提供するヘッダファイルで定義されているバー

ジョン番号ARMAPI_VERSIONを指定してください。 

 

[i] dwTimeout CLUSTERPROサービスの起動待ちタイムアウト時間を秒単位で指定します。 
INFINITEを指定した場合には、タイムアウトは発生しません。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_CANNOT_LOAD_DLL armapi4.dllをロードできません。 
 
ARMERR_VERSION_MISMATCH armapi4.dll / armapi64.dllのバージョン

が異なります。 
 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 
 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが

発生しました。 
 
ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 
ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 
ARMERR_CANNOT_ALLOCATE_RESOURCE OS資源のアロケートに失敗しました。 
 
ARMERR_CANNOT_CREATE_THREAD スレッドの作成に失敗しました。 
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説明 

本関数は、CLUSTERPRO APIの初期化を行います。CLUSTERPRO APIを使用するアプリケーションは、最初に

本関数を実行して、CLUSTERPRO APIを初期化しなければなりません。本関数は同一プロセス内で複数回実

行してもかまいません。 

 

スタティックリンクライブラリarmapi4s.libをリンクして作成されたアプリケーションでは、CLUSTERPRO

がインストールされていない（armapi4.dllをロードできない）場合、本関数はFALSEを返却します。この

とき拡張エラー情報でARMERR_CANNOT_LOAD_DLLが返却されます。 
 

本関数はインストールされているarmapi4.dll/armapi64.dllのバージョンをチェックし、互換性が無い場

合にはFALSEを返却します。このとき拡張エラー情報でARMERR_VERSION_MISMATCHが返却されます。 
 

本関数は、CLUSTERPROサービスが動作していることを確認するために、CLUSTERPROサービスへの接続を試

みます。CLUSTERPROサービスに接続できない場合、パラメータdwTimeoutで指定されたタイムアウトが経過

するまで定期的に接続をリトライします。タイムアウトが経過しても接続できなかった場合にはFALSEを返

却します。このとき拡張エラー情報でARMERR_CANNOT_CONNECTが返却されます。 
 

参照 

3.1.1.2 ArmTerminateApi － CLUSTERPRO APIの終了 
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3.1.1.2 ArmTerminateApi － CLUSTERPRO API の終了 
 

概要 

CLUSTERPRO APIの終了処理を行います。 

 

形式 

BOOL ArmTerminateApi ( 

DWORD  dwArmApiHandle 
) 

 

パラメータ 

[i] dwArmApiHandle ArmInitializeApi関数で返却されたCLUSTERPRO APIハンドルを指定します。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生し

ました。 
 

ARMERR_INVALID_HANDLE 指定されたハンドルが不正です。 

 

説明 

本関数は、CLUSTERPRO APIの終了処理を行います。 ArmInitializeApi関数を実行してCLUSTERPRO APIの初

期化を行なったアプリケーションは、アプリケーションを終了する前に本関数を実行してCLUSTERPRO API

の終了処理を行わなければなりません。ArmInitializeApi関数を実行した回数と同じ回数だけ本関数を実

行してください。 

 

参照 

3.1.1.1 ArmInitializeApi － CLUSTERPRO APIの初期化 
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3.1.2 クラスタシステム定義情報の取得 
 

クラスタシステムに関する定義情報を取得するためのAPIを提供します。 

 

 ArmGetClusterName － ローカルサーバが所属するクラスタのクラスタ名を取得します。 

 ArmEnumServer － クラスタに所属するサーバを列挙します。 

 ServerEnumProc － サーバ列挙用コールバック関数。 

 ArmGetServerInfo － クラスタに所属する指定サーバのサーバ定義情報を取得します。 

 ArmEnumGroup － クラスタ内で定義されているフェイルオーバグループを列挙します。 

 GroupEnumProc － フェイルオーバグループ列挙用コールバック関数。 

 ArmGetGroupInfo － フェイルオーバグループ定義情報を取得します。 

 ArmEnumResource － クラスタ内で定義されているリソースを列挙します。 

 ResourceEnumProc － リソース列挙用コールバック関数。 

 ArmGetResourceInfo － クラスタ内で定義されている指定リソースのリソース定義情報を取得し

ます。 

 ArmEnumLogicalService － クラスタ内で定義されている論理サービス名を列挙します。 

 LogicalServiceEnumProc － 論理サービス名列挙用コールバック関数。 
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3.1.2.1 ArmGetClusterName － クラスタ名の取得 
 

概要 

ローカルサーバが所属するクラスタの名前を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmGetClusterName ( 

LPTSTR  lpszClusterName, 
LPDWORD  lpcchClusterName 

) 

 

パラメータ 

[o] lpszClusterName クラスタ名（終端のNULL文字を含む）を受け取るバッファへのポインタです。 

 

[io] lpcchClusterName バッファlpszClusterNameのサイズを示す変数へのポインタです。 

関数のリターン時には、バッファに格納された文字数（終端のNULL文字を含

まない）がセットされます。また、指定バッファサイズが小さすぎた場合に

は、必要な文字数（終端のNULL文字を含む）がセットされ、拡張エラー情報

でARMERR_BUFFER_TOO_SMALLが返却されます。 

（※ クラスタ名の最大長はMAX_CLUSTERNAME_LENです） 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBER ローカルサーバがクラスタメンバではありま

せん。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_BUFFER_TOO_SMALL データ返却用バッファが小さすぎます。 

 

説明 

本関数は、ローカルサーバが所属するクラスタの名前を取得し、lpszClusterNameで指定されたバッファに

格納します。 

 

ローカルサーバがクラスタメンバでない場合、本関数はFALSEを返却します。このとき拡張エラー情報で

ARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBERが返却されます。 
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3.1.2.2  ArmEnumServer － サーバの列挙 
 

概要 

クラスタに所属するサーバを列挙します。 

 

形式 

BOOL ArmEnumServer ( 

ARM_SRV_ENUM_PROC  ServerEnumProc, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] ServerEnumProc クラスタに所属するサーバのコンピュータ名を受け取る、アプリケーション

定義のコールバック関数のアドレスです。 

（3.1.2.3 ServerEnumProc関数参照） 

 

[i] lParam コールバック関数ServerEnumProcに渡される、アプリケーション定義の32

ビット値(64bit対応APIでは64ビット値)です。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBER ローカルサーバがクラスタメンバではありま

せん。 
 

ARMERR_OFF_CLUSTER ローカルサーバがクラスタとして動作してい

ません。 
 

ARMERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却され

ました。 
  

説明 

本関数は、ローカルサーバの所属するクラスタを構成しているサーバを列挙します。本関数は、アプリケー

ション定義のコールバック関数ServerEnumProcを順次呼び出し、各サーバのコンピュータ名を渡します。

本関数は、クラスタを構成しているサーバをすべて列挙するか、またはコールバック関数がFALSEを返却す

るまで、列挙を続けます。 
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ローカルサーバがクラスタとして動作していない場合、サーバを列挙することはできません。 

* ローカルサーバがクラスタに登録されていない場合、本関数はFALSEを返却します。このとき拡張エ

ラー情報でARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBERが返却されます。 
* ダウン後再起動状態等でローカルサーバがクラスタから一時的に切り離されている場合、本関数は

FALSEを返却します。このとき拡張エラー情報でARMERR_OFF_CLUSTERが返却されます。 
 

参照 

3.1.2.3 ServerEnumProc － サーバ列挙用コールバック関数 
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3.1.2.3 ServerEnumProc － サーバ列挙用コールバック関数 
 

概要 

ArmEnumServer関数で列挙されるサーバのコンピュータ名を受け取るための、アプリケーション定義のコー

ルバック関数です。 

 

形式 

BOOL CALLBACK ServerEnumProc( 

LPCTSTR  lpszServerName, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszServerName クラスタに所属するサーバのコンピュータ名を示す、NULLで終わる文字列へ

のポインタです。 

 

[i] lParam ArmEnumServer関数で指定されたアプリケーション定義の値です。 

 

戻り値 

TRUE 列挙を継続する場合に返却します。 

FALSE 列挙を中止する場合に返却します。 

 

説明 

ServerEnumProc関数は、 ArmEnumServer関数の実行結果として、クラスタを構成するサーバのコンピュー

タ名を受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。サーバの列挙が完了するか、ま

たは本関数でFALSEを返却するまで、サーバのコンピュータ名が本関数に順次受け渡されます。アプリケー

ションは、ArmEnumServer関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりません。 

 

本関数に渡されるlpszServerNameの指す文字列の内容は、本関数からリターンするまでの間でのみ有効で

す。文字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列の内容を別の記憶領域へコピーして

ください。 

 

本関数の関数名“ ServerEnumProc ”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

3.1.2.2 ArmEnumServer － サーバの列挙 
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3.1.2.4 ArmGetServerInfo － サーバ定義情報の取得 
 

概要 

指定したサーバのサーバ定義情報を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmGetServerInfo ( 

LPCTSTR  lpszServerName, 
LPARM_SERVER_INFO  lpArmServerInfo 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszServerName サーバ定義情報の取得対象とするサーバのコンピュータ名を指定する、NULL

で終わる文字列へのポインタです。ローカルサーバを指定する場合には、定

数ARM_LOCAL_SERVERを指定することができます。 

 

[o] lpArmServerInfo サーバ定義情報を受け取るARM_SERVER_INFO構造体へのポインタです。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBER ローカルサーバがクラスタメンバではありま

せん。 
 

ARMERR_OFF_CLUSTER ローカルサーバがクラスタとして動作してい

ません。 
 

ARMERR_SERVER_NOT_FOUND 指定サーバが存在しません。 
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説明 

本関数は、 lpszServerNameで指定されたクラスタ内のサーバの定義情報を取得し、lpArmServerInfoで指

定されたバッファに格納します。 

 

ローカルサーバがクラスタとして動作していない場合、他サーバの定義情報を取得することはできません

（ローカルサーバの定義情報は取得できます）。 

* ローカルサーバがクラスタに登録されていない場合、本関数はFALSEを返却します。このとき拡張エ

ラー情報でARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBERが返却されます。 
* ダウン後再起動状態等でローカルサーバがクラスタから一時的に切り離されている場合、本関数は

FALSEを返却します。このとき拡張エラー情報でARMERR_OFF_CLUSTERが返却されます。 
 

参照 

3.2.1 ARM_SERVER_INFO － サーバ定義情報 
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3.1.2.5 ArmEnumGroup － フェイルオーバグループの列挙 
 

概要 

クラスタ内で定義されているフェイルオーバグループを列挙します。 

論理サービス名をキーにフェイルオーバグループを検索できます。 

 

形式  

BOOL ArmEnumGroup ( 

LPCTSTR  lpszLogicalService, 
ARM_GRP_ENUM_PROC  GroupEnumProc, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszLogicalService このパラメータに論理サービス名を指定すると、その論理サービス名を持つ

フェイルオーバグループのみが列挙対象となります。NULLまたは空文字列を

指定した場合は、クラスタ内の全フェイルオーバグループが列挙対象となり

ます。 

 

[i] GroupEnumProc フェイルオーバグループ名を受け取る、アプリケーション定義のコールバッ

ク関数のアドレスです。 

（3.1.2.6 GroupEnumProc関数参照） 

 

[i] lParam コールバック関数GroupEnumProcに渡される、アプリケーション定義の32ビッ

ト値(64bit対応APIでは64ビット値)です。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBER ローカルサーバがクラスタメンバではありま

せん。 
 

ARMERR_OFF_CLUSTER ローカルサーバがクラスタとして動作してい

ません。 
 

ARMERR_GROUP_NOT_FOUND 列挙可能なフェイルオーバグループが存在し

ません。 
 

ARMERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却され

ました。 
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説明 

本関数は、ローカルサーバが所属するクラスタ内で定義されているフェイルオーバグループを列挙します。

本関数は、アプリケーション定義のコールバック関数GroupEnumProcを順次呼び出し、各フェイルオーバグ

ループのグループ名を渡します。本関数は、列挙対象のフェイルオーバグループをすべて列挙するか、ま

たはコールバック関数がFALSEを返却するまで列挙を続けます。 

 

本関数は、論理サービス名をキーにしてフェイルオーバグループの列挙を行なうことができます。パラメー

タlpszLogicalServiceに論理サービス名を指定した場合、指定された論理サービス名を持つフェイルオー

バグループのみが列挙対象となります。この機能は、アプリケーションが自分の関係するフェイルオーバ

グループを知るための手段として利用することができます。 

 

ローカルサーバがクラスタとして動作していない場合、フェイルオーバグループを列挙することはできま

せん。 

* ローカルサーバがクラスタに登録されていない場合、本関数はFALSEを返却します。このとき拡張エ

ラー情報でARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBERが返却されます。 
* ダウン後再起動状態等でローカルサーバがクラスタから一時的に切り離されている場合、本関数は

FALSEを返却します。このとき拡張エラー情報でARMERR_OFF_CLUSTERが返却されます。 
 

参照 

3.1.2.6 GroupEnumProc － フェイルオーバグループ列挙用コールバック関数 
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3.1.2.6 GroupEnumProc － フェイルオーバグループ列挙用コールバック関数 
 

概要 

ArmEnumGroup関数で列挙されるフェイルオーバグループのグループ名を受け取るための、アプリケーショ

ン定義のコールバック関数です。 

 

形式 

BOOL CALLBACK  GroupEnumProc ( 

LPCTSTR  lpszGroupName, 
LPCTSTR  lpszLogicalService, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を示すNULLで終わる文字列へのポインタです。 

 

[i] lpszLogicalService 列挙対象を指定するキーとしてArmEnumGroup関数に渡された論理サービス

名です。ArmEnumGroup関数に指定された値がそのまま渡されます。 

 

[i] lParam ArmEnumGroup関数で指定されたアプリケーション定義の値です。 

 

戻り値 

TRUE 列挙を継続する場合に返却します。 

FALSE 列挙を中止する場合に返却します。 

 

説明 

GroupEnumProc関数は、 ArmEnumGroup関数の実行結果として、クラスタ内で定義されているフェイルオー

バグループのグループ名を受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。フェイルオー

バグループの列挙が完了するか、または本関数でFALSEを返却するまで、グループ名が本関数に順次受け渡

されます。アプリケーションは、ArmEnumGroup関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりませ

ん。 

 

本関数に渡されるlpszGroupNameの指す文字列の内容は、本関数からリターンするまでの間でのみ有効です。

文字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列を別の記憶領域へコピーしてください。 

 

本関数の関数名“ GroupEnumProc ”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

3.1.2.5 ArmEnumGroup － フェイルオーバグループの列挙 
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3.1.2.7 ArmGetGroupInfo － フェイルオーバグループ定義情報の取得 
 

概要 

指定したフェイルオーバグループの定義情報を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmGetGroupInfo ( 

LPCTSTR  lpszGroupName, 
LPARM_GROUP_INFO  lpArmGroupInfo, 
LPDWORD  lpcbArmGroupInfo 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszGroupName 定義情報の取得対象とするフェイルオーバグループのグループ名を指定する、

NULLで終わる文字列へのポインタです。 

 

[o] lpArmGroupInfo 定義情報（ARM_GROUP_INFO構造体）を受け取るバッファへのポインタで

す。 

 

[io] lpcbArmGroupInfo バッファlpArmGroupInfoのサイズを示す変数へのポインタです。 

関数のリターン時には、バッファに格納されたバイト数がセットされます。

また、指定バッファサイズが小さすぎた場合には、必要なバイト数がセット

され、拡張エラー情報でARMERR_BUFFER_TOO_SMALLが返却されます。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBER ローカルサーバがクラスタメンバではありま

せん。 
 

ARMERR_OFF_CLUSTER ローカルサーバがクラスタとして動作してい

ません。 
 

ARMERR_GROUP_NOT_FOUND 指定したフェイルオーバグループが存在しま

せん。    
ARMERR_BUFFER_TOO_SMALL データ返却用バッファが小さすぎます。 
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説明 

本関数は、ローカルサーバが所属するクラスタ内で定義されている、 lpszGroupNameで指定されたフェイ

ルオーバグループの定義情報を取得し、 lpArmGroupInfoで指定されたバッファに格納します。 

 

ローカルサーバがクラスタとして動作していない場合、フェイルオーバグループの定義情報を取得するこ

とはできません。 

* ローカルサーバがクラスタに登録されていない場合、本関数はFALSEを返却します。このとき拡張エ

ラー情報でARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBERが返却されます。 
* ダウン後再起動状態等でローカルサーバがクラスタから一時的に切り離されている場合、本関数は

FALSEを返却します。このとき拡張エラー情報でARMERR_OFF_CLUSTERが返却されます。 
 

参照 

3.2.2 ARM_GROUP_INFO － フェイルオーバグループ定義情報 
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3.1.2.8 ArmEnumResource － リソースの列挙 
 

概要 

クラスタ内で定義されているリソースを列挙します。 

 

形式  

BOOL ArmEnumResource ( 

LPCTSTR  lpszGroupName, 
DWORD  dwResourceType, 
ARM_RSC_ENUM_PROC  ResourceEnumProc, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszGroupName このパラメータにフェイルオーバグループ名を指定すると、そのフェイル

オーバグループに所属するリソースのみが列挙対象となります。NULLまたは

空文字列を指定した場合は、クラスタ内の全リソースが列挙対象となります。 

 

[i] dwResourceType 列挙対象とするリソースタイプを以下の組み合せで指定します。 

ARM_RESTYPE_ALL 全リソースタイプ 

ARM_RESTYPE_SWDISK 切替ディスク 

ARM_RESTYPE_VIP 仮想IPアドレス 

ARM_RESTYPE_VCOM 仮想コンピュータ名 

ARM_RESTYPE_PRINTER プリンタ 

ARM_RESTYPE_LSW 回線切替装置 

ARM_RESTYPE_NDR 切替ミラーディスク 
ARM_RESTYPE_HF クラスタIP（負荷分散IP） 

ARM_RESTYPE_VXDISK VolumeManagerディスクグループ 

 

[i] ResourceEnumProc リソースの識別子を受け取る、アプリケーション定義のコールバック関数の

アドレスです。 

（3.1.2.9 ResourceEnumProc関数参照） 

 

[i] lParam コールバック関数ResourceEnumProcに渡される、アプリケーション定義の32

ビット値(64bit対応APIでは64ビット値)です。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発

生しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBER ローカルサーバがクラスタメンバではあり

ません。 
 

ARMERR_OFF_CLUSTER ローカルサーバがクラスタとして動作して

いません。 
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ARMERR_RESOURCE_NOT_FOUND 列挙可能なリソースが存在しません。 
 

ARMERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却さ

れました。 

 

説明 

本関数は、ローカルサーバが所属するクラスタ内で定義されているリソースを列挙します。本関数は、ア

プリケーション定義のコールバック関数ResourceEnumProcを順次呼び出し、各リソースの識別子を渡しま

す。本関数は、列挙対象のリソースをすべて列挙するか、またはコールバック関数がFALSEを返却するまで、

列挙を続けます。 

 

本関数は、フェイルオーバグループ名をキーにしてリソースの列挙を行なうことができます。パラメータ

lpszGroupNameにフェイルオーバグループ名を指定した場合、指定されたフェイルオーバグループに所属す

るリソースのみが列挙対象となります。 

 
ローカルサーバがクラスタとして動作していない場合、リソースグループを列挙することはできません。 
* ローカルサーバがクラスタに登録されていない場合、本関数はFALSEを返却します。このとき拡張エ

ラー情報でARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBERが返却されます。 
* ダウン後再起動状態等でローカルサーバがクラスタから一時的に切り離されている場合、本関数は

FALSEを返却します。このとき拡張エラー情報でARMERR_OFF_CLUSTERが返却されます。 
 

以下のリソースについては、バージョンにより対応状況が異なります。詳細は「2.5.1 Ver4.0/4.1 以降の

互換性に関する注意事項」を参照してください。 

* 切替ミラーディスク 

* VolumeManagerディスクグループ 

* クラスタIP(負荷分散IP) 

 

 

参照 

3.1.2.9 ResourceEnumProc － リソース列挙用コールバック関数 
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3.1.2.9 ResourceEnumProc － リソース列挙用コールバック関数 
 

概要 

ArmEnumResource関数で列挙されるリソースの識別子を受け取るための、アプリケーション定義のコール

バック関数です。 

 

形式 

BOOL CALLBACK ResourceEnumProc ( 

LPCTSTR  lpszResourceName, 
DWORD  dwResourceType, 
LPCTSTR  lpszGroupName, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszResourceName リソースの識別子を示すNULLで終わる文字列へのポインタです。 

 

[i] dwResourceType lpszResourceNameで示されるリソースのリソースタイプです。 

ARM_RESTYPE_SWDISK 切替ディスク 

ARM_RESTYPE_VIP 仮想IPアドレス 

ARM_RESTYPE_VCOM 仮想コンピュータ名 

ARM_RESTYPE_PRINTER プリンタ 

ARM_RESTYPE_LSW 回線切替装置 
ARM_RESTYPE_NDR 切替ミラーディスク 
ARM_RESTYPE_HF クラスタIP（負荷分散IP） 
ARM_RESTYPE_VXDISK VolumeManagerディスクグループ 

 

[i] lpszGroupName リソースが所属するフェイルオーバグループのグループ名を示すNULLで終

わる文字列へのポインタです。 

 

[i] lParam ArmEnumResource関数で指定されたアプリケーション定義の値です。 

 

戻り値 

TRUE 列挙を継続する場合に返却します。 

FALSE 列挙を中止する場合に返却します。 

 

説明 

ResourceEnumProc関数は、 ArmEnumResource関数の実行結果として、クラスタ内で定義されているリソー

スの識別子を受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。リソースの列挙が完了す

るか、または本関数でFALSEを返却するまで、リソースの識別子が本関数に順次受け渡されます。アプリケー

ションは、ArmEnumResource関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりません。 

 

本関数に渡されるlpszResourceName, lpszGroupNameの指す文字列の内容は、本関数からリターンするまで

の間でのみ有効です。文字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列を別の記憶領域へ

コピーしてください。 

 

本関数の関数名“ResourceEnumProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 
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以下のリソースについては、バージョンにより対応状況が異なります。詳細は「2.5.1 Ver4.0/4.1 以降の

互換性に関する注意事項」を参照してください。 

* 切替ミラーディスク 

* VolumeManagerディスクグループ 

* クラスタIP(負荷分散IP) 

 

参照 

3.1.2.8 ArmEnumResource － リソースの列挙 
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3.1.2.10 ArmGetResourceInfo － リソース定義情報の取得 
 

概要 

指定したリソースのリソース定義情報を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmGetResourceInfo ( 

LPCTSTR  lpszResourceName, 
LPARM_RESOURCE_INFO  lpArmResourceInfo 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszResourceName リソース定義情報の取得対象とするリソースの識別子を指定する、NULLで終

わる文字列へのポインタです。 

 

[o] lpArmResourceInfo リソース定義情報を受け取るARM_RESOURCE_INFO構造体へのポインタ

です。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発

生しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBER ローカルサーバがクラスタメンバではあり

ません。 
 

ARMERR_OFF_CLUSTER ローカルサーバがクラスタとして動作して

いません。 
 

ARMERR_RESOURCE_NOT_FOUND 指定したリソースが存在しません。 

 

説明 

本関数は、ローカルサーバが所属するクラスタ内で定義されている、lpszResourceNameで指定されたリソー

スの定義情報を取得し、lpArmResourceInfoで指定されたバッファに格納します。 

 

ローカルサーバがクラスタとして動作していない場合、リソースの定義情報を取得することはできません。 

* ローカルサーバがクラスタに登録されていない場合、本関数はFALSEを返却します。このとき拡張エ

ラー情報でARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBERが返却されます。 
* ダウン後再起動状態等でローカルサーバがクラスタから一時的に切り離されている場合、本関数は

FALSEを返却します。このとき拡張エラー情報でARMERR_OFF_CLUSTERが返却されます。 
 

参照 

3.2.3 ARM_RESOURCE_INFO － リソース定義情報 
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3.1.2.11 ArmEnumLogicalService － 論理サービス名の列挙 
 

概要 

クラスタ内で定義されている論理サービス名を列挙します。 

 

形式  

BOOL ArmEnumLogicalService ( 

LPCTSTR  lpszGroupName, 
ARM_LOGSRV_ENUM_PROC  LogicalServiceEnumProc, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszGroupName このパラメータにフェイルオーバグループ名を指定すると、そのフェイル

オーバグループに所属する論理サービス名のみが列挙対象となります。

NULLまたは空文字列を指定した場合は、クラスタ内の全論理サービス名が

列挙対象となります。 

 

[i] LogicalServiceEnumProc 論理サービス名を受け取る、アプリケーション定義のコールバック関数のア

ドレスです。(3.1.2.12 LogicalServiceEnumProc関数参照) 

 

[i] lParam コールバック関数LogicalServiceEnumProcに渡される、アプリケーション

定義の32ビット値(64bit対応APIでは64ビット値)です。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発

生しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBER ローカルサーバがクラスタメンバではあり

ません。 
 

ARMERR_OFF_CLUSTER ローカルサーバがクラスタとして動作して

いません。 
 

ARMERR_GROUP_NOT_FOUND 指定したフェイルオーバグループが存在し

ません。 
 

ARMERR_NOT_FOUND 列挙可能な論理サービス名が存在しません。 
 

ARMERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却さ

れました。 

 

説明 

本関数は、ローカルサーバが所属するクラスタ内で定義されている論理サービス名を列挙します。本関数

は、アプリケーション定義のコールバック関数LogicalServiceEnumProcを順次呼び出し、論理サービス名

を渡します。本関数は、列挙対象の論理サービス名をすべて列挙するか、またはコールバック関数がFALSE

を返却するまで、列挙を続けます。 
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本関数は、フェイルオーバグループ名をキーにして論理サービス名の列挙を行なうことができます。パラ

メータlpszGroupNameにフェイルオーバグループ名を指定した場合、指定されたフェイルオーバグループに

所属する論理サービス名のみが列挙対象となります。 

 

ローカルサーバがクラスタとして動作していない場合、論理サービス名を列挙することはできません。 
* ローカルサーバがクラスタに登録されていない場合、本関数はFALSEを返却します。このとき拡張エ

ラー情報でARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBERが返却されます。 
* ダウン後再起動状態等でローカルサーバがクラスタから一時的に切り離されている場合、本関数は

FALSEを返却します。このとき拡張エラー情報でARMERR_OFF_CLUSTERが返却されます。 
 

参照 

3.1.2.12 LogicalServiceEnumProc － 論理サービス名列挙用コールバック関数 
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3.1.2.12 LogicalServiceEnumProc － 論理サービス名列挙用コールバック関数 
 

概要 

ArmEnumLogicalService関数で列挙される論理サービス名を受け取るための、アプリケーション定義のコー

ルバック関数です。 

 

形式 

BOOL CALLBACK LogicalServiceEnumProc ( 

LPCTSTR  lpszLogicalServiceName, 
LPCTSTR  lpszGroupName, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszLogicalServiceName 論理サービス名を示すNULLで終わる文字列へのポインタです。 

 

[i] lpszGroupName 論理サービス名が所属するフェイルオーバグループのグループ名を示す

NULLで終わる文字列へのポインタです。 

 

[i] lParam ArmEnumLogicalService関数で指定されたアプリケーション定義の値です。 

 

戻り値 

TRUE 列挙を継続する場合に返却します。 

FALSE 列挙を中止する場合に返却します。 

 

説明 

LogicalServiceEnumProc関数は、 ArmEnumLogicalServcie関数の実行結果として、クラスタ内で定義され

ている論理サービス名を受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。論理サービス

名の列挙が完了するか、または本関数でFALSEを返却するまで、論理サービス名が本関数に順次受け渡され

ます。アプリケーションは、ArmEnumLogicalService関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなり

ません。 

 

本関数に渡されるlpszLogicalServiceName, lpszGroupNameの指す文字列の内容は、本関数からリターンす

るまでの間でのみ有効です。文字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列を別の記憶

領域へコピーしてください。 

 

本関数の関数名“LogicalServiceEnumProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

3.1.2.11 ArmEnumLogicalService － 論理サービス名の列挙 
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3.1.3 クラスタ状態の取得/監視 
 

クラスタシステムの動作状態の取得、クラスタイベントの監視を行なうAPIを提供します。 

 

* ArmGetServerStatus － サーバの動作状態を取得します。 

* ArmGetGroupStatus － フェイルオーバグループの動作状態を取得します。 

* ArmGetResourceStatus － リソースの動作状態を取得します。 

* ArmStartEventWatch － クラスタイベントの監視を開始します。 

* ArmCancelEventWatch － クラスタイベントの監視を中止します。 

* ArmGetEventInfo － クラスタイベント情報を取得します。 
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3.1.3.1 ArmGetServerStatus － サーバ動作状態の取得 
 

概要 

指定したサーバの現在の動作状態を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmGetServerStatus ( 

LPCTSTR  lpszServerName, 
LPDWORD  lpdwStatus 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszServerName 動作状態の取得対象とするサーバのコンピュータ名を指定する、NULLで終わる

文字列へのポインタです。ローカルサーバを指定する場合には、定数

ARM_LOCAL_SERVERを指定することができます。 

 

[o] lpdwStatus 指定したサーバの動作状態を受け取る変数へのポインタです。 

以下のサーバ動作状態が返却されます。 

ARM_STATUS_SINGLE_SERVER クラスタに未登録のシングルサーバ

として動作しています。 
 

ARM_STATUS_CLUSTER クラスタとして正常に動作していま

す。 
 

ARM_STATUS_OFF_CLUSTER クラスタには登録されているが、クラ

スタから切り離されて動作していま

す。（ダウン後再起動状態） 
 

ARM_STATUS_STOPPED 停止状態です。 
 

ARM_STATUS_DOWN ダウン状態です。 
 

ARM_STATUS_RECOVERING failover処理中です。 
 

上記の状態に次の状態が組み合わされます。 

ARM_STATUS_BACKUP 他サーバからfailoverしてきたリ

ソースがあります。 
 

ARM_STATUS_FAIL 他サーバへfailoverしたリソースが

あります。 
 

ARM_STATUS_MISS failover処理の失敗したリソースが

あります。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR _INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_OFF_CLUSTER ローカルサーバがクラスタとして動作してい

ません。 
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ARMERR_SERVER_NOT_FOUND 指定したサーバが存在しません。 

 

説明 

本関数は、ローカルサーバが所属するクラスタを構成している、lpdwStatusで指定されたサーバの動作状

態を取得し、lpArmServerStatusの指す変数に格納します。 

 

ローカルサーバがクラスタとして動作していない場合、他サーバの動作状態を取得することはできません。

ダウン後再起動状態等でローカルサーバがクラスタから一時的に切り離されている場合、本関数はFALSE

を返却します。このとき拡張エラー情報でARMERR_OFF_CLUSTERが返却されます。 
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3.1.3.2 ArmGetGroupStatus － フェイルオーバグループ動作状態の取得 
 

概要 

指定したフェイルオーバグループの現在の動作状態を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmGetGroupStatus ( 

LPCTSTR  lpszGroupName, 
LPARM_GROUP_STATUS  lpArmGroupStatus, 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszGroupName 動作状態の取得対象とするフェイルオーバグループのグループ名を指定する、

NULLで終わる文字列へのポインタです。 

 

[o] lpArmGroupStatus 指 定 し た フ ェ イ ル オ ー バ グ ル ー プ の 動 作 状 態 を 受 け 取 る

ARM_GROUP_STATUS構造体へのポインタです。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR _INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBER ローカルサーバがクラスタメンバではありま

せん。 
 

ARMERR_OFF_CLUSTER ローカルサーバがクラスタとして動作してい

ません。 
 

ARMERR_GROUP_NOT_FOUND 指定したフェイルオーバグループが存在しま

せん。 
 

説明 

本関数は、ローカルサーバが所属するクラスタ内で定義されている、lpszGroupNameで指定されたフェイル

オーバグループの動作状態を取得し、lpArmGroupStatusで指定されたバッファに格納します。 

 

ローカルサーバがクラスタとして動作していない場合、フェイルオーバグループの動作状態を取得するこ

とはできません。 

* ローカルサーバがクラスタに登録されていない場合、本関数はFALSEを返却します。このとき拡張エ

ラー情報でARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBERが返却されます。 
* ダウン後再起動状態等でローカルサーバがクラスタから一時的に切り離されている場合、本関数は

FALSEを返却します。このとき拡張エラー情報でARMERR_OFF_CLUSTERが返却されます。 
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参照 

3.2.4 ARM_GROUP_STATUS － フェイルオーバグループ動作状態 
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3.1.3.3 ArmGetResourceStatus － リソース動作状態の取得 
 

概要 

指定したリソースの現在の動作状態を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmGetResourceStatus ( 

LPCTSTR  lpszResourceName, 
LPARM_RESOURCE_STATUS  lpArmResourceStatus, 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszResourceName 動作状態の取得対象とするリソースの識別子を指定する、NULLで終わる文字

列へのポインタです。 

 

[o] lpArmResourceStatus 指定したリソースの動作状態を受け取るARM_RESOURCE_STATUS構造体

へのポインタです。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR _INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBER ローカルサーバがクラスタメンバではありま

せん。 
 

ARMERR_OFF_CLUSTER ローカルサーバがクラスタとして動作してい

ません。 
 

ARMERR_RESOURCE_NOT_FOUND 指定したリソースが存在しません。 
 

説明 

本関数は、ローカルサーバが所属するクラスタ内で定義されている、lpszResourceNameで指定されたリソー

スの動作状態を取得し、lpArmResourceStatusで指定されたバッファに格納します。 

 

ローカルサーバがクラスタとして動作していない場合、リソースの動作状態を取得することはできません。 

* ローカルサーバがクラスタに登録されていない場合、本関数はFALSEを返却します。このとき拡張エ

ラー情報でARMERR_NOT_CLUSTER_MEMBERが返却されます。 
* ダウン後再起動状態等でローカルサーバがクラスタから一時的に切り離されている場合、本関数は

FALSEを返却します。このとき拡張エラー情報でARMERR_OFF_CLUSTERが返却されます。 
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参照 

3.2.5 ARM_RESOURCE_STATUS － リソース動作状態 
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3.1.3.4 ArmStartEventWatch － クラスタイベント監視の開始 
 

概要 

CLUSTERPROモニタから通知されるクラスタイベントの監視を開始します。 

 

形式 

BOOL ArmServerEventWatch ( 

DWORD  dwArmApiHandle, 
HANDLE  hEvent 

) 

 

パラメータ 

[i] dwArmApiHandle ArmInitializeApiで返却されたCLUSTERPRO APIハンドルを指定します。 

 

[i] hEvent イベントオブジェクトハンドルを指定します。このイベントオブジェクトは、

CLUSTERPROモニタからクラスタイベントが通知されたときにシグナル状態に設

定されます。アプリケーションは、Win32 APIのWait For Single Object()等を用

いてこのイベントオブジェクトの状態をチェックすることにより、クラスタイ

ベント通知を監視することができます。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR _INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_INVALID_HANDLE 指定されたCLUSTERPRO APIハンドルが不正です。 
 

ARMERR _ALREADY_REGISTERED 指定したイベントオブジェクトは既に登録さ

れています。 

 

説明 

本関数は、イベントオブジェクトを登録し、CLUSTERPROモニタからのクラスタイベント通知の監視を開始

します。本関数で登録されたイベントオブジェクトは、クラスタイベント通知を受信したときにシグナル

状態に設定されます。アプリケーションは、Win32 APIのWaitForSingleObject()等を用いてこのイベント

オブジェクトの状態をチェックすることにより、クラスタイベント通知を監視することができます。 

 

本関数により登録したイベントオブジェクトがシグナル状態に設定された場合には、ArmGetEventInfo関数

を実行して、クラスタイベント情報を引き取ってください。クラスタイベント情報を引き取らないままに

しておくと、以後に発生する別のクラスタイベント通知を受信できなくなります。 



51 

 

 

イベントオブジェクトは、ArmGetEventInfo関数を実行することにより、自動的に非シグナル状態に設定さ

れます。 

 

クラスタイベントの監視が不要になった場合には、ArmCancelEventWatch関数を実行して、クラスタイベン

ト監視を中止してください。  

 

本関数は、同一プロセス内で別のイベントオブジェクトを指定して複数回実行することが可能です。 

 

ArmTerminateApiを実行してCLUSTERPRO APIの終了処理を行なうと、そのCLUSTERPRO APIハンドルに関連す

るクラスタイベント監視はすべてキャンセルされます。 

 

参照 

3.1.3.5 ArmCancelEventWatch － クラスタイベント監視の中止 

3.1.3.6 ArmGetEventInfo － クラスタイベント情報の取得 
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3.1.3.5 ArmCancelEventWatch － クラスタイベント監視の中止 
 

概要 

ArmStartEventWatch関数により開始したクラスタイベント通知の監視を中止します。 

 

形式 

BOOL ArmCancelEventWatch ( 

HANDLE  hEvent 
) 

 

パラメータ 

[i] hEvent ArmStartEventWatch関数で登録したイベントオブジェクトのハンドルを指定し

ます。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR _INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR _NOT_REGISTERED 指定したイベントオブジェクトは登録されて

いません。 

 

説明 

本関数は、ArmStartEventWatch関数により開始したクラスタイベント通知の監視を中止し、イベントオブ

ジェクトの登録を取り消します。本関数の実行後は、クラスタイベント通知の受信による指定イベントオ

ブジェクトの状態の設定は行われません。また、本関数を実行すると、指定イベントオブジェクトに対す

る未取得のクラスタイベント情報は廃棄されます。 

 

本関数は、指定したイベントオブジェクトによるクラスタイベント監視のみを中止します。複数のイベン

トオブジェクトを用いて、ArmStartEventWatch関数を複数回実行していた場合、他のイベントオブジェク

トによるクラスタイベントの監視は継続します。すべての監視を中止する場合には、それぞれのイベント

オブジェクトを指定して、本関数を必要な回数だけ実行してください。 

 

参照 

3.1.3.4 ArmStartEventWatch － クラスタイベント監視の開始 
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3.1.3.6 ArmGetEventInfo － クラスタイベント情報の取得 
 

概要 

クラスタイベント情報を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmGetEventInfo ( 

HANDLE  hEvent, 
LPARM_EVENT_INFO  lpArmEventInfo, 
LPDWORD  lpcbArmEventInfo, 
LPBOOL  lpfRemain 

) 

 

パラメータ 

[i] hEvent ArmStartEventWatch関数により登録した、クラスタイベント監視用イベントオ

ブジェクトのハンドルを指定します。 

 

[o] lpArmEventInfo クラスタイベント情報を受け取る、ARM_EVENT_INFO構造体へのポインタで

す。 

 

[io]lpcbArmEventInfo  lpArmEventInfoで指定されたバッファのサイズを指定する変数へのポインタです。

関数のリターン時には、バッファに格納されたデータのバイト数がセットされ

ます。 

指定バッファサイズが小さすぎた場合には、必要なバイト数がセットされ、拡張エ

ラー情報でARMERR_BUFFER_TOO_SMALLが返却されます。 

 

[o] lpfRemain まだ取得されていない他のクラスタイベント情報が残っているか否かを受け取

る変数へのポインタです。以下の値がセットされます。 

TRUE 取得されていないクラスタイベント情報が残っている 

FALSE 取得されていないクラスタイベント情報はない 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR _NOT_REGISTERED 指定したイベントオブジェクトは登録されて

いません。 
 

ARMERR_BUFFER_TOO_SMALL データ返却用バッファが小さすぎます。 
 

ARMERR_NOT_FOUND 取得できるクラスタイベント情報がありませ

ん。 

 

説明 

本関数は、ArmStartEventWatch関数により登録されたイベントオブジェクトがシグナル状態に設定された

時に、クラスタイベント情報を取得するために使用されます。 
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本関数は、クラスタイベント情報を１つずつ取得します。本関数実行時に、２つ以上のクラスタイベント

情報が存在する場合には、他のクラスタイベント情報が残っていることを示すために、パラメータ

lpfRemainにTRUEがセットされます。lpfRemainでTRUEが返却された場合には、FALSEになるまで、繰り

返し本関数を実行してください。クラスタイベント情報を取得せずに残したままにしておくと、クラスタ

イベントキューがオーバフローする場合があります。 
 
本関数を実行すると、イベントオブジェクトは自動的に非シグナル状態に設定されます。 

 

参照 

3.1.3.4 ArmStartEventWatch － クラスタイベント監視の開始 

3.2.6 ARM_EVENT_INFO － クラスタイベント情報 
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3.1.4 レジストリの操作 
 

クラスタ内で同期のとれたレジストリの操作を行うためのAPIを提供します。 

レジストリ操作APIのインタフェースは、Ver3.0から変更ありません。 

 

* ArmRegOpenKey － レジストリキーをオープンします。 （4.1.4.1参照） 

* ArmRegCreateKey － レジストリキー作成/オープンします。 （4.1.4.2参照） 

* ArmRegDeleteKey － レジストリキーを削除します。 （4.1.4.3参照） 

* ArmRegFlushKey － オープン中のキーをレジストリに書き込みます。 （4.1.4.4参照） 

* ArmRegCloseKey － レジストリキーをクローズします。 （4.1.4.5参照） 

* ArmRegSetValue － レジストリキーに値を設定します。 （4.1.4.6参照） 

* ArmRegDeleteValue － レジストリキーに設定されている値を削除します。 （4.1.4.7参照） 

 

※ レジストリキー/値の列挙や値の問い合わせ等にはWin32 APIを使用してください。 

ただし、ArmRegOpenKey関数およびArmRegCreateKey関数で返却されたオープンキーハンドルをWin32 

APIで使用することはできません。別途Win32 APIを使用してオープンキーハンドルを取得してくださ

い。 

 

※ 上記APIによるレジストリの更新内容は、クラスタ内の他のサーバへ即時反映されます。ただし、更新

内容が反映されるのは、クラスタ内の全サーバがクラスタ動作している場合のみです。クラスタ内に

クラスタ動作していないサーバが１台でも存在した場合には、レジストリ更新操作は失敗します。 

 

※ レジストリ同期の方法として、上記APIを使用する他に、同期させるレジストリキーをフェイルオーバ

グループに登録する方法があります。この方法では、登録されたレジストリキー配下に対するWin32API

を使用したレジストリの更新が、フェイルオーバのタイミングでフェイルオーバ先へ反映されます。 
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3.2 構造体 
 

* ARM_SERVER_INFO － サーバ定義情報 

* ARM_GROUP_INFO － フェイルオーバグループ定義情報 

* ARM_RESOURCE_INFO － リソース定義情報 

* ARM_GROUP_STATUS － フェイルオーバグループ動作状態 

* ARM_RESOURCE_STATUS － リソース動作状態 

* ARM_EVENT_INFO － クラスタイベント情報 
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3.2.1 ARM_SERVER_INFO － サーバ定義情報 
 

概要 

ARM_SERVER_INFO構造体は、サーバ定義情報を格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_SERVER_INFO { 

TCHAR szOSVersion [MAX_VER_LEN]; 

TCHAR szARMVersion [MAX_VER_LEN]; 

TCHAR szHomeDir [MAX_PATH_LEN]; 

} ARM_SERVER_INFO, *LPARM_SERVER_INFO; 

 

メンバ 

szOSVersion OS名およびバージョンを表すNULLで終わる文字列です。 
 

szARMVersion CLUSTERPROのバージョンを表すNULLで終わる文字列です。 
 

szHomeDir CLUSTERPROのインストールディレクトリのパスを表すNULLで終わる文字列で

す。 
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3.2.2 ARM_GROUP_INFO － フェイルオーバグループ定義情報 
 

概要 

ARM_GROUP_INFO構造体は、フェイルオーバグループ定義情報を格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_GROUP_INFO { 

DWORD nServer; 

LPTSTR *ServerList; 

DWORD nRegistry: 

LPTSTR *RegistryList; 

BYTE bData [0]; 

} ARM_GROUP_INFO, *LPARM_GROUP_INFO; 

 

メンバ 

nServer フェイルオーバグループが移動可能なサーバ数です。 
 

ServerList フェイルオーバグループが移動可能なサーバのリスト（サーバ名を表す文字

列へのポインタ配列）です。サーバ名は、フェイルオーバプライオリティの

高い順に並べられています。最初（ServerList[0]）のサーバはプライマリサー

バとなります。 
 

nRegistry フェイルオーバ時に更新内容を同期させるレジストリキーの個数です。 
 

RegistryList フェイルオーバ時に更新内容を同期させるレジストリキーのリスト（レジス

トリキーを表す文字列へのポインタ配列）です。 
 

bData サーバリスト、レジストリキーリストの実データを格納するための領域です。 
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3.2.3 ARM_RESOURCE_INFO － リソース定義情報 
 

概要 

ARM_RESOURCE_INFO構造体は、リソース定義情報を格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_RESOURCE_INFO { 

DWORD dwType; 

TCHAR szGroupName [MAX_GROUPNAME_LEN]; 

union { 

ARM_RESOURCE_INFO_DISK Disk; 

ARM_RESOURCE_INFO_VIP VIP; 

ARM_RESOURCE_INFO_VCOM VCom; 

ARM_RESOURCE_INFO_PRINTER Printer; 

ARM_RESOURCE_INFO_LSW LSW; 

ARM_RESOURCE_INFO_NDR NDR;  

ARM_RESOURCE_INFO_HF HF; 

ARM_RESOURCE_INFO_VXDISK VXDisk; 

} Parameter; 

} ARM_RESOURCE_INFO, *LPARM_RESOURCE_INFO; 

 

メンバ 

dwType リソースタイプです。 

ARM_RESTYPE_SWDISK 切替ディスク 
ARM_RESTYPE_VIP 仮想IPアドレス 

ARM_RESTYPE_VCOM 仮想コンピュータ名 

ARM_RESTYPE_PRINTER プリンタ 

ARM_RESTYPE_LSW 回線切替装置 

ARM_RESTYPE_NDR 切替ミラーディスク 
ARM_RESTYPE_HF クラスタIP（負荷分散IP） 
ARM_RESTYPE_VXDISK VolumeManagerディスクグループ 

 
szGroupName リソースが所属するフェイルオーバグループのグループ名を表すNULLで終わ

る文字列です。 
 

Parameter リソースタイプ別の固有パラメータを格納する共用体です。 

－ Disk － 切替ディスク固有パラメータ 

－ VIP － 仮想IPアドレス固有パラメータ 

－ VCom － 仮想コンピュータ名固有パラメータ 

－ Printer － プリンタ固有パラメータ 

－ LSW － 回線切替装置固有パラメータ 

－ NDR － 切替ミラーディスク固有パラメータ 

※ 開発キット4.1以降でサポートされています。 

－ HF － クラスタIP固有パラメータ 

※ 開発キット5.0/5.1でサポートされています。 

－ VXDisk － VolumeManagerディスクグループ固有パラメータ 

※ 開発キット5.1以降でサポートされています。 
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3.2.3.1 ARM_RESOURCE_INFO_DISK － 切替ディスク固有パラメータ 
 

概要 

ARM_RESOURCE_INFO_DISK構造体は、切替ディスク固有のパラメータを格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_RESOURCE_INFO_DISK { 

TCHAR szLetter [MAX_LETTER_LEN]; 

} ARM_RESOURCE_INFO_DISK, *LPARM_RESOURCE_INFO_DISK; 
 

メンバ 

szLetter 切替ディスクパーティションに割り当てられたドライブ文字を表す文字列

（“A:”～“Z:”）です。 
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3.2.3.2 ARM_RESOURCE_INFO_VIP － 仮想 IP アドレス固有パラメータ 
 

概要 

ARM_RESOURCE_INFO_VIP構造体は、仮想IPアドレス固有のパラメータを格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_RESOURCE_INFO_VIP { 

DWORD dwAddress; 

} ARM_RESOURCE_INFO_VIP, *LPARM_RESOURCE_INFO_VIP; 
 

メンバ 

dwAddress 仮想IPアドレス（ネットワークバイトオーダ）です。 
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3.2.3.3 ARM_RESOURCE_INFO_VCOM － 仮想コンピュータ名固有パラメータ 
 

概要 

ARM_RESOURCE_INFO_VCOM構造体は、仮想コンピュータ名固有のパラメータを格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_RESOURCE_INFO_VCOM { 

TCHAR szCompName [MAX_VCOMNAME_LEN]; 

} ARM_RESOURCE_INFO_VCOM, *LPARM_RESOURCE_INFO_VCOM; 

 

メンバ 

szCompName 仮想コンピュータ名を表すNULLで終わる文字列です。 
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3.2.3.4 ARM_RESOURCE_INFO_PRINTER － プリンタ固有パラメータ 
 

概要 

ARM_RESOURCE_INFO_PRINTER構造体は、プリンタ固有のパラメータを格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_RESOURCE_INFO_PRINTER { 

TCHAR szPrinterName [MAX_PRNNAME_LEN]; 

TCHAR szPortName [MAX_PRNPORT_LEN]; 

TCHAR szShareName [MAX_PRNSHARE_LEN]; 

TCHAR szSpoolDirectory [MAX_SPOOLPATH_LEN]; 

} ARM_RESOURCE_INFO_PRINTER, *LPARM_RESOURCE_INFO_PRINTER; 

 

メンバ 

szPrinterName  プリンタ名を表すNULLで終わる文字列です。 
 

szPortName  プリンタが接続されているポート名を表すNULLで終わる文字列です。 
 

szShareName  プリンタのシェア名を表すNULLで終わる文字列です。 
 

szSpoolDirectory  スプールディレクトリのパス名を表すNULLで終わる文字列です。 
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3.2.3.5 ARM_RESOURCE_INFO_LSW － 回線切替装置固有パラメータ 
 

概要 

ARM_RESOURCE_INFO_LSW構造体は、回線切替装置固有のパラメータを格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_RESOURCE_INFO_LSW { 

TCHAR szDeviceName [MAX_LSWDEVICE_LEN]; 

TCHAR szPortName [MAX_LSWPORT_LEN]; 

DWORD dwUnitNo; 

DWORD dwLineNo; 

} ARM_RESOURCE_INFO_LSW, *LPARM_RESOURCE_INFO_LSW; 

 

メンバ 

szDeviceName 回線切替装置の識別名を表すNULLで終わる文字列です。 
 

szPortName  回線切替装置が接続されているシリアルポート名を表すNULLで終わる文字列

（“COM1”, “COM2”）です。 
 

dwUnitNo ユニット番号（0～15）です。 
 

dwLineNo ライン番号（1～4）です。 
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3.2.3.6 ARM_RESOURCE_INFO_NDR－ 切替ミラーディスク固有パラメータ 
 

概要 

ARM_RESOURCE_INFO_NDR 構造体は、切替ミラーディスク固有のパラメータを格納します。 

※ 開発キット 4.1 以降でサポートされています。 

 

形式 

typedef struct _ARM_RESOURCE_INFO_NDR { 

TCHAR szName [MAX_NDRNAME_LEN]; 

BYTE bDrive [MAX_DRV_NUM]; 

} ARM_RESOURCE_INFO_NDR, *LPARM_RESOURCE_INFO_NDR; 

 

メンバ 

szName 切替ミラーディスクに付けられた一意名を表す NULL で終わる文字列です。 
 
bDrive 切替ミラーディスクに割り当てられたドライブ番号を示す配列です。bDrive[0]

～bDrive[25]がドライブA～ドライブZを表し、この切替ディスクに割り当てら

れているドライブに対しては1、それ以外のドライブに対しては0がセットされ

ます。 
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3.2.3.7 ARM_RESOURCE_INFO_HF－ クラスタ IP 固有パラメータ 
 

概要 

ARM_RESOURCE_INFO_HF 構造体は、クラスタ IP（負荷分散 IP）固有のパラメータを格納します。 

※ 開発キット5.0/5.1でサポートされています。 

 

形式 

typedef struct _ARM_RESOURCE_INFO_HF { 

DWORD dwIPAddress; 

DWORD dwReserved1; 

DWORD dwReserved2; 

} ARM_RESOURCE_INFO_HF, *LPARM_RESOURCE_INFO_HF; 
 

メンバ 

dwIPAddress  クラスタ IP アドレス（ネットワークバイトオーダ）です。 

dwReserved1  未使用。将来の拡張のために予約しています。 

dwReserved2  未使用。将来の拡張のために予約しています。 
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3.2.3.8 ARM_RESOURCE_INFO_VXDISK－ VolumeManager ディスクグループ固有パラメータ 
 

概要 

ARM_RESOURCE_INFO_VXDISK 構造体は、VolumeManager ディスクグループ固有のパラメータを格納し

ます。 

※ 開発キット 5.1 以降でサポートされています。 

 

形式 

typedef struct _ARM_RESOURCE_INFO_VXDISK { 

TCHAR szName [MAX_VXDISKNAME_LEN]; 

BYTE bDrive [MAX_DRV_NUM]; 

} ARM_RESOURCE_INFO_VXDISK, *LPARM_RESOURCE_INFO_VXDISK; 
 

メンバ 

szName VolumeManager ディスクグループに付けられた一意名を表す NULL で終わる文字

列です。 
 
bDrive VolumeManagerディスクグループに含まれるドライブ番号を示す配列です。

bDrive[0]～bDrive[25]がドライブA～ドライブZを表し、この切替ディスクに割

り当てられているドライブに対しては1、それ以外のドライブに対しては0が

セットされます。 
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3.2.4 ARM_GROUP_STATUS － フェイルオーバグループ動作状態 
 

概要 

ARM_GROUP_STATUS構造体は、フェイルオーバグループの動作状態を格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_GROUP_STAUTS { 

DWORD dwStatus; 

TCHAR szCurrentServer [MAX_SERVERNAME_LEN]; 

} ARM_GROUP_STATUS, *LPARM_GROUP_STATUS; 
 

メンバ 

dwStatus フェイルオーバグループの動作状態です。以下の値の組み合せになります。 
 

ARM_GROUP_STATUS_ONLINE 
－ 活性状態です。リソースの接続はすべて成功しています。 

 
ARM_GROUP_STATUS_ONLINE_FAIL 

－ 活性状態ですが、接続に失敗したリソースがあります。 
 

ARM_GROUP_STATUS_OFFLINE 
－ 非活性状態です。 

 
ARM_GROUP_STATUS_INPROGRESS 

－ リカバリ処理中です。 
 

szCurrentServer カレントサーバのサーバ名を表すNULLで終わる文字列です。 
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3.2.5 ARM_RESOURCE_STATUS － リソース動作状態 
 

概要 

ARM_RESOURCE_STATUS構造体は、リソースの動作状態を格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_RESOURCE_STATUS { 

DWORD dwStatus; 

TCHAR szCurrentServer [MAX_SERVERNAME_LEN]; 

} ARM_RESOURCE_STATUS, *LPARM_RESOURCE_STATUS ; 
 

メンバ 

dwStatus リソースの動作状態です。 
 

ARM_RESOURCE_STATUS_ONLINE 
－ 活性状態。 

 
ARM_RESOURCE_STATUS_OFFLINE 

－ 非活性状態。 
 

szCurrentServer カレントサーバのサーバ名を表すNULLで終わる文字列です。 
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3.2.6 ARM_EVENT_INFO － クラスタイベント情報 
 

概要 

ARM_EVENT_INFO構造体は、クラスタイベント情報を格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_EVENT_INFO { 

DWORD dwEvent; 

DWORD dwEventId; 

TCHAR szSourceName [MAX_EVENTSRCNAME_LEN]; 

TCHAR szSrcServer[MAX_SERVERNAME_LEN]; 

TCHAR szDstServer[MAX_SERVERNAME_LEN]; 

} ARM_EVENT_INFO, *LPARM_EVENT_INFO; 

 

メンバ 

dwEvent イベントコードです。 
 

dwEventId イベントの発生順に付加される番号です。 
 

szSourceName イベントの発生元を表すNULLで終わる文字列です。イベントコードの種類に

応じて、サーバ/フェイルオーバグループ/リソースの名前が格納されます。 
 

szSrcServer 移動元サーバ名を表すNULLで終わる文字列です。このメンバは、イベントコー

ドの種類により使用されない場合があります。 
 

szDstServer 移動先サーバ名を表すNULLで終わる文字列です。このメンバは、イベントコー

ドの種類により使用されない場合があります。 

 

イベントコードdwEventにセットされるクラスタイベントは、以下のとおりです。 

 

ARM_EVENT_SHUTDOWN サーバがシャットダウンしました。 
 

ARM_EVENT_DOWN サーバ異常が発生しました。 
 

ARM_EVENT_RETURN_TO_CLUSTER サーバがクラスタへ復帰しました。 
 

ARM_EVENT_FAILOVER _START フェイルオーバ処理を開始しました。 
 

ARM_EVENT_FAILOVER_END フェイルオーバ処理が完了しました。 
 

ARM_EVENT_GROUP_START フェイルオーバグループを起動しました。 
 

ARM_EVENT_GROUP_STOP フェイルオーバグループを停止しました。 
 

ARM_EVENT_GROUP_FAILOVER_START フェイルオーバグループのフェイルオーバ処理を開

始しました。 
 

ARM_EVENT_GROUP_FAILOVER_END フェイルオーバグループのフェイルオーバ処理が完

了しました。 
 

ARM_EVENT_GROUP_FAILOVER_FAILURE フェイルオーバグループのフェイルオーバ処理が失

敗しました。 
 

ARM_EVENT_GROUP_MOVE_START フェイルオーバグループの移動を開始しました。 
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ARM_EVENT_GROUP_MOVE_END フェイルオーバグループの移動が完了しました。 
 

ARM_EVENT_GROUP_MOVE_FAILURE フェイルオーバグループの移動が失敗しました。 
 

ARM_EVENT_LSW_SWITCHED 回線切替装置で、回線の切り替えが発生しました。 
 

イベントコードによりメンバszSourceName, szSrcServer, szDstServerに格納される情報は、以下のよう

になります。 

 

イベントコード szSourceName szSrcServer szDstServer 

ARM_EVENT_SHUTDOWN 
シャットダウンした

サーバ 
－ － 

ARM_EVENT_DOWN ダウンしたサーバ － － 

ARM_EVENT_RETURN_TO_CLUSTER 復帰したサーバ － － 

ARM_EVENT_FAILOVER _START 
ARM_EVENT_FAILOVER_END 

フェイルオーバ先 

サーバ 
－ － 

ARM_EVENT_GROUP_START 
ARM_EVENT_GROUP_STOP 

フェイルオーバ 

グループ 
カレントサーバ － 

ARM_EVENT_GROUP_FAILOVER_START 
ARM_EVENT_GROUP_FAILOVER_END 

ARM_EVENT_GROUP_FAILOVER_FAILURE 

フェイルオーバ 

グループ 

フェイルオーバ元 

サーバ 

フェイルオーバ先 

サーバ 

ARM_EVENT_GROUP_MOVE_START 
ARM_EVENT_GROUP_MOVE_END 

ARM_EVENT_GROUP_MOVE_FAILURE 

フェイルオーバ 

グループ 
移動元サーバ 移動先サーバ 

ARM_EVENT_LSW_SWITCHED 回線リソース － － 
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3.3 クラスタイベント 
 

クラスタ状態遷移時に発生するクラスタイベントは、以下のようになります。 

 

クラスタ起動 (1) ARM_EVENT_RETURN_TO_CLUSTER*1  
(2) ARM_EVENT_GROUP_STOP［×フェイルオーバグループ数］ 

  

単体サーバ起動 (1) ARM_EVENT_RETURN_TO_CLUSTER*1 

  

クラスタシャットダウン (1) ARM_EVENT_SHUTDOWN 
(2) ARM_EVENT_GROUP_STOP［×フェイルオーバグループ数］ 

  

サーバシャットダウン (1) ARM_EVENT_SHUTDOWN 
  

サーバダウン (1) ARM_EVENT_DOWN 
(2) ARM_EVENT_FAILOVER_START 
(3) ARM_EVENT_GROUP_FAILOVER_START / END 

 ［×フェイルオーバグループ数］ 

(4) ARM_EVENT_FAILOVER_END 
 

グループフェイルオーバ (1) ARM_EVENT_GROUP_FAILOVER_START 
(2) ARM_EVENT_GROUP_FAILOVER_END 

 

メンテナンスモード設定 (1) ARM_EVENT_DOWN 
(2) ARM_EVENT_FAILOVER_START 
(3) ARM_EVENT_GROUP_FAILOVER_START / END 

 ［×フェイルオーバグループ数］ 

(4) ARM_EVENT_FAILOVER_END 
 

クラスタ復帰（手動） (1) ARM_EVENT_RETURN_TO_CLUSTER 
 

グループ開始（手動） (1) ARM_EVENT_GROUP_START 
 

グループ停止（手動） (1) ARM_EVENT_GROUP_STOP 
 

グループ移動（手動） (1) ARM_EVENT_GROUP_MOVE_START 
(2) ARM_EVENT_GROUP_MOVE_END 
(3) ARM_EVENT_GROUP_MOVE_FAILURE 

 

回線移動（手動） (1) ARM_EVENT_LSW_SWITCHED 
 

                              
*1 自動復帰モードONの場合のみ発生するイベントです。 
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4 サーバAPI詳細 ― Ver3.0互換 ― 
 

CLUSTERPRO Ver3.0用アプリケーションをCLUSTERPRO Ver6.0上で動作可能とするためのVer3.0互換APIを提供

します。 

ただし、Ver3.0互換APIは、Ver 3.0互換運用時にのみ使用可能とします。Ver3.0互換運用時以外でのVer3.0

互換APIの動作は保証しません。 

 



74 

4.1 関数 
 

API初期化／終了処理 

* ArmInitializeApi － CLUSTERPRO APIの初期化処理を行います。 

* ArmTerminateApi － CLUSTERPRO APIの終了処理を行います。 

 

クラスタシステム情報の取得 

* ArmGetClusterName － ローカルサーバが所属するクラスタのクラスタ名を取得しま

す。 

* ArmEnumServer － クラスタに所属するサーバを列挙します。 

* EnumServerProc － サーバ列挙用コールバック関数。 

* ArmGetServerInfo － クラスタに所属する指定サーバのサーバ定義情報を取得しま

す。 

* ArmEnumResource － クラスタ内で定義されているリソースを列挙します   （Ver 

2.x互換）。 

* ArmEnumResource2 － クラスタ内で定義されているリソースを列挙します   

（Ver3.0）。 

* EnumResourceProc － リソース列挙用コールバック関数。 

* ArmGetResourceInfo － クラスタ内で定義されている指定リソースのリソース定義情

報を取得します（Ver 2.x互換）。 

* ArmGetResourceInfo2 － クラスタ内で定義されている指定リソースのリソース定義情

報を取得します（Ver3.0）。 

* ArmEnumLogicalService － クラスタ内で定義されている論理サービス名を列挙します。 

* ArmGetLogicalServiceInfo － 論理サービス名の定義情報を取得します。 

* GetSrvInfoProc － 論理サービス名の定義情報取得用コールバック関数。 

 

クラスタ動作状態の取得／監視 

* ArmGetServerStatus － サーバの動作状態を取得します。 

* ArmWatchServer － サーバの動作状態を監視します（同期型）。 

* ArmStartWatchServer － サーバの動作状態を監視します（非同期型）。 

* ArmCancelWatchServer － 非同期サーバ監視を中止します。 

* WatchServerProc － 非同期サーバ監視用コールバック関数。 

* ArmRegisterWatchServerEvent － サーバ監視用イベントオブジェクトを登録します。 

* ArmCancelWatchServerEvent － サーバ監視用イベントオブジェクトの登録を取り消します。 

* ArmGetServerEvent － サーバ状態変更通知を取得します。 

* ArmCheckResourceOwner － ローカルサーバがリソースの所有権を持つか確認します。 

 

レジストリ操作 

* ArmRegOpenKey － レジストリキーをオープンします。 

* ArmRegCreateKey － レジストリキー作成/オープンします。 

* ArmRegDeleteKey － レジストリキーを削除します。 

* ArmRegFlushKey － オープン中のキーをレジストリに書き込みます。 

* ArmRegCloseKey － レジストリキーをクローズします。 

* ArmRegSetValue － レジストリキーに値を設定します。 

* ArmRegDeleteValue － レジストリキーに設定されている値を削除します。 
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4.1.1 API の初期化/終了 
 

CLUSTERPRO APIを使用するアプリケーションは、他のCLUSTERPRO API関数を使用する前に必ず

ArmInitializeApi関数を実行してCLUSTERPRO APIの初期化を行わなければなりません。また、

ArmInitializeApi関数を実行した場合には、アプリケーションを終了する前にArmTerminateApi関数を実行

して、CLUSTERPRO APIの終了処理を行わなければなりません。 

 

* ArmInitializeApi － CLUSTERPRO APIの初期化を行います。 

* ArmTerminateApi － CLUSTERPRO APIの終了処理を行います。 

 

CLUSTERPRO APIの初期化関数ArmInitializeApi()は、プロセス内で同時に複数実行することはできません。

CLUSTERPRO APIを使用する複数のモジュールが同一プロセスとして動作する場合には、いずれか１つのモ

ジュールで、１回だけArmInitializeApi()を実行してください。 

 

スタティックライブラARMAPIST.LIBをリンクしている場合は、ArmInitializeApi/ ArmTerminateApiの実行

時にCLUSTERPRO APIのDLLがロード/アンロードされます。スタティックライブラリを使用する場合は、

DllEntryPoint内でArmInitializeApi/ArmTerminateを実行しないでください。 
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4.1.1.1 ArmInitializeApi － CLUSTERPRO API の初期化 
 

概要 

CLUSTERPRO APIの初期化を行います。 

 

形式 

BOOL ArmInitializeApi (VOID) 
 

パラメータ 

なし 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 
FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_CANNOT_LOAD_DLL armapi.dllをロードできません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが

発生しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_CANNOT_ALLOCATE_RESOURCE OS資源のアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_CANNOT_CREATE_THREAD スレッドの作成に失敗しました。 
 

ARMERR_ALREADY_INITIALIZED CLUSTERPRO APIは既に初期化されています。 

 

説明 

本関数は、CLUSTERPRO APIの初期化を行います。CLUSTERPRO APIを使用するアプリケーションは、最初に

本関数を実行して、CLUSTERPRO APIを初期化しなければなりません。 

 

armapist.libをリンクして作成されたアプリケーションでは、CLUSTERPROがインストールされていない

（ armapi.dll を ロ ー ド で き な い ） 場 合 、 本 関 数 は FALSE を 返 却 し 、 拡 張 エ ラ ー 情 報 で

ARMERR_CANNOT_LOAD_DLLが返却されます。 

 

注意 

ArmInitializeApi関数は、プロセス内で同時に複数実行することはできません。 

  

参照 

4.1.1.2 ArmTerminateApi － CLUSTERPRO APIの終了 
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4.1.1.2 ArmTerminateApi － CLUSTERPRO API の終了 
 

概要 

CLUSTERPRO APIの終了処理を行います。 

 

形式 

BOOL ArmTerminateApi (VOID) 
 

パラメータ 

なし 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生し

ました。 

 

説明 

本関数は、CLUSTERPRO APIの終了処理を行います。 ArmInitializeApi関数を実行してCLUSTERPRO APIの初

期化を行なったアプリケーションは、アプリケーションを終了する前に本関数を実行してCLUSTERPRO API

の終了処理を行わなければなりません。 

 

本関数の実行後は、再度ArmInitializeApi関数を実行するまで、他のCLUSTERPRO API関数は使用できませ

ん。 

 

参照 

4.1.1.1 ArmInitializeApi － CLUSTERPRO APIの初期化 
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4.1.2 クラスタシステム定義情報の取得 
 

クラスタシステムに関する定義情報を取得するためのAPIを提供します。 

 

* ArmGetClusterName － ローカルサーバが所属するクラスタのクラスタ名を取得します。 

* ArmEnumServer － クラスタに所属するサーバを列挙します。 

* EnumServerProc － サーバ列挙用コールバック関数。 

* ArmGetServerInfo － クラスタに所属する指定サーバのサーバ定義情報を取得します。 

* ArmEnumResource － クラスタ内で定義されているリソースを列挙します(Ver 2.x互換)。 

* ArmEnumResource2 － クラスタ内で定義されているリソースを列挙します（Ver3.0）。 

* EnumResourceProc － リソース列挙用コールバック関数。 

* ArmGetResourceInfo － クラスタ内で定義されている指定リソースのリソース定義情報を取得し

ます（Ver 2.x互換）。 

* ArmGetResourceInfo2 － クラスタ内で定義されている指定リソースのリソース定義情報を取得し

ます（Ver3.0）。 

* ArmEnumLogicalService － クラスタ内で定義されている論理サービス名を列挙します。 

* ArmGetLogicalServiceInfo － 論理サービス名の定義情報を取得します。 

* GetSrvInfoProc － 論理サービス名の定義情報取得用コールバック関数。 
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4.1.2.1 ArmGetClusterName － クラスタ名の取得 
 

概要 

ローカルサーバが所属するクラスタの名前を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmGetClusterName ( 

LPTSTR  lpszClusterName, 
LPDWORD  lpcchClusterName 

) 

 

パラメータ 

[o] lpszClusterName クラスタ名（終端のNULL文字を含む）を受け取るバッファへのポインタです。 

 

[io] lpcchClusterName バッファlpszClusterNameのサイズを示す変数へのポインタです。 

関数のリターン時には、バッファに格納された文字数（終端のNULL文字を含

まない）がセットされます。また、指定バッファサイズが小さすぎた場合に

は、必要な文字数（終端のNULL文字を含む）がセットされ、拡張エラー情報

でARMERR_BUFFER_TOO_SMALLが返却されます。 

（※ クラスタ名の最大長はMAX_CLUSTERNAME_LENです） 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR_REGISTRY_ACCESS_FAILED レジストリのアクセスに失敗しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_BUFFER_TOO_SMALL データ返却用バッファが小さすぎます。 

 

説明 

本関数は、ローカルサーバが所属するクラスタの名前をレジストリから取得し、lpszClusterNameで指定さ

れたバッファに格納します。 
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4.1.2.2 ArmEnumServer － サーバの列挙 
 

概要 

クラスタに所属するサーバを列挙します。 

 

形式 

BOOL ArmEnumServer ( 

ENUMSERVERPROC  enumproc, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] enumproc クラスタに所属するサーバのコンピュータ名を受け取る、アプリケーション

定義のコールバック関数のアドレスです。 

（4.1.2.3 EnumServerProc関数参照） 

 

[i] lParam コールバック関数enumprocに渡される、アプリケーション定義の32ビット値

です。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発

生しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_REGISTRY_ACCESS_FAILED レジストリのアクセスに失敗しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却さ

れました。 

   

説明 

本関数は、ローカルサーバの所属するクラスタを構成しているサーバを列挙します。本関数は、アプリケー

ション定義のコールバック関数enumprocを順次呼び出し、各サーバのコンピュータ名を渡します。本関数

は、クラスタを構成しているサーバをすべて列挙するか、またはコールバック関数がFALSEを返却するまで、

列挙を続けます。 

 

参照 

4.1.2.3 EnumServerProc － サーバ列挙用コールバック関数  
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4.1.2.3 EnumServerProc － サーバ列挙用コールバック関数 
 

概要 

ArmEnumServer関数で列挙されるサーバのコンピュータ名を受け取るための、アプリケーション定義のコー

ルバック関数です。 

 

形式 

BOOL CALLBACK EnumServerProc ( 

LPCTSTR  lpszServerName, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszServerName クラスタに所属するサーバのコンピュータ名を示す、NULLで終わる文字列へ

のポインタです。 

 

[i] lParam ArmEnumServer関数で指定されたアプリケーション定義の値です。 

 

戻り値 

TRUE 列挙を継続する場合に返却します。 

FALSE 列挙を中止する場合に返却します。 

 

説明 

EnumServerProc関数は、 ArmEnumServer関数の実行結果として、クラスタを構成するサーバのコンピュー

タ名を受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。サーバの列挙が完了するか、ま

たは本関数でFALSEを返却するまで、サーバのコンピュータ名が本関数に順次受け渡されます。アプリケー

ションは、ArmEnumServer関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりません。 

 

本関数に渡されるlpszClusterName, lpszServerNameの指す文字列の内容は、本関数をリターンするまでの

間でのみ有効です。これらの文字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列の内容を別

の記憶領域へコピーしてください。 

 

本関数の関数名“EnumServerProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

4.1.2.2 ArmEnumServer － サーバの列挙 
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4.1.2.4 ArmGetServerInfo － サーバ定義情報の取得 
 

概要 

指定したサーバのサーバ定義情報を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmGetServerInfo ( 

LPCTSTR  lpszServerName, 
LPARM_SERVER_INFO  lpArmServerInfo 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszServerName サーバ定義情報の取得対象とするサーバのコンピュータ名を指定する、NULL

で終わる文字列へのポインタです。ローカルサーバを指定する場合には、定

数ARM_LOCAL_SERVERを指定することができます。 

 

[o] lpArmServerInfo サーバ定義情報を受け取るARM_SERVER_INFO構造体へのポインタです。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_REGISTRY_ACCESS_FAILED レジストリのアクセスに失敗しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_SERVER_NOT_FOUND 指定サーバが存在しません。 
 

説明 

本関数は、レジストリ上に設定されているサーバ定義情報を取得し、lpArmServerInfoで指定されたバッ

ファに格納します。サーバ定義情報の取得対象とするサーバlpszServerNameには、ローカルサーバおよび、

ローカルサーバの所属するクラスタ内の任意のサーバを指定することができます。 

 

参照 

4.2.1 ARM_SERVER_INFO － サーバ定義情報 
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4.1.2.5 ArmEnumResource － リソースの列挙（Ver 2.x 互換） 
 

概要 

クラスタ内で定義されているリソースを列挙します。 

 

形式  

BOOL ArmEnumResource ( 

DWORD  dwResourceType, 
ENUMRESOURCEPROC  enumproc, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] dwResourceType 列挙対象とするリソースタイプを指定します。 

ARM_RESTYPE_ALL 全リソースタイプ 

ARM_RESTYPE_SCRIPT スクリプト 

ARM_RESTYPE_DISK 共有ディスク 

ARM_RESTYPE_VLAN 仮想IPアドレス 

ARM_RESTYPE_PRINTER プリンタ 

ARM_RESTYPE_LSW 回線切替装置 

 

[i] enumproc リソース識別子を受け取る、アプリケーション定義のコールバック関数のア

ドレスです。 

（4.1.2.7 EnumResourceProc関数参照） 

 

[i] lParam コールバック関数enumprocに渡される、アプリケーション定義の32ビット値

です。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発

生しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_REGISTRY_ACCESS_FAILED レジストリのアクセスに失敗しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_RESOURCE_NOT_FOUND 定義されているリソースがありません。 
 

ARMERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却さ

れました。 
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説明 

本関数は、ローカルサーバが所属するクラスタ内で定義されているリソースを列挙します。本関数は、ア

プリケーション定義のコールバック関数enumprocを順次呼び出し、各リソースのリソース識別子を渡しま

す。本関数は、dwResourceTypeで指定されたリソースタイプのリソースをすべて列挙するか、またはコー

ルバック関数がFALSEを返却するまで、列挙を続けます。 

 

参照 

4.1.2.6 ArmEnumResource2 － リソースの列挙 (Ver3.0) 

4.1.2.7 EnumResourceProc － リソース列挙用コールバック関数 
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4.1.2.6 ArmEnumResource2 － リソースの列挙 (Ver3.0) 
 

概要 

クラスタ内で定義されているリソースを列挙します。 

 

形式  

BOOL ArmEnumResource2 ( 

DWORD  dwResourceType, 
ENUMRESOURCEPROC  enumproc, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] dwResourceType 列挙対象とするリソースタイプを指定します。 

ARM_RESTYPE_ALL 全リソースタイプ 

ARM_RESTYPE_SCRIPT スクリプト 

ARM_RESTYPE_VLAN 仮想IPアドレス 

ARM_RESTYPE_PRINTER プリンタ 

ARM_RESTYPE_LSW 回線切替装置 
ARM_RESTYPE_SWDISK 切替ディスクパーティション 

ARM_RESTYPE_SHDISK 共有ディスクパーティション 

ARM_RESTYPE_NPDISK CLUSTERPRO内部処理用共有ディスクパー

ティション 
 

[i] enumproc リソース識別子を受け取る、アプリケーション定義のコールバック関数のア

ドレスです。 

（4.1.2.7 EnumResourceProc関数参照） 

 

[i] lParam コールバック関数enumprocに渡される、アプリケーション定義の32ビット値

です。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発

生しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_REGISTRY_ACCESS_FAILED レジストリのアクセスに失敗しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_RESOURCE_NOT_FOUND 定義されているリソースがありません。 
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ARMERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却さ

れました。 

 

説明 

本関数は、ローカルサーバが所属するクラスタ内で定義されているリソースを列挙します。本関数は、ア

プリケーション定義のコールバック関数enumprocを順次呼び出し、各リソースのリソース識別子を渡しま

す。本関数は、dwResourceTypeで指定されたリソースタイプのリソースをすべて列挙するか、またはコー

ルバック関数がFALSEを返却するまで、列挙を続けます。 

 

本関数は、切替ディスクパーティションに対して、新しいリソースタイプARM_ RESTYPE_  SWDISKを返

却します。従来のリソース列挙関数ArmEnumResourceでは、切替ディスクパーティションに対して、リソー

スタイプARM_ RESTYPE_  DISKを返却します。 

 

参照 

4.1.2.5 ArmEnumResource － リソースの列挙（Ver 2.x 互換） 

4.1.2.7 EnumResourceProc － リソース列挙用コールバック関数 
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4.1.2.7 EnumResourceProc － リソース列挙用コールバック関数 
 

概要 

ArmEnumResource関数で列挙されるリソースのリソース識別子を受け取るための、アプリケーション定義の

コールバック関数です。 

 

形式 

BOOL CALLBACK EnumResourceProc ( 

LPCTSTR  lpszResourceName, 
DWORD  dwResourceType, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszResourceName リソース識別子を示すNULLで終わる文字列へのポインタです。 

 

[i] dwResourceType lpszResourceNameで示されるリソースのリソースタイプです。 

ARM_RESTYPE_SCRIPT スクリプト 

ARM_RESTYPE_DISK 共有ディスク 

ARM_RESTYPE_VLAN 仮想IPアドレス 

ARM_RESTYPE_PRINTER プリンタ 

ARM_RESTYPE_LSW 回線切替装置 

 

[i] lParam ArmEnumResource関数で指定されたアプリケーション定義の値です。 

 

戻り値 

TRUE 列挙を継続する場合に返却します。 

FALSE 列挙を中止する場合に返却します。 

 

説明 

EnumResourceProc関数は、 ArmEnumResource関数の実行結果として、クラスタ内で定義されているリソー

スのリソース識別子を受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。リソースの列挙

が完了するか、または本関数でFALSEを返却するまで、リソース識別子が本関数に順次受け渡されます。ア

プリケーションは、ArmEnumResource関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりません。 

 

本関数に渡されるlpszResourceNameの指す文字列の内容は、本関数からリターンするまでの間でのみ有効

です。文字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列を別の記憶領域へコピーしてくだ

さい。 

 

本関数の関数名“EnumResourceProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

4.1.2.5 ArmEnumResource － リソースの列挙（Ver2.x 互換） 

4.1.2.6 ArmEnumResource2 － リソースの列挙 (Ver3.0) 
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4.1.2.8 ArmGetResourceInfo － リソース定義情報の取得（Ver 2.x 互換） 
 

概要 

指定したリソースのリソース定義情報を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmGetResourceInfo ( 

LPCTSTR  lpszResourceName, 
LPARM_RESOURCE_INFO  lpArmResourceInfo 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszResourceName リソース定義情報の取得対象とするリソースのリソース識別子を指定する、

NULLで終わる文字列へのポインタです。 

 

[o] lpArmResourceInfo リソース定義情報を受け取るARM_RESOURCE_INFO構造体へのポインタ

です。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発

生しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_REGISTRY_ACCESS_FAILED レジストリのアクセスに失敗しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_RESOURCE_NOT_FOUND 指定リソースが存在しません。 

   

説明 

本関数は、ローカルサーバが所属するクラスタ内で定義されている、lpszResourceNameで指定されたリソー

スの定義情報をレジストリから取得し、lpArmResourceInfoで指定されたバッファに格納します。 

 

参照 

4.1.2.9 ArmGetResourceInfo2 － リソース定義情報の取得 (Ver3.0) 

4.2.2 ARM_RESOURCE_INFO － リソース定義情報 
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4.1.2.9 ArmGetResourceInfo2 － リソース定義情報の取得 (Ver3.0) 
 

概要 

指定したリソースのリソース定義情報を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmGetResourceInfo2 ( 

LPCTSTR  lpszResourceName, 
LPARM_RESOURCE_INFO  lpArmResourceInfo 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszResourceName リソース定義情報の取得対象とするリソースのリソース識別子を指定する、

NULLで終わる文字列へのポインタです。 

 

[o] lpArmResourceInfo リソース定義情報を受け取るARM_RESOURCE_INFO構造体へのポインタ

です。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発

生しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_REGISTRY_ACCESS_FAILED レジストリのアクセスに失敗しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_RESOURCE_NOT_FOUND 指定リソースが存在しません。 

   

説明 

本関数は、ローカルサーバが所属するクラスタ内で定義されている、lpszResourceNameで指定されたリソー

スの定義情報をレジストリから取得し、lpArmResourceInfoで指定されたバッファに格納します。 

 

本関数は、切替ディスクパーティションに対して、固有パラメータ構造体ARM_ RESOURCE_ INFO_ DISK_ 
2の形式で情報を返却します。リソース定義情報取得関数ArmGetResourceInfoでは、切替ディスクパーティ

ションに対して、固有パラメータ構造体ARM_ RESOURCE_ INFO_ DISKの形式で情報を返却します。 
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参照 

4.1.2.8 ArmGetResourceInfo － リソース定義情報の取得（Ver 2.x 互換） 

4.2.2 ARM_RESOURCE_INFO － リソース定義情報 
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4.1.2.10 ArmEnumLogicalService － 論理サービス名の列挙 
 

概要 

クラスタ内で定義されている論理サービス名を列挙します。 

 

形式  

BOOL ArmEnumLogicalService ( 

LPCTSTR  lpszPrimaryServer, 
LPTSTR  lpszCurrentServer, 
LPDWORD  lpcchCurrentServer, 
LPTSTR  lpszServiceList, 
LPDWORD  lpcchServiceList 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszPrimaryServer プライマリサーバ名を示す、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

本関数は、このパラメータで指定されたサーバをプライマリサーバとする論

理サービス名の一覧を返却します。 

 

[o] lpszCurrentServer カレントサーバ名を受け取るバッファへのポインタです。 

本関数により返却される論理サービスに対し現在設定されているカレント

サーバのサーバ名を示す、NULLで終わる文字列が格納されます。 

カレントサーバ名を受け取る必要がない場合には、本パラメータにNULLを指

定することができます。 

 

[io] lpcchCurrentServer バッファlpszCurrentServerのサイズ（終端のNULL文字分を含む文字数）を示

す変数へのポインタです。 

関数のリターン時には、バッファに格納された文字数（終端のNULL文字を含

まない）がセットされます。また、指定されたバッファサイズが小さすぎた

場合には、必要な文字数（終端のNULL文字分を含む）がセットされ、拡張エ

ラー情報でARMERR_BUFFER_TOO_SMALLが返却されます。 
（※ サーバ名の最大長はMAX_SERVERNAME_LENです） 
lpszCurrentServerにNULLを指定した場合にのみ、本パラメータにNULLを指定

することができます。 

 

[o] lpszServiceList 論理サービス名一覧を受け取るバッファへのポインタです。 

バッファには、論理サービス名がNULL文字で区切られて並べられ、連続する

２つのNULL文字により終了します。 

 

[io] lpcchServiceList バッファlpszServiceListのサイズ（終端のNULL文字分を含む文字数）を示す

変数へのポインタです。 

関数のリターン時には、バッファに格納された文字数（終端のNULL文字分を

含む）がセットされます。また、指定されたバッファサイズが小さすぎた場

合には、必要な文字数（終端のNULL文字分を含む）がセットされ、拡張エラー

情報でARMERR_BUFFER_TOO_SMALLが返却されます。 
（※ 論理サービス名の最大長はMAX_LOGSERVICENAME_LEN、登録可能な論理

サービスの最大個数はMAX_LOGSERVICE_NUMです） 
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戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発

生しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_REGISTRY_ACCESS_FAILED レジストリのアクセスに失敗しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_SERVER_NOT_FOUND 指定したサーバは存在しません。 
 

ARMERR_BUFFER_TOO_SMALL データ返却用バッファが小さすぎます。 

 

説明 

本関数は、lpszPrimaryServerで指定されたサーバをプライマリサーバに持つ論理サービス名の一覧を取得

し、lpszServiceListで指定されたバッファへ格納します。また、該当する論理サービス名に対し、現在設

定されているカレントサーバのサーバ名を、lpszCurrentServerで指定されたバッファに格納します。 
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4.1.2.11 ArmGetLogicalServiceInfo － 論理サービス名定義情報の取得 
 

概要 

指定した論理サービス名の定義情報を取得します。 

 

形式  

BOOL ArmGetLogicalServiceInfo ( 

LPCTSTR  lpszServiceName, 
GETSRVINFOPROC  GetSrvInfoProc, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszServiceName 論理サービス名を指定する、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

 

[i] GetSrvInfoProc lpszServiceNameで指定された論理サービス名に関する定義情報を受け取る、

アプリケーション定義のコールバック関数のアドレスです。（4.1.2.12 

GetSrvInfoProc関数参照） 

 

[i] lParam コールバック関数GetSrvInfoProcに渡される、アプリケーション定義の32

ビット値です。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発

生しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_REGISTRY_ACCESS_FAILED レジストリのアクセスに失敗しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_NOT_FOUND 指定した論理サービス名は存在しません。 
 

ARMERR_CANCELLED コールバック関数から定義情報取得の中止

が返却されました。 
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説明 

本関数は、lpszServiceNameで指定された論理サービス名に関する定義情報（プライマリサーバおよびカレ

ントサーバのサーバ名）を取得します。本関数は、アプリケーション定義のコールバック関数

GetSrvInfoProcを順次呼び出し、論理サービス名の定義情報を渡します。本関数は、指定された論理サー

ビス名に関する定義情報をすべて取得するか、またはコールバック関数がFALSEを返却するまで、コール

バック関数に定義情報を渡し続けます。 

 

参照 

4.1.2.12 GetSrvInfoProc－ 論理サービス名の定義情報取得用コールバック関数 
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4.1.2.12 GetSrvInfoProc－ 論理サービス名の定義情報取得用コールバック関数 
 

概要 

ArmGetLogicalServiceInfo関数で返却される論理サービス名の定義情報を受け取るための、アプリケー

ション定義のコールバック関数です。 

 

形式  

BOOL CALLBACK GetSrvInfoProc( 

LPCTSTR  lpszServiceName, 
LPCTSTR  lpszPrimaryServer, 
LPCTSTR  lpszCurrentServer, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszServiceName 論理サービス名を示す、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

 

[i] lpszPrimaryServer 論理サービス名に対し設定されているプライマリサーバ名を示す、NULLで終

わる文字列へのポインタです。 

 

[i] lpszCurrentServer 論理サービス名に対し設定されているカレントサーバ名を示す、NULLで終わ

る文字列へのポインタです。 

 

[i] lParam ArmGetLogicalServiceInfo関数で指定された、アプリケーション定義の値で

す。 

 

戻り値 

TRUE 定義情報の取得を継続する場合に返却します。 

FALSE 定義情報の取得を中止する場合に返却します。 

 

説明 

GetSrvInfoProc関数は、ArmGetLogicalServiceInfo関数の実行結果として、指定された論理サービス名に

対し設定されている定義情報（プライマリサーバ名、カレントサーバ名）を受け取るための、アプリケー

ション定義のコールバック関数です。指定論理サービス名の定義情報をすべて返却するか、または本関数

でFALSEを返却するまで、論理サービス名の定義情報が本関数に順次受け渡されます。 

アプリケーションは、ArmGetLogicalServiceInfo実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりません。 

 

本関数に渡されるlpszPrimaryServerおよびlpszCurrentServerの示す文字列の内容は、本関数からリター

ンするまでの間でのみ有効です。文字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列を別の

記憶領域へコピーしてください。 

 

本関数の関数名“GetSrvInfoProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

4.1.2.11 ArmGetLogicalServiceInfo － 論理サービス名定義情報の取得  
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4.1.3 クラスタ状態の取得/監視 
 

サーバ動作状態の取得/監視、クラスタ資源所有権の確認を行なうAPIを提供します。 

 

* ArmGetServerStatus － サーバの動作状態を取得します。 

* ArmWatchServer － サーバの動作状態を監視します（同期型）。 

* ArmStartWatchServer － サーバの動作状態を監視します（非同期型）。 

* ArmCancelWatchServer － 非同期サーバ監視を中止します。 

* WatchServerProc － 非同期サーバ監視用コールバック関数。 

* ArmRegisterWatchServerEvent － サーバ監視用イベントオブジェクトを登録します。 

* ArmCancelWatchServerEvent － サーバ監視用イベントオブジェクトの登録を取り消します。 

* ArmGetServerEvent － サーバ状態変更通知を取得します。 

* ArmCheckResourceOwner － ローカルサーバがリソースの所有権を持つか確認します。 
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4.1.3.1 ArmGetServerStatus － サーバ動作状態の取得 
 

概要 

指定したサーバの現在の動作状態を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmGetServerStatus ( 

LPCTSTR  lpszServerName, 
LPDWORD  lpdwStatus 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszServerName 動作状態の取得対象とするサーバのコンピュータ名を指定する、NULLで終わる

文字列へのポインタです。ローカルサーバを指定する場合には、定数

ARM_LOCAL_SERVERを指定することができます。 

 

[o] lpdwStatus 指定したサーバの動作状態を受け取る変数へのポインタです。 

以下のサーバ動作状態が返却されます。 

ARM_STATUS_SINGLE_SERVER クラスタに所属していない、シングルサー

バとして動作しています。 

（クラスタの設定を行なっていない状態） 
 

ARM_STATUS_CLUSTER クラスタとして正常に動作しています。 
 

ARM_STATUS_OFF_CLUSTER クラスタには所属しているが、クラスタか

ら切り離されて動作しています。 
（ダウン後再起動状態） 

 
ARM_STATUS_STOPPED 停止状態です。 

 
ARM_STATUS_DOWN ダウン状態です。 

 
ARM_STATUS_RECOVERING failover処理を行なっています。 

 
上記の状態に次の状態が組み合わされます。 

ARM_STATUS_BACKUP 他サーバからfailoverしてきたリソースが

あります。 
 

ARM_STATUS_FAIL 他サーバへfailoverしたリソースがありま

す。 
 

ARM_STATUS_MISS failover処理の失敗したリソースがありま

す。 
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戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR _INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_SERVER_NOT_FOUND 指定サーバが存在しません。 
 

説明 

本関数は、ローカルサーバが所属するクラスタを構成している、lpszServerNameで指定されたサーバの動

作状態を取得し、lpArmServerStatusの指す変数に格納します。 

 



99 

4.1.3.2 ArmWatchServer － サーバ動作状態の監視（同期型） 
 

概要 

指定したサーバの動作状態を監視します（動作状態の変更を検出するまで制御を戻しません）。 

 

形式 

BOOL ArmWatchServer( 

LPCTSTR  lpszTargetServer, 
LPDWORD  lpdwEvent, 
LPDWORD  lpdwEventId, 
LPTSTR  lpszCauseServer, 
LPDWORD  lpcchCauseServer, 
DWORD  dwTimeOut 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszTargetServer 動作状態の監視対象とするサーバのコンピュータ名を指定する、NULLで終わる

文字列へのポインタです。ローカルサーバを指定する場合には、定数

ARM_LOCAL_SERVER を 指 定 す る こ と が で き ま す 。 ま た 、 定 数

ARM_ALL_SERVERを指定した場合には、クラスタ内の全サーバを監視対象と

します。 

 

[o] lpdwEvent 指定サーバの検出された動作状態を受け取る変数へのポインタです。 

以下のイベントが返却されます。 

ARM_EVENT_SHUTDOWN シャットダウンが開始されまし

た。 
 

ARM_EVENT_DOWN サーバダウンを検出しました。 
 

ARM_EVENT_RETURN_TO_CLUSTER クラスタへ復帰しました。 
 

ARM_EVENT_FAILOVER_START failover処理を開始しました。 
 

ARM_EVENT_FAILOVER_END failover処理が終了しました。 
 

ARM_EVENT_FAILBACK_START failback処理を開始しました。 
 

ARM_EVENT_FAILBACK_END failback処理が終了しました。 
 

ARM_EVENT_FAILBACK_FAILURE failback処理が失敗しました。 
 

ARM_EVENT_LSW_SWITCHED 回線切替装置で、回線の切り替え

が発生した。 
 

ARM_EVENT_PRINTER_SWITCHED プリンタの切り替えが発生した。 
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[o] lpdwEventId サーバイベントに発生順に付加されるシーケンシャル番号を受け取る変数への

ポインタです。 

 

[o] lpszCauseServer 動作状態の変更が検出されたサーバのコンピュータ名（終端のNULL文字を含む）

を受け取るバッファへのポインタです。 

コンピュータ名が不要の場合には、NULLを指定できます。 

 

[io] lpcchCauseServer lpszCauseServerで指定されたバッファのサイズを指定する変数へのポインタ

です。関数のリターン時には、バッファに格納された文字数（終端のNULL文字

を含まない）がセットされます。 

指定バッファサイズが小さすぎた場合には、必要な文字数（終端のNULL文字を

含む）がセットされ、拡張エラー情報でARMERR_BUFFER_TOO_SMALLが返

却されます。 
（※ サーバ名の最大長はMAX_SERVERNAME_LENです） 

lpszCauseServerにNULLを指定した場合にのみ、本パラメータにNULLを指定でき

ます。 

（※ サーバ名の最大長はMAX_SERVERNAME_LENです） 

 

[i] dwTimeOut  タイムアウト時間をミリ秒単位で指定します。INFINITEを指定した場合には、

タイムアウトは発生しません。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラー

が発生しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_CANNOT_ALLOCATE_RESOURCE OS資源のアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_SERVER_NOT_FOUND 指定したサーバが存在しません。 
 

ARMERR_TIMEOUT タイムアウトが発生しました。 
 

ARMERR_BUFFER_TOO_SMALL データ返却用バッファが小さすぎます。 

 

説明 

本関数は、ローカルサーバの所属するクラスタを構成している、lpszTargetServerで指定されたサーバの

動作状態の変更を監視します。本関数は、指定サーバの動作状態の変更を検出するか、または指定したタ

イムアウト時間が経過するまで、本関数を呼び出したアプリケーションプロセスに制御を戻しません。 

 

監視対象サーバにARM_ALL_SERVERを指定した場合には、ローカルサーバの所属するクラスタを構成し

ているすべてのサーバが監視対象になります。 

 

注意 

本関数は、本関数実行後に最初に検出したサーバ状態変更通知のみを取得します。本関数のリターン後、

本関数を再実行するまでの間に発生したサーバ状態変更通知は捨てられます。 

サーバ動作状態の監視開始後のすべてのサーバ状態変更通知を取得したい場合には、ArmStartWatchServer

関数またはArmRegisterWatchServerEvent関数を使用してください。 
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参照 

4.1.3.3 ArmStartWatchServer － サーバ動作状態の監視（非同期型） 

4.1.3.6 ArmRegisterWatchServerEvent － サーバ監視用イベントオブジェクトの登録 
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4.1.3.3 ArmStartWatchServer － サーバ動作状態の監視（非同期型） 
 

概要 

指定したサーバの動作状態を監視します（状態変更検出時に、非同期にコールバック関数を呼び出します）。 

 

形式 

BOOL ArmStartWatchServer ( 

LPCTSTR  lpszServerName, 
WATCHSERVERPROC  WatchServerProc, 
LPDWORD  lpdwWatchId 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszServerName 動作状態の監視対象とするサーバのコンピュータ名を指定する、NULLで終わ

る文字列へのポインタです。ローカルサーバを指定する場合には、定数

ARM_LOCAL_SERVER を 指 定 す る こ と が で き ま す 。 ま た 、 定 数 
ARM_ALL_SERVERを指定した場合には、クラスタ内の全サーバを監視対象

とします。 

 

[i] WatchServerProc サーバ動作状態の変更を検出した時に呼び出される、アプリケーション定義

のコールバック関数のアドレスです。 

（4.1.3.5 WatchServerProc関数参照） 

 

[o] lpdwWatchId 監視IDを受け取る変数へのポインタです。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 
FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_SERVER_NOT_FOUND 指定したサーバが存在しません。 
 

説明 

本関数は、ローカルサーバの所属するクラスタを構成している、lpszServerNameで指定されたサーバの動

作状態の変更を監視します。本関数は、アプリケーション定義のコールバック関数WatchServerProcを登録

した後、直ちに本関数を呼び出したアプリケーションプロセスに制御を戻します。コールバック関数

WatchServerProcは、サーバの動作状態の変更が検出された時に、非同期に呼び出されます。 
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参照 

4.1.3.4 ArmCancelWatchServer － サーバ動作状態監視（非同期型）の中止 

4.1.3.5 WatchServerProc － サーバ動作状態監視（非同期型）用コールバック関数 
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4.1.3.4 ArmCancelWatchServer － サーバ動作状態監視（非同期型）の中止 
 

概要 

ArmStartWatchServer関数によるサーバの動作状態の監視を中止します。 

 

形式 

BOOL ArmCancelWatchServer ( 

DWORD  dwWatchId 
) 

 

パラメータ 

[i] dwWatchId ArmStartWatchServer関数で返却された監視IDを指定します。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR_INVALID_ID 指定した監視IDが不正です。 

 

説明 

本関数は、ArmStartWatchServer関数により登録されたサーバ動作状態監視を中止します。中止の対象とす

るサーバ動作状態変更監視は、監視ID dwWatchIdで指定されます。 

 

参照 

4.1.3.3 ArmStartWatchServer － サーバ動作状態の監視（非同期型） 

 



105 

4.1.3.5 WatchServerProc － サーバ動作状態監視(非同期型)用コールバック関数 
 

概要 

ArmStartWatchServer関数により登録され、サーバの動作状態の変更検出時に呼び出される、アプリケー

ション定義のコールバック関数です。 

 

形式 

VOID CALLBACK WatchServerProc ( 

DWORD  dwWatchId, 
LPARM_EVENT_PARAM  lpArmEventParam, 
DWORD  dwEvent, 
DWORD  dwEventId 

) 

 

パラメータ 

[i] dwWatchId 対応するArmStartWatchServer関数を識別する監視IDです。 

 

[i] lpArmEventParam サーバ状態変更通知に関する付加情報が格納された、ARM_EVENT_PARAM構

造体へのポインタです。 

 

[i] dwEvent 検出されたサーバの動作状態です。 

ARM_EVENT_SHUTDOWN シャットダウンが開始されまし

た。 
 

ARM_EVENT_DOWN サーバダウンを検出しました。 
 

ARM_EVENT_RETURN_TO_CLUSTER クラスタへ復帰しました。 
 

ARM_EVENT_FAILOVER_START failover処理を開始しました。 
 

ARM_EVENT_FAILOVER_END failover処理が終了しました。 
 

ARM_EVENT_FAILBACK_START failback処理を開始しました。 
 

ARM_EVENT_FAILBACK_END failback処理が終了しました。 
 

ARM_EVENT_FAILBACK_FAILURE failback処理が失敗しました。 
 

ARM_EVENT_LSW_SWITCHED 回線切替装置で、回線の切り替え

が発生した。 
 

ARM_EVENT_PRINTER_SWITCHED プリンタの切り替えが発生した。 

 

[i] dwEventId サーバイベントに発生順に付加されるシーケンシャル番号です。 
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戻り値 

なし 

 

説明 

本関数は、ArmStartWatchServer関数により登録されるコールバック関数であり、サーバの動作状態の変更

が検出された時に非同期にコールバックされます。 

 

本関数に渡されるlpArmEventParamの指すARM_EVENT_PARAM構造体の内容は、本関数からリターンす

るまでの間でのみ有効です。ARM_EVENT_PARAM構造体の内容を保持する必要がある場合には、本関数

内で別の記憶領域へコピーしてください。 

 

本関数の関数名“WatchServerProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

注意 

本コールバック関数は、CLUSTERPRO API内部のイベント処理スレッド上で実行されます。したがって、本

コールバック関数内で、多くの処理時間を必要とする処理を実行すると、その間はCLUSTERPROモニタから

のイベントを受信できなくなります。イベント処理に多くの処理時間を必要とする場合には、本コールバッ

ク関数内では、イベント処理開始の契機を取得するのみとし、アプリケーションの生成したスレッド上で

メインの処理を実行するようにしてください。 

 

参照 

4.1.3.3 ArmStartWatchServer － サーバ動作状態の監視（非同期型） 
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4.1.3.6 ArmRegisterWatchServerEvent － サーバ監視用イベントオブジェクトの登録 
 

概要 

CLUSTERPROモニタからのサーバ状態変更通知と待つために使用する、イベントオブジェクトを登録します。 

 

形式 

BOOL ArmRegisterWatchServerEvent ( 

HANDLE  hEvent, 
LPCTSTR  lpszServerName 

) 

 

パラメータ 

[i] hEvent CLUSTERPROモニタからサーバ状態変更通知を受信したときにシグナル状態に設

定される、イベントオブジェクトのハンドルです。 

 

[i] lpszServerName 状態変更の監視対象とするサーバのコンピュータ名を指定する、NULLで終わる

文字列へのポインタです。ローカルサーバを指定する場合には、定数

ARM_LOCAL_SERVER を 指 定 す る こ と が で き ま す 。 ま た 、 定 数

ARM_ALL_SERVERを指定した場合には、クラスタ内の全サーバを監視対象と

します。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR _INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR _ALREADY_REGISTERED 指定したイベントオブジェクトは既に登録さ

れています。 
 

ARMERR_SERVER_NOT_FOUND 指定サーバが存在しません。 
 

説明 

本関数は、CLUSTERPROモニタからのサーバ状態変更通知と待つために使用する、イベントオブジェクトの

登録を行ないます。本関数により登録されたイベントオブジェクトは、サーバ状態変更通知を受信したと

きにシグナル状態に設定されます。 

 

注意 

本関数により登録したイベントオブジェクトがシグナル状態に設定された場合には、必ず

ArmGetServerEvent関数を実行して、サーバ状態変更通知に関する情報を取得してください。サーバ状態変

更通知情報を取得しないままにしておくと、以後に発生する他のサーバ状態変更通知を受信できなくなり

ます。 

 

 

サーバ状態変更の監視が不要になった場合には、ArmCancelWatchServerEvent関数を実行して、イベントオ

ブジェクトの登録を取り消してください。  
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参照 

4.1.3.7 ArmCancelWatchServerEvent － サーバ監視用イベントオブジェクトの登録取り消し 

4.1.3.8 ArmGetServerEvent － サーバ状態変更通知の取得 
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4.1.3.7 ArmCancelWatchServerEvent － サーバ監視用イベントオブジェクトの登録取り消

し 
 

概要 

ArmRegisterWatchServerEvent関数による、サーバ監視用イベントオブジェクトの登録を取り消します。 

 

形式 

BOOL ArmCancelWatchServerEvent ( 

HANDLE  hEvent 
) 

 

パラメータ 

[i] hEvent ArmRegisterWatchServerEvent関数により登録した、サーバ監視用イベントオブ

ジェクトのハンドルを指定します。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR _INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR _NOT_REGISTERED 指定したイベントオブジェクトは登録されて

いません。 

 

説明 

本関数は、ArmRegisterWatchServerEvent関数による、サーバ監視用イベントオブジェクトの登録を取り消

します。本関数の実行後は、サーバ状態変更通知によるイベントオブジェクトの設定は行われません。 

 

参照 

4.1.3.6 ArmRegisterWatchServerEvent － サーバ監視用イベントオブジェクトの登録 
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4.1.3.8 ArmGetServerEvent － サーバ状態変更通知の取得 
 

概要 

サーバ状態変更通知に関する情報を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmGetServerEvent ( 

HANDLE  hEvent, 
LPDWORD  lpdwEvent, 
LPDWORD  lpdwEventId, 
LPARM_EVENT_PARAM  lpArmEventParam, 
LPDWORD  lpcbArmEventParam, 
LPBOOL  lpfRemain 

) 

 

パラメータ 

[i] hEvent ArmRegisterWatchServerEvent関数により登録した、サーバ監視用イベントオブ

ジェクトのハンドルを指定します。 

 

[o] lpdwEvent 検出されたサーバ状態変更通知を受け取る変数へのポインタです。 

以下のサーバ状態変更通知が返却されます。 

ARM_EVENT_SHUTDOWN シャットダウンが開始されまし

た。 
 

ARM_EVENT_DOWN サーバダウンを検出しました。 
 

ARM_EVENT_RETURN_TO_CLUSTER クラスタへ復帰しました。 
 

ARM_EVENT_FAILOVER_START failover処理を開始しました。 
 

ARM_EVENT_FAILOVER_END failover処理が終了しました。 
 

ARM_EVENT_FAILBACK_START failback処理を開始しました。 
 

ARM_EVENT_FAILBACK_END failback処理が終了しました。 
 

ARM_EVENT_FAILBACK_FAILURE failback処理が失敗しました。 
 

ARM_EVENT_LSW_SWITCHED 回線切替装置で、回線の切り替え

が発生した。 
 

ARM_EVENT_PRINTER_SWITCHED プリンタの切り替えが発生した。 

 

[o] lpdwEventId サーバイベントに発生順に付加されるシーケンシャル番号を受け取る変数への

ポインタです。 
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[o] lpArmEventParam サーバ状態変更通知に関する付加情報を受け取る、ARM_EVENT_PARAM構造

体へのポインタです。 

付加情報が不要の場合には、NULLを指定できます。 

 

[io] lpcbArmEventParam  lpArmEventParamで指定されたバッファのサイズを指定する変数へのポインタで

す。関数のリターン時には、バッファに格納されたデータのバイト数がセット

されます。 

指定バッファサイズが小さすぎた場合には、必要なバイト数がセットされ、拡

張エラー情報でARMERR_BUFFER_TOO_SMALLが返却されます。 
lpArmEventParamにNULLを指定した場合にのみ、本パラメータにNULLを指定でき

ます。 

 

[o] lpfRemain 他にもサーバ状態変更通知が残っているかどうかを受け取る変数へのポインタ

です。以下の値がセットされます。 

TRUE 他のサーバ状態変更通知が残っている 

FALSE 他のサーバ状態変更通知はない 
 

本パラメータでTRUEが返却された場合には、FALSEが返却されるまで本関数

を繰り返し実行してください。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 
 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 
 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生しました。 
 
ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 
ARMERR _NOT_REGISTERED 指定したイベントオブジェクトは登録されていません。 
 
ARMERR_BUFFER_TOO_SMALL データ返却用バッファが小さすぎます。 
 
ARMERR_NOT_FOUND 取得できるサーバ状態変更通知はありません。 

 

説明 

本関数は、ArmRegisterWatchServerEvent関数により登録されたイベントオブジェクトがシグナル状態に設

定された時に、サーバ状態変更通知に関する情報を取得するために使用されます。 

 

本関数は、サーバ状態変更通知を１つずつ取得します。本関数実行時に、２つ以上のサーバ状態変更通知

が存在する場合には、他のサーバ状態変更通知が残っていることを示すために、パラメータlpfRemainに
TRUEがセットされます。lpfRemainでTRUEが返却された場合には、FALSEになるまで、繰り返し本関数

を実行してください。 

 

参照 

4.1.3.6 ArmRegisterWatchServerEvent － サーバ監視用イベントオブジェクトの登録 

4.2.3 ARM_EVENT_PARAM － サーバ状態変更通知パラメータ 
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4.1.3.9 ArmCheckResourceOwner － クラスタ資源の所有権の確認 
 

概要 

指定したクラスタ資源に対し、ローカルサーバが所有権を持っているか確認します。 

 

形式 

BOOL ArmCheckResourceOwner ( 

LPCTSTR  lpszResourceName, 
LPBOOL  lpfOwner 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszResourceName 所有権確認の対象とするクラスタ資源のリソース名を指定する、NULLで終わ

る文字列へのポインタです。 

 

[o] lpfOwner ローカルサーバがクラスタ資源の所有権を持つか否かを受け取る変数へのポ

インタです。 

本関数のリターン時に以下の値がセットされます。 

TRUE クラスタ資源の所有権を持ちます。 

FALSE クラスタ資源の所有権を持ちません。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発

生しました。 
 

ARMERR_REGISTRY_ACCESS_FAILED レジストリのアクセスに失敗しました。 
 

ARMERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
 

ARMERR_RESOURCE_NOT_FOUND 指定したリソースが存在しません。 
 

説明 

本関数は、現在ローカルサーバがlpszResourceNameで指定されたクラスタ資源の所有権を持つか否かを確

認し、結果をlpfOwnerの指す変数へ格納します。 
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4.1.4 レジストリの操作 
 

クラスタ内で同期のとれたレジストリの操作を行うためのAPIを提供します。 

 

* ArmRegOpenKey － レジストリキーをオープンします。 

* ArmRegCreateKey － レジストリキー作成/オープンします。 

* ArmRegDeleteKey － レジストリキーを削除します。 

* ArmRegFlushKey － オープン中のキーをレジストリに書き込みます。 

* ArmRegCloseKey － レジストリキーをクローズします。 

* ArmRegSetValue － レジストリキーに値を設定します。 

* ArmRegDeleteValue － レジストリキーに設定されている値を削除します。 

 

※ レジストリキー/値の列挙や値の問い合わせ等にはWin32 APIを使用してください。 

ただし、ArmRegOpenKey関数およびArmRegCreateKey関数で返却されたオープンキーハンドルをWin32 

APIで使用することはできません。別途Win32 APIを使用してオープンキーハンドルを取得してくださ

い。 

 

※ 上記APIによるレジストリの更新内容は、クラスタ内の他のサーバへ即時反映されます。ただし、更新

内容が反映されるのは、クラスタ内の全サーバがクラスタ動作している場合のみです。クラスタ内に

クラスタ動作していないサーバが１台でも存在した場合には、レジストリ更新操作は失敗します。 
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4.1.4.1 ArmRegOpenKey － レジストリキーのオープン 
 

概要 

指定されたレジストリキーをオープンします。 

 

形式 

BOOL ArmRegOpenKey ( 

HKEY  hKey, 
LPCTSTR  lpszSubKey, 
PHKEY  phkResult 

) 

 

パラメータ 

[i] hKey ArmRegOpenKey/ArmRegCreateKey関数により既にオープンされているレジストリ

キーのハンドル、または以下の定義済みハンドル値を指定します。 

HKEY_CLASSES_ROOT 
HKEY_CURRENT_USER 
HKEY_LOCAL_MACHINE 
HKEY_USERS 

 

[i] lpszSubKey オープンするサブキー名を指定する、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

 

[o] phkResult オープンされたキーハンドルを受け取る変数へのポインタです。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 
FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_FAILED_REGISTRY_OPEN レジストリキーのオープンに失敗しました。 

 

説明 

本関数は、hKeyで指定されたオープン済みレジストリキー配下の、lpszSubKeyで指定されたサブキーをオー

プンし、そのキーハンドルをphkResultで指定された変数に格納します。 

 

本関数で返却されるオープンキーハンドルは、ARM APIの提供するレジストリ操作関数でのみ使用可能です。

Win32 APIのレジストリ操作関数で使用することはできません。 
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参照 

4.1.4.2 ArmRegCreateKey － レジストリキーの作成/オープン 

4.1.4.3 ArmRegDeleteKey － レジストリキーの削除 

4.1.4.5 ArmRegCloseKey － レジストリキーのクローズ 
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4.1.4.2 ArmRegCreateKey － レジストリキーの作成/オープン 
 

概要 

指定されたレジストリキーを作成またはオープンします。 

 

形式 

BOOL ArmRegCreateKey ( 

HKEY  hKey, 
LPCTSTR  lpszSubKey, 
PHKEY  phkResult, 
LPDWORD  lpdwDisposition 

) 

 

パラメータ 

[i] hKey ArmRegOpenKey/ArmRegCreateKey関数により既にオープンされているレジストリ

キーのハンドル、または以下の定義済みハンドル値を指定します。 

HKEY_CLASSES_ROOT 
HKEY_CURRENT_USER 
HKEY_LOCAL_MACHINE 
HKEY_USERS 

 

[i] lpszSubKey 作成するサブキー名を指定する、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

 

[o] phkResult 作成/オープンされたキーハンドルを受け取る変数へのポインタです。 

 

[o] lpdwDisposition 以下の処理結果のいずれかを受け取る変数へのポインタです。 

ARM_REG_CREATED_NEW_KEY 指定されたサブキーが存在しなかっ

たため、新たに作成した。 
 

ARM_REG_OPENED_EXISTING_KEY 指定されたサブキーが既に存在して

いるため、オープンした。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_FAILED_REGISTRY_OPEN ローカルサーバにおいてレジストリキーの

オープンに失敗しました。サーバ間のレジスト

リ同期は不完全な状態です。 
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ARMERR_FAILED_REGISTRY_SYNCHRONIZE 
リモートサーバでのレジストリ同期更新処理

が失敗しました（ローカルサーバで更新処理は

実行されません）。 

 

説明 

本関数は、hKeyで指定されたオープン済みレジストリキー配下に、lpszSubKeyで指定されたサブキーを作

成します。指定サブキーが既に存在する場合には、サブキーをオープンします。 

 

本関数で返却されるオープンキーハンドルは、CLUSTERPRO APIの提供するレジストリ操作関数でのみ使用

可能です。Win32 APIのレジストリ操作関数で使用することはできません。 

 

参照 

4.1.4.1 ArmRegOpenKey － レジストリキーのオープン 

4.1.4.3 ArmRegDeleteKey － レジストリキーの削除 

4.1.4.5 ArmRegCloseKey － レジストリキーのクローズ 
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4.1.4.3 ArmRegDeleteKey － レジストリキーの削除 
 

概要 

指定されたレジストリキーを削除します。 

 

形式 

BOOL ArmRegDeleteKey ( 

HKEY  hKey, 
LPCTSTR  lpszSubKey 

) 

 

パラメータ 

[i] hKey ArmRegOpenKey/ArmRegCreateKey関数により既にオープンされているレジストリ

キーのハンドル、または以下の定義済みハンドル値を指定します。 

HKEY_CLASSES_ROOT 
HKEY_CURRENT_USER 
HKEY_LOCAL_MACHINE 
HKEY_USERS 

 

[i] lpszSubKey 削除するサブキー名を指定する、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_NOT_EXIST_REGISTRY レジストリキーが存在しません。 
 

ARMERR_FAILED_REGISTRY_DELETE ローカルサーバにおいてレジストリキーの削

除に失敗しました。サーバ間のレジストリ同期

は不完全な状態です。 
 

ARMERR_FAILED_REGISTRY_SYNCHRONIZE 
リモートサーバでのレジストリ同期更新処理

が失敗しました（ローカルサーバで更新処理は

実行されません）。 

 

説明 

本関数は、hKeyで指定されたオープン済みレジストリキー配下の、lpszSubKeyで指定されたサブキーを削

除します。 

本関数は、サブキーを持つキーを削除することはできません。 
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参照 

4.1.4.1 ArmRegOpenKey － レジストリキーのオープン 

4.1.4.2 ArmRegCreateKey － レジストリキーの作成/オープン 

4.1.4.5 ArmRegCloseKey － レジストリキーのクローズ 
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4.1.4.4 ArmRegFlushKey － レジストリキーのフラッシュ 
 

概要 

オープン中のキーをレジストリに書き込みます。 

 

形式 

BOOL ArmRegFlushKey ( 

HKEY  hKey 
) 

 

パラメータ 

[i] hKey ArmRegOpenKey/ArmRegCreateKey関数により既にオープンされているレジストリ

キーのハンドル、または以下の定義済みハンドル値を指定します。 

HKEY_CLASSES_ROOT 
HKEY_CURRENT_USER 
HKEY_LOCAL_MACHINE 
HKEY_USERS 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_NOT_OPEN _REGISTRY レジストリキーがオープンされていません。 
 

ARMERR_FAILED_REGISTRY_FLUSH ローカルサーバにおいてレジストリの書き込

みに失敗しました。サーバ間のレジストリ同期

は不完全な状態です。 
 

ARMERR_FAILED_REGISTRY_SYNCHRONIZE 
リモートサーバでのレジストリ同期更新処理

が失敗しました（ローカルサーバで更新処理は

実行されません）。 

 

説明 

本関数は、hKeyで指定されたオープンキーのすべての属性を、レジストリに書き込みます。両サーバ上で

CLUSTERPROサービスが動作している場合にのみ、書き込みが可能です。  
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4.1.4.5 ArmRegCloseKey － レジストリキーのクローズ 
 

概要 

レジストリキーハンドルをクローズします。 

 

形式 

BOOL ArmRegCloseKey ( 

HKEY  hKey 
) 

 

パラメータ 

[i] hKey クローズするレジストリキーハンドルを指定します。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生し

ました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_NOT_OPEN _REGISTRY レジストリキーがオープンされていません。 

 

説明 

本関数は、hKeyで指定されたレジストリキーハンドルをクローズします。 

 

参照 

4.1.4.1 ArmRegOpenKey － レジストリキーのオープン 

4.1.4.2 ArmRegCreateKey － レジストリキーの作成/オープン 
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4.1.4.6 ArmRegSetValue － レジストリキー値の設定 
 

概要 

指定されたオープンレジストリキーに、値を設定します。 

 

形式 

BOOL ArmRegSetValue ( 

HKEY  hKey, 
LPCTSTR  lpszValueName, 
DWORD  fdwType, 
CONST BYTE *  lpbData, 
DWORD  cbData 

) 

 

パラメータ 

[i] hKey ArmRegOpenKey/ArmRegCreateKey関数により既にオープンされているレジストリ

キーのハンドル、または以下の定義済みハンドル値を指定します。 

HKEY_CLASSES_ROOT 
HKEY_CURRENT_USER 
HKEY_LOCAL_MACHINE 
HKEY_USERS 

 

[i] lpszValueName 設定する値の名前を指定する、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

 

[i] fdwType 値のデータとして格納される情報の種類を指定します。 

REG_BINARY 任意の形式のバイナリデータです。 
 

REG_DWORD 32ビット値です。 
 

REG_EXPAND_SZ 展開前の環境変数への参照が含まれているNULLで終わる

文字列です。 
 

REG_MULTI_SZ NULLで終わる文字列の配列です。2つのNULL終端文字で終

ります。 
 

REG_SZ NULLで終わる文字列です。 

 

[i] lpbData 値として設定するデータの格納されたバッファへのポインタです。 

 

[i] cbData バッファlpbDataに格納されたデータのサイズをバイト単位で指定します。データ

の種類がREG_SZ, REG_EXPAND_SZ, REG_MULTI_SZの場合には、終端の

NULL文字もサイズに含めなければなりません。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 
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ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_NOT_OPEN _REGISTRY レジストリキーがオープンされていません。 
 

ARMERR_FAILED_SET_VALUE ローカルサーバにおいて値の設定に失敗しま

した。サーバ間のレジストリ同期は不完全な状

態です。 
 

ARMERR_FAILED_REGISTRY_SYNCHRONIZE 
リモートサーバでのレジストリ同期更新処理

が失敗しました（ローカルサーバで更新処理は

実行されません）。 

 

説明 

関数は、hKeyで指定されたオープン済みレジストリキーの値フィールドに、データを格納します。 

 

参照 

4.1.4.7 ArmRegDeleteValue － レジストリキー値の削除 
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4.1.4.7 ArmRegDeleteValue － レジストリキー値の削除 
 

概要 

指定されたオープンレジストリキーに設定されている値を削除します。 

 

形式 

BOOL ArmRegDeleteValue ( 

HKEY  hKey, 
LPCTSTR  lpszValueName 

) 

 

パラメータ 

[i] hKey ArmRegOpenKey/ArmRegCreateKey関数により既にオープンされているレジストリ

キーのハンドル、または以下の定義済みハンドル値を指定します。 

HKEY_CLASSES_ROOT 
HKEY_CURRENT_USER 
HKEY_LOCAL_MACHINE 
HKEY_USERS 

 

[i] lpszValueName 削除する値の名前を指定する、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIが初期化されていません。 

 
ARMERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROサービスに接続できません。 

 
ARMERR_COMM_ERROR CLUSTERPROサービスとの通信でエラーが発生

しました。 
 

ARMERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 
 

ARMERR_NOT_OPEN _REGISTRY レジストリキーがオープンされていません。 
 

ARMERR_FAILED_DELETE_VALUE ローカルサーバにおいて値の削除に失敗しま

した。サーバ間のレジストリ同期は不完全な状

態です。 
 

ARMERR_FAILED_REGISTRY_SYNCHRONIZE 
リモートサーバでのレジストリ同期更新処理

が失敗しました（ローカルサーバで更新処理は

実行されません）。 

 

説明 

本関数は、hKeyで指定されたオープン済みレジストリキーに設定されている、lpszValueNameで指定された

値を削除します。 
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参照 

4.1.4.6 ArmRegSetValue － レジストリキー値の設定 
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4.2 構造体 
 

* ARM_SERVER_INFO － サーバ定義情報 

* ARM_RESOURCE_INFO － リソース定義情報 

* ARM_EVENT_PARAM － サーバ状態変更通知パラメータ 
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4.2.1 ARM_SERVER_INFO － サーバ定義情報 
 

概要 

ARM_SERVER_INFO構造体は、サーバ定義情報を格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_SERVER_INFO { 

TCHAR OSVersion [MAX_VER_LEN]; 

TCHAR HomeDir [MAX_PATH_LEN]; 

TCHAR ARMVersion [MAX_VER_LEN]; 

DWORD nPublicLan; 

DWORD PublicLAN [MAX_PUBLICLAN]; 

DWORD nInterConnect; 

TCHAR InterConnect [MAX_INTERCONNECT][MAX_ INTERCONNECT_LEN]; 

DWORD ClusterServerPortNo; 

DWORD MonitorWatcherPortNo; 

DWORD TimeSyncPortNo; 

DWORD ClientServicePortNo; 

} ARM_SERVER_INFO, *LPARM_SERVER_INFO; 

 

メンバ 

HomeDir CLUSTERPROのインストールディレクトリのパスを示す文字列 
 

OSVersion OS名およびバージョンを示す文字列 
 

ARMVersion CLUSTERPROのバージョンを示す文字列 
 

nPublicLAN 未使用 
 

PublicLAN 未使用 
 

nInterConnect 未使用 
 

InterConnect 未使用 
 

ClusterServerPortNo 未使用 
 

MonitorWatcherPortNo 未使用 
 

TimeSyncPortNo 未使用 
 

ClientServicePortNo 未使用 
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4.2.2 ARM_RESOURCE_INFO － リソース定義情報 
 

概要 

ARM_RESOURCE_INFO構造体は、リソース定義情報を格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_RESOURCE_INFO { 

DWORD Type; 

TCHAR CurrentServer [MAX_SERVERNAME_LEN]; 

TCHAR PrimaryServer [MAX_SERVERNAME_LEN]; 

TCHAR SecondaryServer [MAX_SERVERNAME_LEN]; 

union { 

ARM_RESOURCE_INFO_SCRIPT Script; 

ARM_RESOURCE_INFO_DISK Disk; 

ARM_RESOURCE_INFO_DISK_2 Disk2; 

ARM_RESOURCE_INFO_VLAN VLAN; 

ARM_RESOURCE_INFO_PRINTER Printer; 

ARM_RESOURCE_INFO_LSW LSW; 

} Parameter; 

} ARM_RESOURCE_INFO, *LPARM_RESOURCE_INFO; 

 

メンバ 

Type リソースタイプ 

ARM_RESTYPE_SCRIPT スクリプト 
ARM_RESTYPE_DISK 共有ディスク 
ARM_RESTYPE_VLAN 仮想IPアドレス 

ARM_RESTYPE_PRINTER プリンタ 

ARM_RESTYPE_LSW 回線切替装置 

ARM_RESTYPE_SWDISK 切替ディスクパーティション 
ARM_RESTYPE_SHDISK 共有ディスクパーティション 
ARM_RESTYPE_NPD CLUSTERPRO内部処理用共有ﾃﾞｨｽｸ 

 
Current 現在リソースを所有するサーバのサーバ名を示す文字列(＊) 

 
PrimaryServer プライマリサーバのサーバ名を示す文字列(＊) 

 
SecondaryServer セカンダリサーバのサーバ名を示す文字列(＊) 

 
Parameter リソースタイプ別の固有パラメータを格納する共用体 

－ Script － スクリプト固有パラメータ 

－ Disk － 切替ディスク固有パラメータ (Ver2.x互換) 

－ Disk2 － 共有ディスク固有パラメータ (Ver3.0) 

－ VLAN － 仮想IPアドレス固有パラメータ 

－ Printer － プリンタ固有パラメータ 

－ LSW － 回線切替装置固有パラメータ 

 
(＊) リソースタイプがARM_RESTYPE_SHDISK / NPDISKの場合は空文字列となる。 
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4.2.2.1 ARM_RESOURCE_INFO_SCRIPT － スクリプト固有パラメータ 
 

概要 

ARM_RESOURCE_INFO_SCRIPT構造体は、スクリプト固有のパラメータを格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_RESOURCE_INFO_SCRIPT { 

TCHAR StartScript [MAX_PATH_LEN]; 

TCHAR StopScript [MAX_PATH_LEN]; 

} ARM_RESOURCE_INFO_SCRIPT, *LPARM_RESOURCE_INFO_SCRIPT; 
 

メンバ 

StartScript 起動時に実行されるスクリプトのファイル名を示す文字列 
 

StopScript 終了時に実行されるスクリプトのファイル名を示す文字列 
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4.2.2.2 ARM_RESOURCE_INFO_DISK － 切替ディスク固有パラメータ (Ver 2.x 互換) 
 

概要 

ARM_RESOURCE_INFO_DISK構造体は、切替ディスク固有のパラメータ(Ver 2.x互換形式)を格納しま

す。 

 

形式 

typedef struct _ARM_RESOURCE_INFO_DISK { 

DWORD  ScsiPortNo; 

DWORD  ScsiBus; 

DWORD  nUnit; 

struct { 

DWORD  ScsiId; 

DWORD  nPartition; 

DWORD  Drive [26]; 

} Unit [MAX_SCSI_ID]; 

} ARM_RESOURCE_INFO_DISK, *LPARM_RESOURCE_INFO_DISK; 
 

メンバ 

ScsiPortNo 未使用 
 

ScsiBus 未使用 
 

nUnit ドライブユニット数 (固定値１) 
 

Unit 各ドライブユニットの情報 (最初の配列要素のみ使用) 
 

－ ScsiId － 未使用 
 

－ nPartition － パーティション数 (固定値１) 
 

－ Drive － 各ドライブ（Drive [0] = 'A'ドライブ, ... Drive [25] = 'Z'ドライ

ブ) に割り当てられた、この共有ディスクのパーティション番号 

この共有ディスクに関係しないドライブには、0xffffffffがセットさ

れる 
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4.2.2.3 ARM_RESOURCE_INFO_DISK_2 － 共有ディスク固有パラメータ (Ver3.0) 
 

概要 

ARM_RESOURCE_INFO_DISK_2構造体は、共有ディスク固有のパラメータ(Ver3.0形式)を格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_RESOURCE_INFO_DISK_2 { 

DWORD LType; 

TCHAR Letter [MAX_LETTER_LEN]; 

} ARM_RESOURCE_INFO_DISK_2, *LPARM_RESOURCE_INFO_DISK_2; 
 

メンバ 

LType 未使用 
 

Letter ・リソースタイプがARM_RESTYPE_SWDISKの場合 
→ パーティションに割り当てられたドライブ文字 

("A:"～"Z:") 
 

・リソースタイプがARM_RESTYPE_SHDISK / NPDISKの場合 
→ パーティションに割り当てられたCLUSTERPRO内部識別名 
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4.2.2.4 ARM_RESOURCE_INFO_VLAN － 仮想 IP アドレス固有パラメータ 
 

概要 

ARM_RESOURCE_INFO_VLAN構造体は、仮想IPアドレス固有のパラメータを格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_RESOURCE_INFO_VLAN { 

DWORD  dwAddress; 

} ARM_RESOURCE_INFO_VLAN, *LPARM_RESOURCE_INFO_VLAN; 

 

メンバ 

dwAddress 仮想IPアドレス（ネットワークバイトオーダ） 
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4.2.2.5 ARM_RESOURCE_INFO_PRINTER － プリンタ固有パラメータ 
 

概要 

ARM_RESOURCE_INFO_PRINTER構造体は、プリンタ固有のパラメータを格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_RESOURCE_INFO_PRINTER { 

TCHAR  Port [MAX_PATH_LEN]; 

TCHAR  PrinterName [MAX_PRINTERNAME_LEN]; 

TCHAR  SpoolDirectory [MAX_PATH_LEN]; 

TCHAR  ShareName [MAX_SHARENAME_LEN]; 

} ARM_RESOURCE_INFO_PRINTER, *LPARM_RESOURCE_INFO_PRINTER; 

 

メンバ 

Port  プリンタが接続されているポート名を示す文字列 
 

PrinterName  プリンタ名を示す文字列 
 

SpoolDirectory  スプールディレクトリのパス名を示す文字列 
 

ShareName  プリンタのシェア名を示す文字列 
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4.2.2.6 ARM_RESOURCE_INFO_LSW － 回線切替装置固有パラメータ 
 

概要 

ARM_RESOURCE_INFO_LSW構造体は、回線切替装置(NECの回線切替装置(N8591-01/02 V.24/X.21回線

切替装置、N8545-01/03 V.24/X.21回線切替ユニット、N8545-02/04 V.24/X.21回線切替拡張ユニット)ある

いは、それと同等の回線切替装置)固有のパラメータを格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_RESOURCE_INFO_LSW { 

DWORD UnitNo; 

DWORD LineNo; 

TCHAR Port [MAX_PORTNAME_LEN]; 

} ARM_RESOURCE_INFO_LSW, *LPARM_RESOURCE_INFO_LSW; 

 

メンバ 

UnitNo ユニット番号（0～15） 
 

LineNo ライン番号（1～4） 
 

Port  回線切替装置が接続されているシリアルポート名を示す文字列 

（“COM1”, “COM2”） 
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4.2.3 ARM_EVENT_PARAM － サーバ状態変更通知パラメータ 
 

概要 

ARM_EVENT_PARAM構造体は、サーバ状態変更通知に関する付加情報を格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_EVENT_PARAM { 

TCHAR  szServerName [MAX_SERVERNAME_LEN]; 

union { 

TCHAR  szResourceName [MAX_RESOURCENAME_LEN]; 

} EventParam; 

} ARM_EVENT_PARAM, *LPARM_EVENT_PARAM ; 

 

メンバ 

szServerName 状態変更の発生したサーバのサーバ名を示す文字列 
 

EventParam サーバ状態変更通知固有の付加情報を格納する構造体 

－ szResourceName  － プリンタ切替通知ARM_EVENT_PRINTER_SWITCHED、回線切替通

知ARM_EVENT_LSW_SWITCHEDに関するリソースのリソース名を

示す文字列 
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5 CLUSTERPRO クライアントAPI概要 
 

 

5.1 CLUSTERPRO クライアント API 機能概要 
 

5.1.1 主な機能 
CLUSTERPROクライアントAPIは、CLUSTERPROクライアントの提供する機能を、クライアント上で動作するアプリ

ケーションから利用可能にします。主な機能は以下の通りです。 

 

* 現在接続しているサーバの動作状態問い合わせ 

* 接続先ネットワークアドレス問い合わせ 

* フェイルオーバを監視し、フェイルオーバ発生時にはクライアントアプリケーションが再接続に必要な情

報を通知 

* クラスタ情報の取得 

* 仮想IPアドレスから、クラスタ名及びプライマリサーバ名取得 

* 論理サービスが設定されたサーバの一覧をクライアントから取得 

 

5.1.2 CLUSTERPROクライアントAPIを使用するメリット 
CLUSTERPROクライアントAPIを使用しなくても、仮想IPアドレスを使用することで、クラスタに接続し、フェイ

ルオーバ時に接続先のサーバを切り替えることが可能です。しかし、CLUSTERPROクライアントAPIを使用することで、

以下のような利点があります。 

 

* フェイルオーバの開始や終了の通知が受けられるため、フェイルオーバをきっかけとして、コネクション

の切断及び再接続を行うクライアントAPを作成することが可能です。 

* サーバの動作状態を問い合わせることができるため、サーバが動作していない場合などにユーザに通知す

るなどの処理を行うことが可能です。 

* 名前付きパイプなど、NetBIOSインタフェースを用いたAPで、サーバの切替を行うことが可能です。 

 

5.1.3 対応言語 
CLUSTERPROクライアントAPIは、Microsoft Visual C++ Ver4.2以降、およびMicrosoft Visual Basic Ver5以

降に対応しています。 
Visual Basic向けクライアントAPIは、CLUSTERPRO Ver5.0からの機能です。 
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5.2 CLUSTERPRO Ver3.0 からの変更点及び互換性留意事項 
 

本節の内容は、Visual C++向けCLUSTERPROクライアントAPIにのみ当てはまります。 

Visual Basic向けCLUSTERPROクライアントAPIは、CLUSTERPRO Ver5.0以降の対応です。 

 

5.2.1 サーバ数の増加とフェイルオーバグループの概念導入 
CLUSTERPRO Ver3.0からの大きな変更点はサーバ数の増加と、フェイルオーバグループの概念を明示的に

取り入れた点です。 

CLUSTERPRO Ver3.0ではクラスタを構成するサーバ数は2サーバ固定であったのに対して、CLUSTERPRO 

Ver4.xではサーバ数が2～4に対応しています。 
CLUSTERPRO Ver5.0以降では、Enterprise Editionはサーバ数が2～16に対応、Standard EditionおよびLite!
はサーバ数は2サーバ固定です。 
また、 CLUSTERPRO Ver3.0では、フェイルオーバの単位は、それぞれのサーバをプライマリとするクラス

タ資源の集合でした。CLUSTERPRO Ver4.x以降ではフェイルオーバの単位は、ユーザ定義可能なフェイル

オーバグループに変更されました。 

 

* クラスタ資源 

                H/W資源やH/Wを使用するためにつけられた論理的な名前でフェイル 

                オーバ可能な資源。かならずフェイルオーバグループに所属します。 

* フェイルオーバグループ 

                １つの独立した業務を実現するためのクラスタ資源の集合。フェイル 

                オーバポリシ（どのサーバで実行可能か、サーバ間のフェイルオーバ 

                順序）を持ちます。 

     

  （CLUSTERPRO Ver3.0） 

クラスタ

クラスタ資源

切替ドライブ 3

仮想 IP_1 仮想 IP_2

切替ドライブ 1 切替ドライブ２

Ａサーバ

スクリプト

Ｂサーバ

スクリプト

論理

サービス名

回線 1

ServerA ServerB
ノード

 
* サーバ数は２ 

* 各クラスタ資源ごとにプライマリサーバを指定 

* １つのサーバをプライマリとするフェイルオーバグループは１つ 

* フェイルオーバグループを代表する名前は明示的にはなし 

* クライアントAPIではプライマリサーバ名をフェイルオーバグループを代表する名前として使用 
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（CLUSTERPRO Ver4.x以降） 

クラスタ

クラスタ資源

ノード

ServerC ServerDServerBServerA

仮 想 コ ン

ピュータ名 1

スクリプト

論理

サービス名 1

回線 1

切替ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ 1

仮想 IP_1

仮 想 コ ン

ピュータ名 2

スクリプト

回線 2

切替ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ 2

仮想 IP_2
仮 想 コ ン

ピュータ名 3

スクリプト

プリンタ 1

レジストリ

切替ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ 3

仮想 IP_3

フェイルオーバ

グループ

業務１ 業務２ 業務３

 
* サーバ数は２～４ 

* １つのサーバをプライマリとするフェイルオーバグループは複数 

* フェイルオーバグループを代表する名前としてフェイルオーバグループ名を明示的に定義 

* フェイルオーバグループ毎にフェイルオーバポリシを定義 

 

CLUSTERPROクライアントAPIでは、状態取得や監視の対象となるのはフェイルオーバグループです。そのた

め、CLUSTERPRO Ver3.0のクライアントAPIでは、状態取得や監視の対象となるフェイルオーバグループを特

定するためのキーとして、クラスタ名とプライマリサーバ名を使用していました。CLUSTERPRO Ver4.x以降

では、クラスタ名とプライマリサーバ名の変わりにクラスタ名とフェイルオーバグループ名を状態取得や監

視のキーとします。フェイルオーバグループ名は英数字とハイフンとアンダースコアによって構成される15

文字以内（末尾のNUL文字を含まず）の文字列です。 

CLUSTERPRO Ver3.0で提供していたAPIのうち、プライマリサーバ名を引数に取るものは、全てフェイルオー

バグループ名に変更されます。 

 



139 

5.2.2 Ver3.0 対応アプリケーションサービスを使用するための注意 
 

Ver3.0互換運用では、CLUSTERPRO Ver3.0に対応しているアプリケーション・サービスは、プログラムを変

更することなくそのまま動作することが可能です。 

一方、片方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラスタ、パラレルクラスタで正しく動作するため

にプログラムの変更が必要となる場合があります。 

詳細については、「5.2.8 互換性留意事項」を参照してください。 
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5.2.3 追加されたクラスタイベントのクライアント API イベントへのマッピ

ング 
 

CLUSTERPRO Ver3.0ではクライアントAPIのイベントの種類は以下の４種類のみでした。 

* ARMCLAPI_EVENT_BOOT(サーバ起動) 

* ARMCLAPI_EVENT_SHUTDOWN(シャットダウン) 

* ARMCLAPI_EVENT_FAILOVER_START(フェイルオーバ開始) 

* ARMCLAPI_EVENT_FAILOVER_END(フェイルオーバ完了) 

CLUSTERPRO Ver4.x以降では、機能追加により、上記に加えて、以下のような場合にクラスタイベントが

発生し、フェイルオーバグループの状態や接続先が変化します。 

* アプリケーション・サービス異常によるフェイルオーバグループ単位のフェイルオーバ 

* ユーザの指示によるフェイルオーバグループの移動 

* ユーザの指示によるフェイルオーバグループの起動・停止 

* サーバクライアント間のネットワークの監視によるネットワークの切り替え 

* サーバクライアント間のネットワークの監視によるネットワーク異常・回復の検出 

これらの新しいクラスタイベントをCLUSTERPRO Ver3.0で定義した4種類のクライアントAPIイベントに

マッピングします。 

 

クライアントAPIイベント クラスタイベント 

ARMCLAPI_EVENT_FAILOVER_START ・サーバダウンによるフェイルオーバの開始 

・アプリケーション・サービス異常によるフェイルオー

バの開始 

・フェイルオーバグループ移動の開始 

・ネットワークの切り替え開始 

ARMCLAPI_EVENT_FAILOVER_END ・サーバダウンによるフェイルオーバの完了 

・アプリケーション・サービス異常によるフェイルオー

バの開始 

・フェイルオーバグループ移動の完了 

・ネットワークの切り替え完了 

ARMCLAPI_EVENT_SHUTDOWN ・クラスタシャットダウンによるフェイルオーバグルー

プの停止 

・ユーザの指示によるフェイルオーバグループの停止 

・ネットワークの異常検出 

ARMCLAPI_EVENT_BOOT ・サーバ起動によるフェイルオーバグループの起動 

・ユーザの指示によるフェイルオーバグループの起動 

・ネットワークの回復検出 

 

このマッピングにより、CLUSTERPRO Ver3.0に対応しているアプリケーション・サービスは、クラスタイベント

の追加を意識する必要はありません。 
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5.2.4 仮想コンピュータ名のサポート 
 

CLUSTERPRO Ver4.x以降では、仮想コンピュータ名をサポートしています。仮想コンピュータ名を使用す

れば、クライアントAPIを使用しなくても、フェイルオーバ時の切り替えは自動的に行われます。 

クライアントAPIを使用すれば、仮想コンピュータ名が属するフェイルオーバグループの状態取得や監視

を行うことで、フェイルオーバ完了やグループ起動のタイミングでサーバに再接続するなど、よりクラス

タを意識したアプリケーションを作成することができます。そこで、CLUSTERPRO Ver4.x以降では、仮想

コンピュータ名から、監視や状態取得に必要なクラスタ名とフェイルオーバグループ名を取得する

API(ArmClientGetGroupFromVirtualComputer)を新規に提供します。また、仮想コンピュータ名を列挙す

るAPI(ArmClientEnumVirtualComputer)を提供します。 

 

 

5.2.5 フローティング IP アドレスのサポート 
CLUSTERPRO Ver4.2 以降では、フローティング IP アドレスをサポートしています。CLUSTERPRO クライア

ント API では、フローティング IP アドレスを、仮想 IP アドレスの一形態として扱います。 
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5.2.6 CLUSTERPRO Ver3.0 との差分一覧 
* 4.x     … CLUSTERPRO Ver4.x以降で提供するAPIです。 

* 無変更  … CLUSTERPRO Ver3.0から全く変更されていないAPIです。 

* S→G    … プライマリサーバ名がフェイルオーバグループ名に変更されたAPIです。 

* 互換のみ… 以前のバージョンからの互換性のために提供されているAPIです。 

 

 4.x 無変更 S→G 互換のみ

ArmClientIntializeApiEx － ○ － － 

ArmClientTerminateApiEx － ○ － － 

ArmClientGetVersionInfo － ○ － － 

ArmClientGetIPaddr － － ○ － 

ArmClientGetComputerName － － ○ － 

ArmClientGetGroupStatus ○ － － － 

ArmClientGetServerStatus － － ○ ○ 

ArmClientGetGroupStatusEx ○ － － － 

ArmClientGetServerStatusEx － － ○ ○ 

ArmClientStartWatchFailoverEx － － ○ － 

ArmClientCancelWatchFailoverEx － ○ － － 

WatchFailoverEx － ○ － － 

ArmClientGetClusterServerStatus ○ － － － 

ArmClientEnumCluster ○ － － － 

EnumClusterProc ○ － － － 

ArmClientEnumServer － ○ － － 

EnumServerProc － ○ － － 

ArmClientGetClusterFromServer － － ○ ○ 

ArmClientGetClusterFromGroup ○ － － － 

ArmClientGetClusterFromClusterServer ○ － － － 

ArmClientEnumServerFromGroup ○ － － － 

EnumServerFromGroupProc ○ － － － 

ArmClientGetGroupFromVirtualIP ○ － － － 

ArmClientGetServerFromVirtualIP － － ○ ○ 

ArmClientGetClusterNameFromVirtualIP － ○ － ○ 

ArmClientGetIPaddrFromVirtualIP － ○ － － 

ArmClientEnumVirtualIP ○ － － － 

EnumViatualIPProc ○ － － － 

ArmClientGetGroupFromVirtuailComputer ○ － － － 

ArmClientEnumVirtualComputer ○ － － － 

EnumVirtualComputerProc ○ － － － 

ArmClientEnumGroupFromLogicalService ○ － － － 

ArmClientEnumServerFromLogicalService － － ○ ○ 

EnumGroupFromLogicalServiceProc ○ － － － 

ArmClientGetHeartbeatTimeout － ○ － － 

ArmClientGetMaterServer － ○ － － 

ArmClientCheckClusterServer － ○ － － 

ArmClientGetServerName － ○ － － 

ArmClientGetClusterName － ○ － － 
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5.2.7 マクロ定義 
 

armcl2.hで定義されているマクロ定義をARMCLAPI_で開始されるように統一しました。CLUSTERPRO Ver3.0以

前の定義もそのまま残してありますので、CLUSTERPRO Ver3.0用に作成したアプリケーションの再コンパイ

ルには影響ありません。 

CLUSTERPRO Ver4.xクライアントAPIを使用して、新規に作成するアプリケーションは、4.x用のマクロ定義

を使用してください。 

 

 CLUSTERPRO Ver3.0 API CLUSTERPRO Ver4.x API 

エラー定義 ARMERR_XXXX ARMCLAPI_ERR_XXXX 

イベント ARM_EVENT_XXXX ARMCLAPI_EVENT_XXXX 

フェイルオーバグ

ループ動作状態 

ARM_SERVER_STATUS_XXXX ARMCLAPI_GROUP_STATUS_XXXX 

ローカルホストタ

イプ 

ARM_HOSTTYPE_XXXX ARMCLAPI_HOSTTYPE_XXXX 

フェイルオーバ構

造体 

ARM_FAILOVER_INFO_EX ARMCLAPI_FAILOVER_INFO 

ローカルクラスタ

指定 

ARM_LOCAL_CLUSTER ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTER 
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5.2.8 互換性留意事項 
 

(1)バイナリ互換性 

CLUSTERPRO Ver3.0とCLUSTERPRO Ver4.x以降では、クライアントAPIとして提供するダイナミックリンクラ

イブラリのファイル名は同一です。また、Ver3.0で提供した関数はすべてVer4.x以降でも提供します。その

ため、CLUSTERPROをVer3.0からVer4.x以降にアップグレードした場合、Ver3.0対応クライアントアプリケー

ションは、再コンパイルの必要はありません。 

ただし、片方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラスタ、パラレルクラスタでは、機能的な問題に

より、ソース修正が必要となる場合があります。(4)片方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラス

タ、パラレルクラスタでの変更点をご覧ください。 

 

(2)ソースファイル互換性 

4.xクライアントAPI開発環境で提供するヘッダファイル及びスタティックリンクライブラリはVer3.0の上

位互換となっています。そのため、Ver3.0用に開発したアプリケーションは、ソースファイルを変更するこ

となく、4.xクライアントAPI開発環境で作成することができます。 

ただし、片方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラスタ、パラレルクラスタでは、機能的な問題に

より、ソース修正が必要となる場合があります。(4)片方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラス

タ、パラレルクラスタでの変更点をご覧ください。 

 

(3)開発環境の制約 

4.xクライアントAPI開発環境で作成したアプリケーションがCLUSTERPRO Ver3.0の環境で動作することは保

証しません。 

CLUSTERPRO Ver3.0で正常に動作するアプリケーションは、Ver3.0クライアントAPI開発環境でコンパイルさ

れた場合でも、4.xクライアントAPI開発環境で再コンパイルされた場合でも、Ver3.0互換運用で正常に動作

することを保証します。 

 

上記3点をまとめると、以下のようになります。 

 

 
Ver3.0対応AP 

(3.0開発環境で作成)

Ver3.0対応APを 

4.x開発環境で 

再コンパイル 

4.x開発環境で 

作成したAP 

CLUSTERPRO Ver3.0 ○ × × 

CLUSTERPRO Ver4.x以降 

  (Ver3.0互換運用) 
○ ○ ○ 

CLUSTERPRO Ver4.x以降 

(片方向スタンバイクラスタ、 

 双方向スタンバイクラスタ、パラレルク

ラスタ) 

△ △ ○ 
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(4)片方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラスタ、パラレルクラスタでの変更点 

片方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラスタ、パラレルクラスタでは、クラスタのサーバ数が２台固

定で無くなったことと、プライマリサーバ名がフェイルオーバグループ名に変更されたことが最もインパクトの

ある変更点です。 

サーバ列挙関数(ArmClientEnumServer)を使用しており、サーバ数が2台固定であることを期待しているアプリ

ケーションは、片方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラスタ、パラレルクラスタで正常に動作するた

めにはプログラムの変更が必要となります。 

また、プライマリサーバ名が実際のサーバと同じ名前であることを前提とした処理を行っているアプリケーショ

ンは、プライマリサーバ名がフェイルオーバグループ名に変更されたことで、片方向スタンバイクラスタ、双方

向スタンバイクラスタ、パラレルクラスタで正常に動作するためにはプログラムの変更が必要となります。例え

ば以下のような処理が該当します。 

 

* プライマリサーバ名としてAPIの引数としている名前と同じ名前でサーバと通信する処理 

サーバとの通信にはArmClientGetComputerNameで得られるコンピュータ名を用いてくださ 

い。 

* プライマリサーバ名と接続先コンピュータ名の名前を比較するような処理 

フェイルオーバグループが最も優先度が高いサーバで動作しているかどうかは、ArmClien 

tEnumServerFromGroupによって得られるプライマリサーバ名と、ArmClientGetComputerNa 

meによって得られるコンピュータ名を比較してください。 

* ArmClientEnumServerで列挙したサーバ名をプライマリサーバ名としてAPIに渡す処理 

ArmClientEnumGroupを使用してください。 

一方、以下のような方法でプライマリサーバ名を取得していたアプリケーションは、基本 

的にはプログラムの変更や再コンパイルの必要はありません。そのままシングルスタンバ 

イ運用、双方向スタンバイクラスタ、パラレルクラスタで使用することが可能です。 

* プライマリサーバ名をユーザからの入力情報としている場合 

マニュアルの改訂で、プライマリサーバ名の代わりにフェイルオーバグループ名をユーザ 

入力情報とすることで、そのまま片方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラスタ、クラ 

スタ運用に対応できます。ただし、画面から入力を促す場合などで表示されるメッセージ 

の変更が必要なケースがあります。 

* プライマリサーバ名は中間情報としてのみ使用している場合 

例えば仮想IPアドレスをユーザ入力としており、ArmClientGetPrimaryServerFromVirtual 

IPで得られたクラスタ名及びプライマリサーバ名を使用して、状態取得や監視を行う場合 

が相当します。フェイルオーバグループ名は英数字とハイフンとアンダースコアによって 

構成される15文字以内（末尾のNUL文字を含まず）の文字列ですので、文字列サイズも変 

更不要です。 
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5.3 開発環境（Visual C++） 
 

5.3.1 CLUSTERPRO Ver4.xクライアントAPI開発キット 
 

CLUSTERPRO Ver5.0以降では、16bit版は、実行環境（ダイナミックリンクライブラリ）のみのご提供になります。 

 

64bit版開発キットは、CLUSTERPRO Ver7.0以降のCLUSTERPROサーバのみでのご提供となります。CLUSTERPROクラ

イアントでは提供されません。 

 

5.3.1.1 32bit版 
armcl2.h ヘッダファイルです。CLUSTERPROクライアントAPIを使用するソースファイルにイ

ンクルードしてください。 

armcl232.lib インポートライブラリです。CLUSTERPROクライアントAPIを使用するプログラムを

リンクする際に使用してください。armcl2st.libとは排他使用です。 

armcl2st.lib インポートライブラリです。 CLUSTERPROクライアントAPIを使用するプログラムを

リンクする際に使用してください。armcl2.libとは排他使用です。初期化関数

(ArmClientInitializeApiEx)内で、CLUSTERPROクライアントAPIダイナミックリン

クライブラリがロードできるか否かをLoadLibray関数を使用してチェックしてい

ま す 。 ダ イ ナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イ ブ ラ リ の フ ァ イ ル 名 は 32bit 版 は

armcl232.dll,16bit版はarmcl216.dllです。CLUSTERPROクライアントがインストー

ルされていない場合には、ダイナミックリンクライブラリのロードに失敗するた

め、ArmClientInitializeApiExはエラーを返却します。この場合、CLUSTERPROクラ

イアントAPIの機能は使用できませんが、アプリケーションの継続には支障ありま

せん。 

armcl232.dll ダイナミックリンクライブラリです。 

 

5.3.1.2 16bit版 
armcl216.dll ダイナミックリンクライブラリです。 

 

5.3.1.3 64bit版 
armcl2.h ヘッダファイルです。CLUSTERPROクライアントAPIを使用するソースファイルにイ

ンクルードしてください。 

armcl264.lib インポートライブラリです。CLUSTERPROクライアントAPIを使用するプログラムを

リンクする際に使用してください。 

armcl264.dll ダイナミックリンクライブラリです。 
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5.3.2 CLUSTERPRO Ver1.0 互換クライアント API 開発キット 
 

CLUSTERPRO Ver1.0用に開発したクライアントアプリケーションをCLUSTERPRO Ver4.x以降のVer3.0互換運用

で使用するための開発キットです。互換性のために提供するものですので、新規にCLUSTERPRO Ver4.x以降

で動作するクライアントアプリケーションを開発する場合にはCLUSTERPRO Ver4.xクライアントAPI開発

キットを使用してください。CLUSTERPRO Ver1.0用に開発したクライアントアプリケーションをCLUSTERPRO 

Ver4.x以降で動作させるためには再コンパイル再リンクは不要です。片方向スタンバイクラスタ、双方向ス

タンバイクラスタ、パラレルクラスタでの動作は保証しません。 

 

CLUSTERPRO Ver5.0 以降では、16bit 版は、実行環境（ダイナミックリンクライブラリ）のみのご提供にな

ります。 

 

 

5.3.2.1 32bit版 
armclapi.h ヘッダファイルです。CLUSTERPROクライアントAPIを使用するソースファイルにイ

ンクルードしてください。 

armclapi.lib インポートライブラリです。CLUSTERPROクライアントAPIを使用するプログラムを

リンクする際に使用してください。armclst.libとは排他使用です。 

armclst.lib インポートライブラリです。 CLUSTERPROクライアントAPIを使用するプログラムを

リンクする際に使用してください。armclapi.libとは排他使用です。初期化関数

(ArmClientInitializeAPI)内で、armclapi.dllがロードできるか否かをLoadLibray

関数を使用してチェックしています。armclapi.dllがインストールされていない場

合、ArmClientInitializeAPIはエラーを返却します。この場合、CLUSTERPROクライ

アントAPIの機能は使用できませんが、アプリケーションの実行には支障ありませ

ん。 

armclapi.dll ダイナミックリンクライブラリです。 

 

 

5.3.2.2 16bit版 
armclapi.dll ダイナミックリンクライブラリです。 
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5.3.3 CLUSTERPROクライアントAPIサンプルプログラム 
TCP/IPを使用し、サーバと通信するプログラムのサンプルです。サンプルプログラムの起動時に、現在動作し

ているサーバと接続します。また、フェイルオーバ時には、フェイルオーバ監視のコールバック関数が呼び出さ

れます。サンプルプログラムでは、コールバックの内部で切り替わったサーバへ再接続を行います。 

 

* FailoverProc 
フェイルオーバ発生・完了時のコールバック関数です。サーバへの再接続を行います。CLUSTERPROクライ

アントAPIからフェイルオーバ発生・完了時に呼び出されます。 

* ClientInitialize 
APIの初期化、サーバへの接続、フェイルオーバ監視コールバック関数の登録を行います。アプリケーショ

ン起動時にInitInstance関数などから呼び出します。 

* ClientTerminate 
APIの終了処理です。APの終了時に呼び出します。 

 

 

 

/* 

 * CLUSTERPRO Client API サンプルプログラム 

 */ 

 

#include <windows.h> 

#include <stdio.h> 

#include "armcl2.h" 

 

static DWORD Id = 0; 

static DWORD ApiHandle = 0; 

 

static BOOL ConnectFlag = FALSE; 

 

/* 

 * サーバとの接続を行う 

 */ 

 

VOID ConnectToServer(DWORD IpAddr) 

{ 

    union { 

        DWORD IpAddr; 

        char  IpAddrc[4]; 

    }   IpConv; 

 

    if (ConnectFlag) { 

        return; 

    } 

 

 

    IpConv.IpAddr = IpAddr; 

 

    printf("サーバ%d.%d.%d.%dに接続します\n",  

           IpConv.IpAddrc[0], 

           IpConv.IpAddrc[1], 

           IpConv.IpAddrc[2], 

           IpConv.IpAddrc[3]); 

 

    /* 
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     * ここにサーバ接続の実処理を記述してください。 

     */ 

 

    /* 

     * フラグのセット 

     */ 

 

    ConnectFlag = TRUE; 

} 

 

/* 

 * サーバとの接続を切断する。 

 */ 

 

VOID DisconnectToServer(VOID) 

{ 

    if (ConnectFlag == FALSE) { 

        return; 

    } 

 

    printf("サーバとの接続を切断します\n"); 

 

    /* 

     * ここにサーバ切断の実処理を記述してください。 

     */ 

 

    /* 

     * フラグのリセット 

     */ 

 

    ConnectFlag = FALSE; 

} 

 

 

/* 

 * フェイルオーバグループの監視コールバック関数 

 */ 

 

VOID CALLBACK  

#ifndef WIN32 

_export 

#endif 

FailoverProc( 

             DWORD event, 

             DWORD watch, 

             LPARMCLAPI_FAILOVER_INFO info 

             ) 

{ 

 

    switch(info->Event) { 

    case ARMCLAPI_EVENT_BOOT:        /* 起動 */ 

 

        /*  

         * サーバと接続し、通信を開始する  
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         */ 

 

        ConnectToServer(info->DstIP); 

              

        return; 

 

    case ARMCLAPI_EVENT_SHUTDOWN:    /* シャットダウン */ 

 

        /* 

         * サーバとの接続を切断する  

         */ 

 

        DisconnectToServer(); 

             

        return; 

 

    case ARMCLAPI_EVENT_FAILOVER_START: /* フェイルオーバ発生 */ 

 

        /* 

         * サーバとの通信を中断する  

         */ 

 

        DisconnectToServer(); 

             

        return; 

 

    case ARMCLAPI_EVENT_FAILOVER_END: /* フェイルオーバ完了 */ 

 

        /* 

         * サーバに再接続し、通信を再開する  

         */ 

 

        ConnectToServer(info->DstIP); 

           

        return; 

    } 

} 

 

 

/* 

 * 初期化処理 

 * 1. クライアントAPIの初期化 

 * 2. フェイルオーバグループ監視の開始 

 * 3. 起動中であれば、サーバへの接続処理 

 */ 

 

BOOL ClientInitialize(LPSTR ClusterName, LPSTR FailoverGroupName)  

{ 

    /*  

     *  Arm Client Initialize 

     */ 

 

    DWORD ret; 

    DWORD IpAddr; 
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    DWORD StatusEx; 

     

    /* 

     * クライアントAPIの初期化  

     */ 

 

    ApiHandle = ArmClientInitializeApiEx(); 

 

    if (ApiHandle == ARMCLAPI_ERROR_HANDLE) { /* 初期化に失敗した */ 

        ret = GetLastError(); 

 

        /* 

         * エラー処理  

         */ 

  

        fprintf(stderr, "ArmClientInitializeApiEx failed %lx\n", ret); 

 

        return FALSE; 

    } 

     

    /* 

     * フェイルオーバ監視を開始する  

     */ 

    ret = ArmClientStartWatchFailoverEx(ApiHandle, 

                                        ClusterName, 

                                        FailoverGroupName, 

                                        (PWATCHFAILOVERPROC) FailoverProc, 

                                        &Id, 

                                        &StatusEx); 

    if (ret == FALSE) { 

        ret = GetLastError(); 

 

        /* 

         * エラー処理  

         */ 

 

        fprintf(stderr, "ArmClientStartWatchFailoverEx failed %lx\n", ret); 

              

        ret = ArmClientTerminateApiEx(ApiHandle); 

        return FALSE; 

    } 

     

     

    if (StatusEx == ARMCLAPI_GROUP_STATUS_STOPPED ||  

        StatusEx == ARMCLAPI_GROUP_STATUS_FAILOVER) {  

 

        /* 

         * フェイルオーバグループは動作していない  

         */ 

 

        return TRUE; 

    } 

    else { 
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        /* 

         * フェイルオーバグループは動作中  

         */ 

 

        /* 

         * 現在稼働しているサーバのIPアドレスを問い合わせ  

         */ 

 

        ret = ArmClientGetIPaddr(ClusterName,FailoverGroupName,&IpAddr); 

        if (ret == FALSE) { 

            ret = GetLastError(); 

         

            /* 

             * エラー処理  

             */ 

 

            fprintf(stderr, "ArmClientGetIPAddr failed %lx\n", ret); 

            ArmClientTerminateApiEx(ApiHandle); 

            return FALSE; 

        } 

 

        /* 

         * 得られたIPアドレスを用いてサーバと接続  

         */ 

 

        ConnectToServer(IpAddr); 

             

    } 

    return TRUE; 

} 

 

/* 

 * 終了処理 

 * 1. 接続中であれば、サーバへの切断処理 

 * 2. フェイルオーバグループ監視の停止 

 * 3. クライアントAPIの終了 

 */ 

 

BOOL ClientTerminate(VOID) 

{ 

    /* 

     * クライアントAPIの終了処理 

     */ 

 

    DisconnectToServer(); 

    ArmClientCancelWatchFailoverEx(Id); 

    ArmClientTerminateApiEx(ApiHandle); 

    return TRUE; 

} 

 

/* 

 * メイン関数 

 * 1. コマンドラインチェック 

 * 2. 初期化関数をコール 
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 * 3. リターン入力を待つ (この間フェイルオーバグループを監視している) 

 * 4. 終了関数をコール 

 */ 

 

int main(int argc, char **argv) 

{ 

    char buf[256]; 

 

    if (argc != 3) { 

        fprintf(stderr, "使用法: %s クラスタ名 フェイルオーバグループ名\n", 

                argv[0]); 

        exit(1); 

    } 

 

 

    fprintf(stderr, "リターンを押すと終了します\n"); 

    if (ClientInitialize(argv[1], argv[2]) == FALSE) { 

        fprintf(stderr, "初期化に失敗しました\n"); 

        exit(1); 

    } 

    gets(buf); 

    ClientTerminate(); 

    return 0; 

} 
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5.4 開発環境（Visual Basic） 
 

5.4.1 CLUSTERPRO クライアントAPI開発キット 
 

5.4.1.1 リリースモジュール 
Visual Basic 向け 5.4.1 CLUSTERPRO クライアント API 開発キットは、32bit 版 API のみのリリース

となります。16bit 版/64bit 版 API はサポートしていません。 

 

armcl2vb.bas VBリンク用インクルードファイルです。 

ARMCL2VB.TXT APIビューア(APILOAD)読み込み用ARMCL2VB.BASです。 

armcl2vb.dll ダイナミックリンクライブラリです。 

 

 

5.4.1.2 API ビューア(APILOAD)の利用について 
Visual Basicには、APIビューア(APILOAD)が用意されています。このコマンドは、規定の書式の範囲で記述され

たVisual Basicソース（*.txtファイル）からデータ，型，関数を別々に抽出して、クリップボードにコピーしてエ

ディタなどでソースに張り付けしたり、データベースに登録することで、開発工数を削減する効果があります。

ARMCL2VB.TXTを読み込んで利用してください。 
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5.4.2 CLUSTERPROクライアントAPIサンプルプログラム 
 

 

rem CLUSTERPRO Client API サンプルプログラム(Visual Basic用) 

 

Attribute VB_Name = "Module1" 

Public Const id       As Long = 0 

Public ApiHandle       As Long 

Public ConnectFlag As Long 

Public Const logfile As String = ".\\armvbtst.log" 

Public logid  As Long 

Public fret As Long 

Public IpAddr     As Long 

Public StatusEx       As Long 

Public title    As String 

Public str As String 

Public tmpstr   As String 

Public ind As Byte 

 

Declare Function WritePrivateProfileString Lib "kernel32" Alias _ 

    "WritePrivateProfileStringA" (ByVal lpApplicationName As String, _ 

    ByVal lpKeyName As Any, ByVal lpString As Any, ByVal lpFileName As String) As Long

 

rem サーバとの接続を行う。 

 

Function ConnectToServer(ByVal IpAddr As Long) 

    Dim IpClass(4)  As Byte 

    For ind = 0 To 3 

        IpClass(ind) = IpAddr Mod 256 

        IpAddr = (IpAddr - IpClass(ind)) / 256 

    Next ind 

    If ConnectFlag Then Exit Function 

    str = Format(IpClass(0), "000") 

    For ind = 1 To 3 

        tmpstr = Format(IpClass(ind), "000") 

        str = str & "." & tmpstr 

    Next ind 

    str = "サーバIP:" & str & "と接続を行います。" 

    title = Format(logid, "00000") 

    ret = WritePrivateProfileString("logging.list", title, str, logfile) 

    logid = logid + 1 

 

rem ここにサーバ接続の実処理を記述してください。 

 

rem フラグのセット 

 

    ConnectFlag = ARMTRUE 

    ConnectToServer = ret 

End Function 

 

rem サーバとの接続を切断する。 

 

Function DisconnectToServer() 

    DisconnectToServer = 0 
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    If ConnectFlag = False Then Exit Function 

    str = Format(logid, "00000") 

    ret = WritePrivateProfileString("logging.list", str, _ 

          "サーバとの接続を切断します。", logfile) 

    logid = logid + 1 

 

rem ここにサーバ切断の実処理を記述してください。 

 

rem フラグのリセット 

 

    ConnectFlag = ARMFALSE 

    DisconnectToServer = ret 

End Function 

 

Function FailoverProc(armevent As Long, armwatch As Long, _ 

    arminfo As ARMCLAPI_FAILOVER_INFO) As Long 

    Select Case info.Event 

    Case ARMCLAPI_EVENT_BOOT:rem 起動 

 

rem サーバと接続し、通信を開始する。 

 

        ret = ConnectToServer(info.DstIP) 

        Exit Function 

 

    Case ARMCLAPI_EVENT_SHUTDOWN:rem シャットダウン 

 

rem サーバとの接続を切断する。 

 

        ret = DisconnectToServer() 

        Exit Function 

 

    Case ARMCLAPI_FAILOVER_START:rem フェイルオーバ発生 

 

rem サーバとの通信を中断する。 

 

        ret = DisconnectToServer() 

        Exit Function 

 

    Case ARMCLAPI_FAILOVER_END:rem フェイルオーバ完了 

 

rem サーバに再接続し、通信を再開する。 

 

        ret = ConnectToServer(info.DstIP) 

        Exit Function 

        Rem End to Failover 

        End Select 

End Function 

 

rem 初期化処理 

rem １．クライアントAPIの初期化 

rem ２．フェイルオーバグループ監視の開始 

rem ３．起動中であれば、サーバへの接続処理 

 

Function ClientInitialize(ByRef ClusterName As String, _ 
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    ByRef FailoverGroupName As String) As Long 

 

rem Arm Client Initialize 

rem クライアントAPIの初期化 

 

    ApiHandle = ArmClientInitializeApiEx() 

    If ApiHandle = ARMCLAPI_ERROR_HANDLE Then 

        fret = Err.LastDllError 

 

rem エラー処理 

 

        str = Format(logid, "00000") 

        ret = WritePrivateProfileString("logging.list", str, _ 

              "ArmClientInitializeApiEx():Failed.", logfile) 

        logid = logid + 1 

        Exit Function 

    End If 

 

rem フェイルオーバ監視を開始する。 

 

    fret = ArmClientStartWatchFailoverEx(ApiHandle, ClusterName, _ 

           FailoverGroupName, AddressOf FailoverProc, id, StatusEx) 

    If fret = ARMFALSE Then 

        fret = Err.LastDllError 

 

rem エラー処理 

 

        str = Format(logid, "00000") 

        ret = WritePrivateProfileString("logging.list", str, 

"ArmClientStartWatchFailoverEx():Failed.", logfile) 

        logid = logid + 1 

        ret = ArmClientTerminateApiEx(ApiHandle) 

        Exit Function 

    End If 

    If (StatusEx = ARMCLAPI_GROUP_STATUS_STOPPED) _ 

        Or (StatusEx = ARMCLAPI_GROUP_STATUS_FAILOVER) Then 

 

rem フェイルオーバグループは動作していない。 

 

        str = Format(logid, "00000") 

        ret = WritePrivateProfileString("logging.list", str, _ 

              "ArmClientStartWatchFailoverEx():Failed(GROUP: _ 

              " & FailoverGroupName & "is STOPPED or during FAILOVER).", logfile) 

        logid = logid + 1 

        ClientInitialize = ARMTRUE 

        Exit Function 

    Else 

 

rem フェイルオーバグループは動作中。 

 

rem 現在稼動しているサーバのIPアドレスを問い合わせ。 

 

        fret = ArmClientGetIPaddr(ClusterName, FailoverGroupName, IpAddr) 

        If fret = ARMFALSE Then 
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            fret = Err.LastDllError 

 

rem エラー処理 

 

            str = Format(logid, "00000") 

            ret = WritePrivateProfileString("logging.list", str, _ 

                  "ArmClientStartWatchFailoverEx():Failed(Communication).", _ 

                  logfile) 

            logid = logid + 1 

            ret = ArmClientTerminateApiEx(ApiHandle) 

            ClientInitialize = ARMFALSE 

            Exit Function 

        End If 

 

rem 得られたIPアドレスを用いてサーバと接続。 

 

        ConnectToServer (IpAddr) 

    End If 

    ClientInitialize = ARMTRUE 

    str = Format(logid, "00000") 

    ret = WritePrivateProfileString("logging.list", str, _ 

          "ARM Client Initialized,for Server:" & ClusterName & ".", logfile) 

    logid = logid + 1 

End Function 

 

rem 終了処理 

rem １．接続中であれば、サーバへの切断処理 

rem ２．フェイルオーパグループ監視の停止 

rem ３．クライアントAPIの終了 

 

Function ClientTerminate() As Long 

 

rem クライアントAPIの終了処理 

 

    DisconnectToServer 

    ArmClientCancelWatchFailoverEx (id) 

    ArmClientTerminateApiEx (ApiHandle) 

    ClientTerminate = ARMTRUE 

    str = Format(logid, "00000") 

    ret = WritePrivateProfileString("logging.list", str, _ 

          "ARM Client Terminated.", logfile) 

    logid = logid + 1 

End Function 
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6 クライアントAPI詳細（Visual C++） 
 

 

6.1 関数 
 

 

6.1.1  APIの初期化と終了 
 

CLUSTERPROクライアントAPIを使用するクライアントアプリケーションは、他のCLUSTERPROクライアントAPI関数

を使用する前に必ずArmClientInitializeApiEx関数を実行してCLUSTERPROクライアントAPIの初期化を行わなけ

ればなりません。また、ArmClientInitializeApiEx関数を実行した場合には、アプリケーションを終了する前に、

ArmClientTerminateApiEx関数を実行して、CLUSTERPROクライアントAPIの終了処理を行わなければなりません。 

ArmClientInitializeApiExとArmClientTerminateApiExは、同一プロセスから、複数独立に実行することが可能

です。 

 

armcl2st.libをリンクしている場合は、ArmClientInitializeApiEx/ArmClientTerminateApiExの実行時に

CLUSTERPROクライアントAPIのDLLがロード/アンロードされます。armcl2st.libを使用する場合は、

DllEntryPoint内でArmClientInitializeApiEx/ArmClientTerminateApiExを実行しないでください。 
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6.1.1.1 ArmClientInitializeApiEx － CLUSTERPRO クライアント API の初期化 
 

ARM1.1 より変更なし
 

 

概要 

CLUSTERPROクライアントAPIの初期化、資源の確保を行い、CLUSTERPROク 

ライアントAPIを使用するためのハンドルを返却します。 

形式 

DWORD ArmClientInitializeApiEx(VOID) 
 

パラメータ 

なし 

 

戻り値 

 

ARMCLAPI_ERROR_HANDLE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張

エラー情報が返却されます。 

上記以外 CLUSTERPROクライアントAPIハンドル 

 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_LOAD_DLL CLUSTERPRO クライアント API 

DLLをロードできません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続

できません。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通

信でエラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません 
   

説明 

本関数は、CLUSTERPROクライアントAPIの初期化処理を行い、必要な資源を確保します。CLUSTERPROクライアントAPIを

使用する場合には、最初に本関数を実行して、CLUSTERPROクライアントAPIの初期化を行ってください。戻り値として、

CLUSTERPROクライアントAPIハンドルを返却します。CLUSTERPROクライアントAPIハンドルは、フェイルオーバグループ

の監視や終了処理に必要です。 

armcl2st.libをリンクしている場合には、CLUSTERPROクライアントがインストールされていない（CLUSTERPROクライア

ントAPI DLLをロードできない）環境で実行した場合、本関数はARMCLAPI_ERROR_HANDLEを返却し、拡張エラー情報で

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_LOAD_DLLが返却されます。 

単一のプロセスから、独立に複数のArmClientInitializeApiExを実行する事が可能です。 

 

 

参照 

ArmClientTerminateApiEx 
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6.1.1.2 ArmClientTerminateApiEx － CLUSTERPRO クライアント API の終了 
 

ARM1.1 より変更なし
 

 

概要 

CLUSTERPROクライアントAPIの終了処理を行います。 

 

形式 

BOOL ArmClientTerminateApiEx(DWORD dwHandle) 

 

パラメータ 

[i] dwHandle ArmClientInitializeApiExで返却したCLUSTERPROクライアントAPIハンドル

を指定します。 

 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期化

されていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できま

せん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_HANDLE 指定されたハンドルが不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 
   

説明 

CLUSTERPROクライアントAPIの終了処理を行います。ArmClientInitializeApiEx関数を実行してCLUSTERPROクライアント

APIの初期化を行ったアプリケーションは、CLUSTERPROクライアントAPIの機能を使用する必要が無くなった時に、

CLUSTERPROクライアントAPIハンドルを指定して本関数を実行しなければいけません。 

 

参照 

ArmClientInitializeApiEx 
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6.1.1.3 ArmClientGetVersionInfo － CLUSTERPROクライアントAPIのバージョン情報の取

得 
 

ARM1.1 より変更なし
 

 

概要 

CLUSTERPROクライアントAPIのバージョン情報を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetVersionInfo( 

LPDWORD dwMajor, 
LPDWORD dwMinor, 
LPDWORD dwBuild 

) 

 

パラメータ 

[o] dwMajor メジャーバージョン番号。CLUSTERPRO Ver6.0では4を返却します。 

[o] dwMinor マイナーバージョン番号。CLUSTERPRO Ver6.0では0を返却します。 

[o] dwBuild ビルド番号。未使用。将来の拡張のために予約しています。 

 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期化

されていません。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 
   

説明 

CLUSTERPROクライアントAPIのバージョン情報を取得します。アプリケーションは、本関数を実行してCLUSTERPROクライ

アントAPIのバージョンを取得することができます。 

 

互換性留意事項 

CLUSTERPRO Ver3.0では、バージョン番号は3.0を返却していました。CLUSTERPRO Ver4.x以降では、Ver3.0互換運用、片

方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラスタ、パラレルクラスタのいずれの構成でも、バージョン番号は4.0

を返却します。 
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6.1.2 フェイルオーバグループ状態問い合わせ 
 

フェイルオーバグループが動作しているサーバのネットワークアドレスや、フェイルオーバグループが正常に動

作しているかなどのフェイルオーバグループ状態を問い合わせるAPIを提供します。問い合わせのキーは、クラ

スタ名とフェイルオーバグループ名の組み合わせです。 
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6.1.2.1 ArmClientGetIPaddr － 実 IP アドレスの取得 
 

プライマリサーバ名→フェイルオーバグループ名
 

 

概要 

接続するサーバの実IPアドレスを取得します。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetIPaddr( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPCTSTR  lpszGroupName, 
LPDWORD  lpdwIPaddr 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

ロ ー カ ル サ ー バ の ク ラ ス タ を 指 定 す る 場 合 は 、 定数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTERを指定することができます。この場合、

ロ ー カ ル サ ー バ が ク ラ ス タ サ ー バ で な け れ ば エ ラー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポイ

ンタです。 

[o] lpdwIPaddr IPアドレスを受け取る変数へのポインタです。 

IPアドレスはネットワークバイトオーダで格納されます。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが

初期化されていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続

できません。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通

信でエラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 
ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND 指定フェイルオーバグループ名が存

在しません。 
ARMCLAPI_ERR_SERVER_NOT_FOUND ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FO

UNDの別名です。ARMVer3.0以前と

の互換性のために定義されています。
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 
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説明 

本関数は、クラスタ名、フェイルオーバグループ名から、現在動作しているサーバの実IPアドレスを問い合わせます。 

TCP/IPでクラスタに接続する場合には、仮想IPアドレスを指定して接続する方法と、本APIを用いて実IPアドレスを求め

て接続する方法の、２通りの方法を使用することができます。サーバと同一LAN上のWindows 3.1クライアントでは、仮

想IPアドレスでの接続はできませんので、本APIを使用して、実IPアドレスで接続する必要があります。 

 

互換性留意事項 

CLUSTERPRO Ver3.0以前では、クラスタ名とプライマリサーバ名を入力パラメータとしていました。 

CLUSTERPRO Ver3.0互換運用では、プライマリサーバ名とフェイルオーバグループ名は同一のため、アプリケーションの

変更は不要です。 

片方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラスタ、パラレルクラスタでは、プライマリサーバ名とフェイルオー

バグループ名は一般的に異なりますので注意が必要です。 

 

 



166 

6.1.2.2 ArmClientGetComputerName － サーバの LANManager コンピュータ名の取得 
 

プライマリサーバ名→フェイルオーバグループ名
 

 

概要 

接続するサーバのLANManagerコンピュータ名を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetComputerName( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPCTSTR  lpszGroupName, 
LPTSTR  lpszComputerName, 
LPDWORD  lpcchComputerName 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

ロ ー カ ル サ ー バ の ク ラ ス タ を 指 定 す る 場 合 は 、 定数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTERを指定することができます。この場合、

ロ ー カ ル サ ー バ が ク ラ ス タ サ ー バ で な け れ ば エ ラー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポイ

ンタです。 

[o] lpszComputerName 現在動作しているサーバのコンピュータ名（終端のNULL文字を含む）を

受け取るバッファへのポインタです。 

[io] lpcchComputerName lpszComputerNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数へのポ

インタです。関数のリターン時には、バッファに格納された文字数（終

端のNULL文字を含まない）がセットされます。指定バッファサイズが小

さすぎた場合には、必要な文字数（終端のNULL文字を含む）がセットさ

れ、拡張エラー情報でARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALLが返却

されます。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期化されていま

せん。 

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエラーが発生

しました。 

ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 

ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND 
 

指定フェイルオーバグループ名が存在しません。

 
 

 

ARMCLAPI_ERR_SERVER_NOT_FOUND ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND の

別名です。CLUSTERPRO Ver3.0以前との互

換性のために定義されています。 
ARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALL データ返却用バッファが小さすぎます。 
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ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 
     

説明 

本関数は、クラスタ名、フェイルオーバグループ名から、現在動作しているサーバのLANManagerコンピュータ名を問い

合わせます。 

 

互換性留意事項 

CLUSTERPRO Ver3.0以前では、クラスタ名とプライマリサーバ名を入力パラメータとしていました。 

CLUSTERPRO Ver3.0互換運用では、プライマリサーバ名とフェイルオーバグループ名は同一のため、アプリケーションの

変更は不要です。 

片方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラスタ、パラレルクラスタでは、プライマリサーバ名とフェイルオー

バグループ名は一般的に異なりますので注意が必要です。 
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6.1.2.3 ArmClientGetGroupStatus － フェイルオーバグループ動作状態の取得 
 

ARM4.0 新規
 

 

概要 

フェイルオーバグループが、動作中/停止中のいずれの状態であるか取得します。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetGroupStatus( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPCTSTR  lpszGroupName, 
LPDWORD  lpdwStatus 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

ロ ー カ ル サ ー バ の ク ラ ス タ を 指 定 す る 場 合 は 、 定数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTERを指定することができます。この場合、

ロ ー カ ル サ ー バ が ク ラ ス タ サ ー バ で な け れ ば エ ラー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポイ

ンタです。 

動作状態を受け取る変数へのポインタです。 

以下の値が返却されます。 

ARMCLAPI_GROUP_STATUS_STOPPED 停止中 

[o] lpdwStatus 

ARMCLAPI_GROUP_STATUS_RUNNING  動作中 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期化

されていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できま

せん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 
ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND 
 

指定フェイルオーバグループ名が存在しま

せん。 
ARMCLAPI_ERR_SERVER_NOT_FOUND ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND

の別名です。CLUSTERPRO Ver3.0以前との

互換性のために定義されています。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 
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説明 

本関数は、クラスタ名，フェイルオーバグループ名から、サーバが現在動作中か停止中かを問い合わせます。 

動作中とは、フェイルオーバグループが、クライアントから接続可能なサーバのいずれかで動作している状態です。ど

のサーバで動作しているかは、ArmClientGetComputerName等で問い合わせてください。 

停止中とは、フェイルオーバグループが、クライアントから接続可能なサーバのいずれでも動作していない状態です。

以下の場合は停止中となります。 

・ フェイルオーバグループが移動可能なサーバが全て正常動作していない場合（サーバが停止あるいはダウン状態、

CLUSTERPROが動作していない状態、クラスタから切り離された状態） 

・ フェイルオーバグループが停止された状態 

・ フェイルオーバグループが動作しているサーバとクライアントとの間のネットワーク経路の異常 

・ フェイルオーバ処理実行中 
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6.1.2.4 ArmClientGetServerStatus － フェイルオーバグループ動作状態の取得 
 

プライマリサーバ名→フェイルオーバグループ名 ARM3.0 との互換性のためにのみ提供
 

 

概要 

フェイルオーバグループが、動作中/停止中のいずれの状態であるか取得します。 

CLUSTERPRO Ver3.0との互換性のためにのみ提供する関数です。ArmClientGetGroupStatusと関数名以外は全く同一です。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetServerStatus( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPCTSTR  lpszGroupName, 
LPDWORD  lpdwStatus 

) 

 

互換性留意事項 

CLUSTERPRO Ver3.0以前では、クラスタ名とプライマリサーバ名を入力パラメータとしていました。 

CLUSTERPRO Ver3.0互換運用では、プライマリサーバ名とフェイルオーバグループ名は同一のため、アプリケーションの

変更は不要です。 

片方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラスタ、パラレルクラスタでは、プライマリサーバ名とフェイルオー

バグループ名は一般的に異なりますので注意が必要です。 

 

参照 

ArmClientGetGroupStatus 
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6.1.2.5 ArmClientGetGroupStatusEx － フェイルオーバグループの詳細な動作状態の取得 
 

ARM4.0 新規
 

 

概要 

フェイルオーバグループの動作状態を取得します。ArmClientGetGroupStatusより詳細な情報が得られます。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetGroupStatusEx( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPCTSTR  lpszGroupName, 
LPDWORD  lpdwStatusEx 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

ロ ー カ ル サ ー バ の ク ラ ス タ を 指 定 す る 場 合 は 、 定 数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTERを指定することができます。この場合、

ロ ー カ ル サ ー バ が ク ラ ス タ サ ー バ で な け れ ば エ ラ ー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポイ

ンタです。 

動作状態を受け取る変数へのポインタです。 

以下の値が返却されます。 

ARMCLAPI_GROUP_STATUS_RUNNING 正常動作中 

ARMCLAPI_GROUP_STATUS_MISS 資源獲得に失敗

ARMCLAPI_GROUP_STATUS_STOPPED 停止中 

[o] lpdwStatusEx 

ARMCLAPI_GROUP_STATUS_FAILOVER  フェイルオーバ

処理中 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期化

されていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できま

せん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 
ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND 指定フェイルオーバグループ名が存在しま

せん。 
ARMCLAPI_ERR_SERVER_NOT_FOUND ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND の

別名です。CLUSTERPRO Ver3.0以前との互

換性のために定義されています。 
  
  
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 
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説明 

本関数は、クラスタ名，本来動作しているサーバのコンピュータ名から、サーバの状態を問い合わせます。 

正常動作中とは、フェイルオーバグループが、クライアントから接続可能なサーバのいずれかで正常に動作している状

態です。どのサーバで動作しているかは、ArmClientGetComputerName等で問い合わせてください。 

資源獲得に失敗とは、動作中であるが、切替ディスクの接続失敗など、クラスタ資源の獲得に失敗している状態です。 

停止中とは、フェイルオーバグループが、クライアントから接続可能なサーバのいずれでも動作していない状態です。

フェイルオーバ処理実行中を除きます。以下の場合は停止中となります。 

・ フェイルオーバグループが移動可能なサーバが全て正常動作していない場合（サーバが停止あるいはダウン状態、

CLUSTERPROが動作していない状態、クラスタから切り離された状態） 

・ フェイルオーバグループが停止された状態 

・ フェイルオーバグループが動作しているサーバとクライアントとの間のネットワーク経路の異常 

フェイルオーバ処理中とは、フェイルオーバグループが動作していたサーバのダウンやフェイルオーバグループの異常

を検出してから、もう一方のサーバでの引き継ぎ処理が完了するまでの間です。また、CLUSTERPROマネージャからフェ

イルオーバグループの移動を実行した場合は、移動を開始してから移動が完了するまでの間はフェイルオーバ処理中に

なります。 
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6.1.2.6 ArmClientGetServerStatusEx － フェイルオーバグループの詳細な動作状態の取

得 
 

プライマリサーバ名→フェイルオーバグループ名 ARM3.0 との互換性のためにのみ提供
 

 

概要 

フェイルオーバグループの状態を取得します。 

CLUSTERPRO Ver3.0との互換性のためにのみ提供する関数です。ArmClientGetGroupStatusExと関数名以外は全く同一で

す。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetServerStatusEx( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPCTSTR  lpszGroupName, 
LPDWORD  lpdwStatusEx 

) 

 

互換性留意事項 

CLUSTERPRO Ver3.0以前では、クラスタ名とプライマリサーバ名を入力パラメータとしていました。 

CLUSTERPRO Ver3.0互換運用では、プライマリサーバ名とフェイルオーバグループ名は同一のため、アプリケーションの

変更は不要です。 

片方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラスタ、パラレルクラスタでは、プライマリサーバ名とフェイルオー

バグループ名は一般的に異なりますので注意が必要です。 

 

参照 

ArmClientGetGroupStatusEx 

 

 



174 

6.1.3 フェイルオーバグループ監視 
 

フェイルオーバグループの状態を監視します。フェイルオーバグループの起動及び停止、フェイルオーバの開始

及び完了、フェイルオーバグループ移動の開始及び完了、サーバとクライアント間のネットワーク経路の異常発

生及び回復などで、グループの状態が変更された場合に、CLUSTERPROクライアントから通知を受け取るAPIを提

供します。CLUSTERPROクライアントは、以下の契機でフェイルオーバに関する情報の通知を行います。 

 

クライアントAPIイベント クラスタイベント 

ARMCLAPI_EVENT_FAILOVER_START ・サーバダウンによるフェイルオーバの開始 

・アプリケーション・サービス異常によるフェイルオー

バの開始 

・フェイルオーバグループ移動の開始 

・ネットワークの切り替え開始 

ARMCLAPI_EVENT_FAILOVER_END ・サーバダウンによるフェイルオーバの完了 

・アプリケーション・サービス異常によるフェイルオー

バの開始 

・フェイルオーバグループ移動の完了 

・ネットワークの切り替え完了 

ARMCLAPI_EVENT_SHUTDOWN ・クラスタシャットダウンによるフェイルオーバグルー

プの停止 

・ユーザの指示によるフェイルオーバグループの停止 

・ネットワークの異常検出 

ARMCLAPI_EVENT_BOOT ・サーバ起動によるフェイルオーバグループの起動 

・ユーザの指示によるフェイルオーバグループの起動 

・ネットワークの回復検出 

 

また、各イベントと共に通知されるのは、以下の情報です。 

* ARMCLAPI_EVENT_FAILOVER_START, ARMCLAPI_EVENT_SHUTDOWN 
+ フェイルオーバ・停止が発生したクラスタ名 

+ フェイルオーバ・停止するフェイルオーバグループ名 

+ フェイルオーバ・停止するグループに割り付けられた仮想IPアドレス 

+ フェイルオーバ・停止時にグループが動作していたサーバのコンピュータ名 

+ フェイルオーバ・停止時にグループが動作していたサーバの実IPアドレス 

* フェイルオーバ完了時、クラスタ起動時 

+ フェイルオーバ・起動が発生したクラスタ名 

+ フェイルオーバ・起動したフェイルオーバグループ名 

+ フェイルオーバ・起動したフェイルオーバグループに割り付けられた仮想IPアドレス 

+ フェイルオーバ・起動でグループが動作しているサーバのコンピュータ名 

+ フェイルオーバ・起動でグループが動作しているサーバの実IPアドレス 
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6.1.3.1 ArmClientStartWatchFailoverEx － フェイルオーバグループの監視 
 

プライマリサーバ名→フェイルオーバグループ名 フェイルオーバ要因・フェイルオーバ単位の追加
 

 

概要 

フェイルオーバの発生/完了などの、フェイルオーバグループの状態変化の監視を開始します。グループの状態変化を検

出した時に、登録されたコールバック関数を呼び出します。 

形式 

BOOL ArmClientStartWatchFailoverEx( 

DWORD dwHandle 
LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPCTSTR  lpszGroupName, 
WATCHFAILOVERPROC  WatchFailoverProc, 
LPDWORD  lpdwWatchId 
LPDWORD  lpdwStatusEx 

) 

 

パラメータ 

[i] dwHandle CLUSTERPROクライアントAPIハンドル 

[i] lpszClusterName 監視するフェイルオーバグループが属するクラスタ名を指定する、NULL

で終了する文字列へのポインタです。 

ロ ー カ ル サ ー バ の ク ラ ス タ を 指 定 す る 場 合 は 、 定数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTERを指定することができます。この場合、

ロ ー カ ル サ ー バ が ク ラ ス タ サ ー バ で な け れ ば エ ラー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[i] lpszGroupName 監視するフェイルオーバグループ名を指定する、NULLで終了する文字列

へのポインタです。 

[i] WatchFailoverProc failoverの発生/完了を検出した時に呼び出される、アプリケーション定

義のコールバック関数のアドレスです。 

（WatchFailoverProc関数参照） 

[o] lpdwWatchId 監視IDを受け取る変数へのポインタです。 

[o] lpdwStatusEx 監視を開始した時のフェイルオーバグループの状態です。

ArmClientGetGroupStatusExで返却するものと同じです。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期化

されていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できま

せん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 
ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND 
  

指定フェイルオーバグループ名が存在しま

せん。 
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ARMCLAPI_ERR_SERVER_NOT_FOUND ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND の

別名です。CLUSTERPRO Ver3.0以前との互

換性のために定義されています。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_HANDLE ハンドルが不正です。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

   

説明 

本関数は、フェイルオーバグループの状態変化の監視を開始します。監視する状態変化は、以下の通りで

す。 

* フェイルオーバの開始 

* フェイルオーバの完了 

* フェイルオーバグループ移動の開始 

* フェイルオーバグループ移動の完了 

* フェイルオーバグループの起動 

* フェイルオーバグループの停止 

* サーバクライアント間のネットワークの切り替え開始 

* サーバクライアント間のネットワークの切り替え完了 

* サーバクライアント間のネットワークの異常検出 

* サーバクライアント間のネットワークの回復検出 

本関数は、アプリケーション定義のコールバック関数WatchFailoverProcを登録した後、直ちに本関数を呼

び出したアプリケーションプロセスに制御を戻します。コールバック関数は、CLUSTERPROクライアントに

よりフェイルオーバグループの状態の変化が検出された時に、非同期に呼び出されます。 

 

互換性留意事項 

CLUSTERPRO Ver3.0以前では、クラスタ名とプライマリサーバ名を入力パラメータとしていました。 

CLUSTERPRO Ver3.0互換運用では、プライマリサーバ名とフェイルオーバグループ名は同一のため、アプリケーションの

変更は不要です。 

片方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラスタ、パラレルクラスタでは、プライマリサーバ名とフェイルオー

バグループ名は一般的に異なりますので注意が必要です。 

 

参照 

ArmClientCancelWatchFailover , WatchFailoverProc,ArmClientGetServerStatusEx 
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6.1.3.2 ArmClientCancelWatchFailoverEx － フェイルオーバグループ監視の中止 
 

ARM1.1 より変更なし
 

 

概要 

ArmClientStartWatchFailoverEx関数によるフェイルオーバグループの発生/完了の監視を中止します。 

 

形式 

BOOL ArmClientCancelWatchFailoverEx( 

DWORD  dwWatchId 
) 

 

パラメータ 

[i] dwWatchId ArmClientStartWatchFailover関数で返却された監視IDを指定します。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期化さ

れていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できませ

ん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_ID 指定した監視IDが不正です。 

   
説明 

本関数は、dwWatchIdで識別されるArmClientStartWatchFailover関数によるフェイルオーバグループの監視を中止しま

す。 

 

参照 

ArmClientStartWatchFailover 
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6.1.3.3 WatchFailoverProc － フェイルオーバグループ監視用コールバック関数 
 

ARM1.1 より変更なし
 

 

概要 

ArmClientStartWatchFailoverEx関数により登録され、フェイルオーバグループの状態変更時に呼び出される、

アプリケーション定義のコールバック関数です。 

 

形式 

VOID CALLBACK WatchFailoverProc( 

DWORD  dwEventId, 
DWORD  dwWatchId, 
LPARMCLAPI_FAILOVER_INFO  lpArmFailoverInfoEx 

)   

 

パラメータ 

[i] dwEventId 検出されたイベントの通し番号です。 

[i] dwWatchId 対応するArmClientStartWatchFailover関数を識別する監視IDです。 

[i] lpArmFailoverInfoEx failover情報がセットされたARMCLAPI_FAILOVER_INFO構造体へのポイ

ンタです。 

 

戻り値 

なし 

 

説明 

本関数は、ArmClientStartWatchFailoverEx関数により登録される、アプリケーション定義のコールバック関数

であり、CLUSTERPROクライアントがフェイルオーバグループの状態の変更を検出した時に呼び出されます。 

本関数の関数名“WatchFailoverProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

互換性留意事項 

CLUSTERPRO Ver3.0以前では、ARMCLAPI_FAILOVER_INFOでイベントに対応したプライマリサーバ名が渡されました。

CLUSTERPRO Ver4.x以降では、このメンバにはフェイルオーバグループ名が入ります。 

CLUSTERPRO Ver3.0互換運用では、プライマリサーバ名とフェイルオーバグループ名は同一のため、アプリケーションの

変更は不要です。 

片方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラスタ、パラレルクラスタでは、プライマリサーバ名とフェイルオー

バグループ名は一般的に異なりますので注意が必要です。 

 

参照 

ArmClientStartWatchFailoverEx,ArmClientCancelWatchFailoverEx,ARMCLAPI_FAILOVER_INFO構造体 
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6.1.4 サーバ状態問い合わせ 
 

サーバの状態を問い合わせるAPIを提供します。問い合わせのキーは、クラスタ名とサーバ名の組み合わせです。 
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6.1.4.1 ArmClientGetClusterServerStatus － サーバの動作状態の取得 
 

ARM4.0 新規
 

 

概要 

サーバの動作状態を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetClusterServerStatus( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPCTSTR  lpszServerName, 
LPDWORD  lpdwServerStatus 

) 

 

パラメータ 

[I] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

ロ ー カ ル サ ー バ の ク ラ ス タ を 指 定 す る 場 合 は 、 定 数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTERを指定することができます。この場合、ローカル

サ ー バ が ク ラ ス タ サ ー バ で な け れ ば エ ラ ー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[I] lpszServerName サーバ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

動作状態を受け取る変数へのポインタです。 

以下の値が返却されます。 

ARMCLAPI_SERVER_STATUS_SINGLE_SERVE
R 

クラスタに未登録のシン

グルサーバとして動作し

ています。 

ARMCLAPI_SERVER_STATUS_CLUSTER クラスタとして正常に動

作しています。 

ARMCLAPI_SERVER_STATUS_OFF_CLUSTER クラスタには登録されて

いるが、クラスタから切

り離されて動作していま

す。 

ARMCLAPI_SERVER_STATUS_STOPPED 停止状態です。 

ARMCLAPI_SERVER_STATUS_DOWN ダウン状態です。 

ARMCLAPI_SERVER_STATUS_RECOVERSING フェイルオーバ処理中で

す。 

上記の状態に、次の状態がbit論理和で組み合わされます。 

 ARMCLAPI_SERVER_STATUS_BACKUP 他サーバからフェイル

オーバした資源がありま

す。 

 ARMCLAPI_SERVER_STATUS_FAIL 他サーバへフェイルオー

バした資源があります。

 ARMCLAPI_SERVER_STATUS_MISS 接続に失敗した資源があ

ります。 

[o] lpdwServerStatus 

 例えばクラスタとして正常に動作しているかどうかを調べるためには、

lpdwServerStatus & ARMCLAPI_SERVER_STATUS_CLUSTERの値が0
かどうかで判定することができます。 
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戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期化

されていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できま

せん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 
ARMCLAPI_ERR_SERVER_NOT_FOUND 指定サーバが存在しません。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

 

説明 

本関数は、サーバの状態を問い合わせます。 
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6.1.5 クラスタ情報の取得 
 

クラスタの情報を取得します。 
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6.1.5.1 ArmClientEnumCluster － 登録されたクラスタの列挙 
 

ARM4.0 新規
 

 

概要 

クライアントに登録されたクラスタを列挙します。 

 

形式 

BOOL ArmClientEnumCluster ( 

CLIENTENUMCLUSTERPROC  EnumClusterProc, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] EnumClusterProc クラスタ名を受け取る、アプリケーション定義のコールバック関数のアドレ

スです。 

（EnumClusterProc関数参照） 

 

[i] lParam コールバック関数に渡される、アプリケーション定義の32ビット値です。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期化され

ていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できませ

ん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエラー

が発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却されま

した。 
   

説明 

本関数は、クライアントに登録されたクラスタを列挙します。本関数は、アプリケーション定義のコールバック関数

EnumClusterProcを順次呼び出し、各クラスタ名を渡します。本関数は、クラスタをすべて列挙するか、またはコールバッ

ク関数がFALSEを返却するまで、列挙を続けます。 

 

参照 

EnumClusterProc 
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6.1.5.2 EnumClusterProc － クラスタ列挙用コールバック関数 
 

ARM4.0 新規
 

 

概要 

ArmClientEnumCluster関数で列挙されるクラスタ名を受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。 

 

形式 

BOOL CALLBACK EnumClusterProc ( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を示す、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lParam ArmClientEnumServer関数で指定されたアプリケーション定義の値です。 

 

戻り値 

TRUE 列挙を続ける場合に返却します。 

FALSE 列挙を止める場合に返却します。 

 

説明 

EnumClusterProc関数は、 ArmClientEnumCluster関数の実行結果として、クラスタ名を受け取るための、アプリケーショ

ン定義のコールバック関数です。列挙が完了するか、または本関数でFALSEを返却するまで、クラスタ名が本関数に順次

受け渡されます。 

アプリケーションは、ArmClientEnumCluster関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりません。 

本関数に渡されるlpszClusterNameの指す文字列の内容は、本関数をリターンするまでの間でのみ有効です。これらの文

字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列の内容を別の記憶領域へコピーしてください。 

本関数の関数名“EnumClusterProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

ArmClientEnumCluster 
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6.1.5.3 ArmClientEnumServer － クラスタに所属するサーバの列挙 
 

クラスタ名に NULL 指定可能
 

 

概要 

クラスタに所属するサーバを列挙します。 

形式 

BOOL ArmClientEnumServer ( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
ENUMSERVERPROC  EnumServerProc, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

NULLあるいは空文字列を指定した場合は、登録された全てのクラスタが対象

となります。 

ロ ー カ ル サ ー バ の ク ラ ス タ を 指 定 す る 場 合 は 、 定 数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTERを指定することができます。この場合、ロー

カ ル サ ー バ が ク ラ ス タ サ ー バ で な け れ ば エ ラ ー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[i] EnumServerProc サーバのコンピュータ名を受け取る、アプリケーション定義のコールバック

関数のアドレスです。（EnumServerProc関数参照） 

[i] lParam コールバック関数に渡される、アプリケーション定義の32ビット値です。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期化

されていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できま

せん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 
ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 
ARMCLAPI_ERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却さ

れました。 
   

説明 

本関数は、指定したクラスタを構成するクサーバを列挙します。本関数は、アプリケーション定義のコールバック関数

EnumServerProcを順次呼び出し、各サーバのコンピュータ名を渡します。本関数は、サーバをすべて列挙するか、また

はコールバック関数がFALSEを返却するまで、列挙を続けます。 
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参照 

EnumServerProc 
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6.1.5.4 EnumServerProc － サーバ列挙用コールバック関数 
 

ARM1.1 より変更なし
 

 

概要 

ArmClientEnumServer関数で列挙されるサーバのコンピュータ名を受け取るための、アプリケーション定義のコールバッ

ク関数です。 

 

形式 

BOOL CALLBACK EnumServerProc ( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPCTSTR  lpszServerName, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を示す、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lpszServerName サーバのコンピュータ名を示す、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lParam ArmClientEnumServer関数で指定されたアプリケーション定義の値です。 

 

戻り値 

TRUE 列挙を続ける場合に返却します。 

FALSE 列挙を止める場合に返却します。 

 

説明 

EnumServerProc関数は、 ArmClientEnumServer関数の実行結果として、クラスタを構成するサーバのコンピュータ名を

受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。サーバの列挙が完了するか、または本関数でFALSE

を返却するまで、サーバのコンピュータ名が本関数に順次受け渡されます。 

アプリケーションは、ArmClientEnumServer関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりません。 

本関数に渡されるlpszClusterName, lpszServerNameの指す文字列の内容は、本関数をリターンするまでの間でのみ有効

です。これらの文字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列の内容を別の記憶領域へコピーしてく

ださい。 

本関数の関数名“EnumServerProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

ArmClientEnumServer 
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6.1.5.5 ArmClientEnumGroup － クラスタに所属するフェイルオーバグループの列挙 
 

ARM4.0 新規
 

 

概要 

クラスタに所属するフェイルオーバグループを列挙します。 

 

形式 

BOOL ArmClientEnumGroup ( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
ENUMGROUPPROC  EnumGroupProc, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

NULLあるいは空文字列を指定した場合は、登録された全てのクラスタが対象

となります。 

ロ ー カ ル サ ー バ の ク ラ ス タ を 指 定 す る 場 合 は 、 定 数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTERを指定することができます。この場合、ロー

カ ル サ ー バ が ク ラ ス タ サ ー バ で な け れ ば エ ラ ー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[i] EnumGroupProc フェイルオーバグループ名を受け取る、アプリケーション定義のコールバッ

ク関数のアドレスです。 

（EnumGroupProc関数参照） 

 

[i] lParam コールバック関数に渡される、アプリケーション定義の32ビット値です。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期化さ

れていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できませ

ん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 
ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 
ARMCLAPI_ERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却され

ました。 
   



189 

説明 

本関数は、指定したクラスタに属するフェイルオーバグループを列挙します。本関数は、アプリケーション定義のコー

ルバック関数EnumGroupProcを順次呼び出し、各フェイルオーバグループ名を渡します。本関数は、フェイルオーバグルー

プをすべて列挙するか、またはコールバック関数がFALSEを返却するまで、列挙を続けます。 

 

参照 

EnumGroupProc 
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6.1.5.6 EnumGroupProc － フェイルオーバグループ列挙用コールバック関数 
 

ARM4.0 新規
 

 

概要 

ArmClientEnumGroup関数で列挙されるフェイルオーバグループ名を受け取るための、アプリケーション定義のコール

バック関数です。 

 

形式 

BOOL CALLBACK EnumGroupProc ( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPCTSTR  lpszGroupName, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を示す、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を示す文字列へのポインタです。 

[i] lParam ArmClientEnumServer関数で指定されたアプリケーション定義の値です。 

 

戻り値 

TRUE 列挙を続ける場合に返却します。 

FALSE 列挙を止める場合に返却します。 

 

説明 

EnumGroupProc関数は、 ArmClientEnumGroup関数の実行結果として、クラスタを構成するサーバのコンピュータ名を受

け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。サーバの列挙が完了するか、または本関数でFALSEを返

却するまで、フェイルオーバグループ名が本関数に順次受け渡されます。 

アプリケーションは、ArmClientEnumGroup関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりません。 

本関数に渡されるlpszClusterName, lpszGroupNameの指す文字列の内容は、本関数をリターンするまでの間でのみ有効

です。これらの文字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列の内容を別の記憶領域へコピーしてく

ださい。 

本関数の関数名“EnumGroupProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

ArmClientEnumGroup 
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6.1.5.7 ArmClientGetClusterFromClusterServer － サーバが所属するクラスタ名の取得 
 

ARM1.1 より変更なし
 

 

概要 

サーバ名から、そのサーバが所属するクラスタのクラスタ名を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetClusterFromClusterServer( 

LPCSTR     lpszServerName, 
LPSTR      lpszClusterName 
LPDWORD  lpcchClusterName 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszServerName サーバ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

[o] lpszClusterName 現在動作しているサーバのコンピュータ名（終端のNULL文字を含む）を

受け取るバッファへのポインタです。 

[io] lpcchClusterName lpszClusterNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数へのポ

インタです。関数のリターン時には、バッファに格納された文字数（終

端のNULL文字を含まない）がセットされます。指定バッファサイズが小

さすぎた場合には、必要な文字数（終端のNULL文字を含む）がセットさ

れ、拡張エラー情報でARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALLが返却

されます。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期化さ

れていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できませ

ん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_SERVER_NOT_FOUND 指定されたサーバ名がみつかりません。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 
   

説明 

本関数は、サーバ名から、そのサーバが属しているクラスタ名を問い合わせます。ただし、複数のクラスタに同一の名

前のサーバ名が存在する場合は、どのクラスタ名を返却するかは保証しません。 
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6.1.5.8 ArmClientGetClusterFromGroup － フェイルオーバグループが所属するクラスタ

名の取得 
 

ARM4.0 新規
 

 

概要 

フェイルオーバグループ名から、そのサーバが所属するクラスタのクラスタ名を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetClusterFromGroup( 

LPCSTR     lpszGroupName, 
LPSTR      lpszClusterName 
LPDWORD  lpccsClusterName 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポイ

ンタです。 

[o] lpszClusterName クラスタ名（終端のNULL文字を含む）を受け取るバッファへのポインタ

です。 

[io] lpcchClusterName lpszClusterNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数へのポ

インタです。関数のリターン時には、バッファに格納された文字数（終

端のNULL文字を含まない）がセットされます。指定バッファサイズが小

さすぎた場合には、必要な文字数（終端のNULL文字を含む）がセットさ

れ、拡張エラー情報でARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALLが返却

されます。 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期化さ

れていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できませ

ん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND 指定されたフェイルオーバグループ名がみつ

かりません。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

   
説明 

本関数は、フェイルオーバグループ名から、そのサーバが属しているクラスタ名を問い合わせます。ただし、複数のク

ラスタに同一の名前のフェイルオーバグループ名が存在する場合は、どのクラスタ名を返却するかは保証しません。 
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6.1.5.9 ArmClientGetClusterFromServer － フェイルオーバグループが所属するクラスタ

名の取得 
 

プライマリサーバ名→フェイルオーバグループ名 ARM3.0 との互換性のためにのみ提供
 

 

 

概要 

フェイルオーバグループ名から、そのサーバが所属するクラスタのクラスタ名を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetClusterFromServer( 

LPCSTR     lpszGroupName, 
LPSTR      lpszClusterName 
LPDWORD  lpccsClusterName 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポイ

ンタです。 

[o] lpszClusterName クラスタ名（終端のNULL文字を含む）を受け取るバッファへのポインタ

です。 

[io] lpcchClusterName lpszClusterNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数へのポ

インタです。関数のリターン時には、バッファに格納された文字数（終

端のNULL文字を含まない）がセットされます。指定バッファサイズが小

さすぎた場合には、必要な文字数（終端のNULL文字を含む）がセットさ

れ、拡張エラー情報でARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALLが返却

されます。 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期化さ

れていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できませ

ん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND 指定されたフェイルオーバグループ名がみつ

かりません。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

   
説明 

本関数は、フェイルオーバグループ名から、そのサーバが属しているクラスタ名を問い合わせます。ただし、複数のク

ラスタに同一の名前のフェイルオーバグループ名が存在する場合は、どのクラスタ名を返却するかは保証しません。 
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6.1.5.10 ArmClientEnumServerFromGroup － フェイルオーバグループが移動可能なサーバ

の列挙 
 

ARM4.0 新規
 

 

概要 

フェイルオーバグループが移動可能サーバを列挙します。 

 

形式 

BOOL ArmClientEnumServerFromGroup ( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPCTSTR  lpszGroupName, 
ENUMSERVERFROMGROUPPROC  EnumServerFromGroupProc, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。

ローカルサーバのクラスタを指定する場合は、定数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTERを指定することができます。この

場合、ローカルサーバがクラスタサーバでなければエラー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を指定する、NULLで終了する文字列への

ポインタです。 

[i] EnumServerFromGroupProc サーバのコンピュータ名を受け取る、アプリケーション定義のコー

ルバック関数のアドレスです。 

（EnumServerFromGroupProc関数参照） 

[i] lParam コールバック関数に渡される、アプリケーション定義の32ビット値

です。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期化

されていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できま

せん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 
ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 
ARMCLAPI_ERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却さ

れました。 
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説明 

本関数は、指定したフェイルオーバグループが移動可能なサーバを列挙します。本関数は、アプリケーション定義のコー

ルバック関数EnumServerFromGroupProcを順次呼び出し、各サーバのコンピュータ名を渡します。本関数は、サーバをす

べて列挙するか、またはコールバック関数がFALSEを返却するまで、列挙を続けます。 

列挙の順は、フェイルオーバグループのフェイルオーバポリシーの優先度が高いサーバから順に列挙されます。 

 

参照 

EnumServerFromGroupProc 
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6.1.5.11 EnumServerFromGroupProc － サーバ列挙用コールバック関数 
 

ARM4.0 新規
 

 

概要 

ArmClientEnumServerFromGroup関数で列挙されるサーバのコンピュータ名を受け取るための、アプリケーション定義の

コールバック関数です。 

 

形式 

BOOL CALLBACK EnumServerFromGroupProc ( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPCTSTR  lpszGroupName, 
LPCTSTR  lpszServerName, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を示す、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を示す、NULLで終わる文字列へのポインタです。

[i] lpszServerName サーバのコンピュータ名を示す、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lParam ArmClientEnumServer関数で指定されたアプリケーション定義の値です。 

 

戻り値 

TRUE 列挙を続ける場合に返却します。 

FALSE 列挙を止める場合に返却します。 

 

説明 

EnumServerFromGroupProc関数は、 ArmClientEnumServerFromGroup関数の実行結果として、フェイルオーバグループが

移動可能なサーバのコンピュータ名を受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。サーバの列挙

が完了するか、または本関数でFALSEを返却するまで、サーバのコンピュータ名が本関数に順次受け渡されます。 

アプリケーションは、ArmClientEnumServerFromGroup関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりません。 

本関数に渡されるlpszClusterName, lpszGroupName,lpszServerNameの指す文字列の内容は、本関数をリターンするまで

の間でのみ有効です。これらの文字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列の内容を別の記憶領域

へコピーしてください。 

本関数の関数名“EnumServerFromGroupProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

ArmClientEnumServerFromGroup 
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6.1.6 仮想 IP アドレス 
 

仮想IPアドレスから、クラスタ名及びフェイルオーバグループ名を取得します。また、仮想IPアドレスの列挙を

行います。 
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6.1.6.1 ArmClientGetGroupFromVirtualIP － 仮想 IP アドレスが所属しているフェイル

オーバグループ名の取得 
 

ARM4.0 新規
 

 

概要 

仮想IPアドレスが所属しているクラスタ名及びフェイルオーバグループ名を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetGroupFromVirtualIP ( 

DWORD   dwVirtualIP, 
LPTSTR   lpszClusterName, 
LPDWORD lpcchClusterName 
LPTSTR   lpszGroupName, 
LPDWORD lpcchGroupName 

) 

 

パラメータ 

[i] dwViatualIP 仮想IPアドレス。ネットワークバイトオーダで指定します。 

[o] lpszClusterName クラスタ名（終端のNULL文字を含む）を受け取るバッファへのポイン

タ。 

[io] lpcchClusterName lpszClusterNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数への

ポインタ。関数のリターン時にはバッファに格納された文字数（終端

のNULL文字を含まない）がセットされます。指定バッファサイズが小

さすぎた場合には、必要な文字数（終端のNULL文字を含む）がセット

され、拡張エラー情報でARMERROR_BUFFER_TOO_SMALLが返却されます。

[o] lpszGroupName 仮想IPアドレスが所属しているフェイルオーバグループ名（終端の

NULL文字を含む）を受け取るバッファへのポインタ。 

[io] lpcchGroupName lpszGroupNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数へのポ

インタ。関数のリターン時にはバッファに格納された文字数（終端の

NULL文字を含まない）がセットされます。指定バッファサイズが小さ

すぎた場合には、必要な文字数（終端のNULL文字を含む）がセットさ

れ、拡張エラー情報でARMERROR_BUFFER_TOO_SMALLが返却されます。

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 
FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報を返却します。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIの初期化

処理が行われていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できま

せん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALL 文字列を格納するバッファのサイズが小さ

すぎます。 
  
  
  
ARMCLAPI_ERR_VIRTUALIP_NOT_FOUND 指定仮想IPアドレスが存在しません。 
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ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

   

説明 

本関数は仮想IPアドレスを指定して、それに対応するクラスタ名及びフェイルオーバグループ名を取得します。クラス

タ名をバッファlpszClusterNameに格納します。フェイルオーバグループ名をlpszGroupNameに格納します。仮想IPアド

レスを監視する場合には、まずこの関数でクラスタ名及びフェイルオーバグループ名を得ます。そして、それを、フェ

イルオーバグループの状態監視開始の入力パラメータとして使用することで、監視が開始されます。 
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6.1.6.2 ArmClientGetPrimaryServerFromVirtualIP － 仮想IPアドレスが所属している

フェイルオーバグループ名の取得 
 

プライマリサーバ名→フェイルオーバグループ名 ARM3.0 との互換性のためにのみ提供
 

 

概要 

仮想IPアドレスを指定して、所属しているクラスタ名及びフェイルオーバグループ名を取得します。 CLUSTERPRO Ver3.0

との互換性のためにのみ提供する関数です。ArmClientGetGroupFromVirtulaIPと関数名以外は全く同一です。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetPrimaryServerFromVirtualIP ( 

DWORD   dwVirtualIP, 
LPTSTR   lpszClusterName, 
LPDWORD lpcchClusterName 
LPTSTR   lpszGroupName, 
LPDWORD lpcchGroupName 

) 

 

互換性留意事項 

CLUSTERPRO Ver3.0以前では、本関数ではクラスタ名とプライマリサーバ名が取得されました。CLUSTERPRO Ver4.x以降

では、プライマリサーバ名の代わりにフェイルオーバグループ名が取得されます。。 

CLUSTERPRO Ver3.0互換運用では、プライマリサーバ名とフェイルオーバグループ名は同一のため、アプリケーションの

変更は不要です。 

片方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラスタ、パラレルクラスタでは、プライマリサーバ名とフェイルオー

バグループ名は一般的に異なりますので注意が必要です。本関数で得られたフェイルオーバグループ名をそのまま状態

取得や監視に使用する場合は、状態取得関数及び監視関数も同様にプライマリサーバ名がフェイルオーバグループ名に

変更されていますので、アプリケーションの変更は不要です。 

 

参照 

ArmClientGetGroupFromVirtualIP 
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6.1.6.3 ArmClientGetClusterNameFromVirtualIP － 仮想 IP の属しているクラスタ名の取

得 
 

ARM1.1 より変更なし ARM3.0 との互換性のためにのみ提供
 

 

概要 

仮想IPアドレスを指定して、クラスタ名を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetClusterNameFromVirtualIP ( 

DWORD   dwVirtualIP, 
LPTSTR   lpszClusterName, 
LPDWORD lpcchClusterName 

) 

 

パラメータ 

[i] DwViatualIP 仮想IPアドレス。ネットワークバイトオーダで指定します。 

[o] LpszClusterName クラスタ名（終端のNULL文字を含む）を受け取るバッファへのポインタ。 

 

[io] LpcchClusterName lpszClusterNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数へのポイン

タ。関数のリターン時にはバッファに格納された文字数（終端のNULL文字を

含まない）がセットされます。指定バッファサイズが小さすぎた場合には、

必要な文字数（終端のNULL文字を含む）がセットされ、拡張エラー情報で

ARMERROR_BUFFER_TOO_SMALLが返却されます 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 
FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報を返却します。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIの初期化

処理が行われていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できま

せん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_VIRTUALIP_NOT_FOUND 指定仮想IPアドレスが存在しません。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

   

説明 

本関数は指定した仮想IPアドレスが属するクラスタのクラスタ名を取得し、バッファlpszClusterNameに格納します。本

関数はCLUSTERPRO Ver1.0との互換性のために用意されています。ArmClientGetGroupFromVirtualIPの機能の完全なサブ

セットであるため、ArmClientGetGroupFromVirtualIPを使用することを推奨します。 
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参照 

ArmCliengGetGroupFromVirtualIP 
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6.1.6.4 ArmClientEnumVirtualIP － 仮想 IP アドレスの列挙 
 

ARM4.0 新規
 

 

概要 

クラスタに所属する仮想IPアドレスを列挙します。 

 

形式 

BOOL ArmClientEnumVirtualIP ( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPCTSTR  lpszGroupName 
ENUMVIRTUALIPPROC  EnumVirtualIPProc, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

NULLあるいは空文字列を指定した場合は、登録された全てのクラスタが対象

となります。 

ロ ー カ ル サ ー バ の ク ラ ス タ を 指 定 す る 場 合 は 、 定 数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTERを指定することができます。この場合、ロー

カ ル サ ー バ が ク ラ ス タ サ ー バ で な け れ ば エ ラ ー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[i] LpszGroupName 仮想IPアドレスが所属するフェイルオーバグループ名を指定する、NULLで終

了する文字列へのポインタです。 

NULLあるいは空文字列を指定すると、クラスタに属する全てのグループが列

挙の対象となります。 

[i] EnumVirtualIPProc フェイルオーバグループ名を受け取る、アプリケーション定義のコールバッ

ク関数のアドレスです。（EnumVirtualIPProc関数参照） 

[i] LParam コールバック関数に渡される、アプリケーション定義の32ビット値です。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 
FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期化

されていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できま

せん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 
ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 
ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND フェイルオーバグループ名が存在しません。
ARMCLAPI_ERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却さ

れました。 
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説明 

本関数は、指定したクラスタ、フェイルオーバグループに属する仮想IPアドレスを列挙します。本関数は、アプリケー

ション定義のコールバック関数EnumVirtualIPProcを順次呼び出し、各仮想IPアドレスを渡します。本関数は、仮想IP

アドレスをすべて列挙するか、またはコールバック関数がFALSEを返却するまで、列挙を続けます。 

 

参照 

EnumVirtualIPProc 
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6.1.6.5 EnumVirtualIPProc － 仮想 IP アドレス列挙用コールバック関数 
 

ARM4.0 新規
 

 

概要 

ArmClientEnumVirtualIP関数で列挙される仮想IPアドレスを受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関

数です。 

 

形式 

BOOL CALLBACK EnumVirtualIPProc ( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPCTSTR  lpszGroupName, 
DWORD   dwVirtualIP 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を示す、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を示す文字列へのポインタです。 

[i] dwVirtualIP 仮想IPアドレスです。ネットワークバイトオーダで格納されます。 

[i] lParam ArmClientEnumServer関数で指定されたアプリケーション定義の値です。 

 

戻り値 

TRUE 列挙を続ける場合に返却します。 

FALSE 列挙を止める場合に返却します。 

 

説明 

EnumVirtualIPProc関数は、 ArmClientEnumVirtualIP関数の実行結果として、クラスタに登録されている仮想IPアドレ

スを受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。仮想IPアドレスの列挙が完了するか、または本

関数でFALSEを返却するまで、フェイルオーバグループ名が本関数に順次受け渡されます。 

アプリケーションは、ArmClientEnumVirtualIP関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりません。 

本関数に渡されるlpszClusterName, lpszGroupNameの指す文字列の内容は、本関数をリターンするまでの間でのみ有効

です。これらの文字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列の内容を別の記憶領域へコピーしてく

ださい。 

本関数の関数名“EnumViatualIPProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

ArmClientEnumVirtualIP 
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6.1.6.6 ArmClientGetIPaddrFromVirtualIP － 仮想 IP アドレスからの実 IP アドレスの取

得 
 

ARM1.1 より変更なし
 

 

概要 

接続するサーバの実IPアドレスを取得します。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetIPaddrFromVirtualIP( 

DWORD  dwVirtualIPaddr, 
LPDWORD  lpdwIPaddr 

) 

 

パラメータ 

[i] dwVirtualIPaddr 仮想IPアドレスです。ネットワークバイトオーダで指定します。 

[o] lpdwIPaddr IPアドレスを受け取る変数へのポインタです。 

IPアドレスはネットワークバイトオーダで格納されます。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期化

されていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できま

せん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_VIRTUALIP_NOT_FOUND 指定された仮想IPアドレスがみつかりませ

ん。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 
   

説明 

本関数は、仮想IPアドレスから、現在動作しているサーバの実IPアドレスを問い合わせます。 
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6.1.7 仮想コンピュータ名からの情報の取得 
 

仮想コンピュータ名から、クラスタ名及びフェイルオーバグループ名を取得します。 
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6.1.7.1 ArmClientGetGroupFromVirtualComputer － 仮想コンピュータ名が所属している

フェイルオーバグループ名の取得 
 

ARM4.0 新規
 

 

概要 

仮想コンピュータ名が所属しているクラスタ名及びフェイルオーバグループ名を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetGroupFromVirtualComputer ( 

LPCTSTR  lpszVirtualComputerName, 
LPTSTR   lpszClusterName, 
LPDWORD lpcchClusterName 
LPTSTR   lpszGroupName, 
LPDWORD lpcchGroupName 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszVirtualComputerName 仮想コンピュータ名。ネットワークバイトオーダで指定します。 

[o] lpszClusterName クラスタ名（終端のNULL文字を含む）を受け取るバッファへのポイン

タです。 

[io] lpcchClusterName lpszClusterNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数への

ポインタ。関数のリターン時にはバッファに格納された文字数（終端

のNULL文字を含まない）がセットされます。指定バッファサイズが小

さすぎた場合には、必要な文字数（終端のNULL文字を含む）がセット

され、拡張エラー情報でARMERROR_BUFFER_TOO_SMALLが返却されます。

[o] lpszGroupName 仮想IPアドレスが所属しているフェイルオーバグループ名（終端の

NULL文字を含む）を受け取るバッファへのポインタ。 

[io] lpcchGroupName lpszGroupNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数へのポ

インタです。関数のリターン時にはバッファに格納された文字数（終

端のNULL文字を含まない）がセットされます。指定バッファサイズが

小さすぎた場合には、必要な文字数（終端のNULL文字を含む）がセッ

トされ、拡張エラー情報でARMERROR_BUFFER_TOO_SMALLが返却されま

す。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 
FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報を返却します。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIの初期化処

理が行われていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できませ

ん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALL 文字列を格納するバッファのサイズが小さす

ぎます。 
ARMCLAPI_ERR_VCOM_NOT_FOUND 指定された仮想コンピュータ名が存在しませ

ん。 
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ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

   

説明 

本関数は仮想コンピュータ名を指定して、それに対応するクラスタ名及びフェイルオーバグループ名を取得します。ク

ラスタ名をバッファlpszClusterNameに格納します。フェイルオーバグループ名をlpszGroupNameに格納します。仮想コ

ンピュータ名を監視する場合には、まずこの関数でクラスタ名及びフェイルオーバグループ名を得ます。そして、それ

を、フェイルオーバグループの状態監視開始の入力パラメータとして使用することで、監視が開始されます。 
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6.1.7.2 ArmClientEnumVirtualComputer － 仮想コンピュータ名の列挙 
 

ARM4.0 新規
 

 

概要 

クラスタに所属する仮想コンピュータ名を列挙します。 

 

形式 

BOOL ArmClientEnumVirtualComputer( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPCTSTR  lpszGroupName 
ENUMVIRTUALCOMPUTERPROC  EnumVirtualComputerProc, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

NULLあるいは空文字列を指定した場合は、登録された全てのクラスタ

が対象となります。 

ローカルサーバのクラスタを指定する場合は、定数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTERを指定することができます。この場

合、ローカルサーバがクラスタサーバでなければエラー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[i] LpszGroupName 仮想コンピュータ名が所属するフェイルオーバグループ名を指定す

る、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

NULLあるいは空文字列を指定すると、クラスタに属する全てのグルー

プが列挙の対象となります。 

[i] EnumVirtualComputerProc 仮想コンピュータ名を受け取る、アプリケーション定義のコールバッ

ク関数のアドレスです。（EnumVirtualComputerProc関数参照） 

[i] Lparam コールバック関数に渡される、アプリケーション定義の32ビット値で

す。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期化

されていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できま

せん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 
ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 
ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND フェイルオーバグループ名が存在しません。
ARMCLAPI_ERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却さ

れました。 
   

説明 
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本関数は、指定したクラスタ、フェイルオーバグループに属する仮想コンピュータ名を列挙します。本関数は、アプリ

ケーション定義のコールバック関数EnumVirtualComputerProcを順次呼び出し、各仮想コンピュータ名を渡します。本関

数は、仮想コンピュータ名をすべて列挙するか、またはコールバック関数がFALSEを返却するまで、列挙を続けます。 

 

参照 

EnumVirtualComputerProc 
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6.1.7.3 EnumVirtualComputerProc － 仮想コンピュータ名列挙用コールバック関数 
 

ARM4.0 新規
 

 

概要 

ArmClientEnumVirtualComputer関数で列挙される仮想コンピュータ名を受け取るための、アプリケーション定義のコー

ルバック関数です。 

 

形式 

BOOL CALLBACK EnumVirtualComputerProc ( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPCTSTR  lpszGroupName, 
LPCTSTR  lpszVirtualComputer 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を示す、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を示す文字列へのポインタです。 

[i] lpszVirtualComputer 仮想コンピュータ名を示す文字列へのポインタです。 

[i] lParam ArmClientEnumServer関数で指定されたアプリケーション定義の値です。 

 

戻り値 

TRUE 列挙を続ける場合に返却します。 

FALSE 列挙を止める場合に返却します。 

 

説明 

EnumVirtualComputerProcは、 ArmClientEnumVirtualComputer関数の実行結果として、クラスタに登録されている仮想

コンピュータ名を受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。仮想コンピュータ名の列挙が完了

するか、または本関数でFALSEを返却するまで、仮想コンピュータ名が本関数に順次受け渡されます。 

アプリケーションは、ArmClientEnumVirtualComputer関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりません。 

本関数に渡されるlpszClusterName, lpszGroupNameの指す文字列の内容は、本関数をリターンするまでの間でのみ有効

です。これらの文字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列の内容を別の記憶領域へコピーしてく

ださい。 

本関数の関数名“EnumViatualComputerProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

ArmClientEnumVirtualComputer 
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6.1.8 論理サービス名 
 

論理サービスが設定されたフェイルオーバグループの一覧を取得します。 
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6.1.8.1 ArmClientEnumGroupFromLogicalService － 論理サービス名に対応するフェイル

オーバグループの列挙 
 

ARM4.0 新規
 

 

概要 

論理サービス名が登録されているフェイルオーバグループ名を列挙します。 

 

形式 

BOOL ArmClientEnumGroupFromLogicalService ( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPCTSTR  lpszLogicalServiceName, 
ENUMGROUPFROMLOGICALSERVICEPROC  EnumGroupFromLogicalServiceProc, 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポイン

タです。 

NULLあるいは空文字列を指定した場合は、登録された全て

のクラスタが対象となります。 

ローカルサーバのクラスタを指定する場合は、定数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTERを指定することができま

す。この場合、ローカルサーバがクラスタサーバでなけれ

ばエラー(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が
返却されます。 

 

[i] lpszLogicalServiceName 論理サービス名を指定する、NULLで終了する文字列へのポ

インタです。 

[i] EnumGroupFromLogicalServiceProc フェイルオーバグループ名を受け取る、アプリケーション

定義のコールバック関数のアドレスです。 

（EnumGroupFromLogicalServiceProc関数参照） 

[i] lParam コールバック関数に渡される、アプリケーション定義の32

ビット値です。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期

化されていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続でき

ません。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信で

エラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 
ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定されたクラスタ名が存在しません。 
ARMCLAPI_ERR_LOGICAL_SERVICE_NOT_FOUND 指定された論理サービス名が見つかりま

せん。 
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ARMCLAPI_ERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却

されました。 
   

説明 

本関数は、論理サービス名から、それに対応するフェイルオーバグループ名を列挙します。本関数は、アプリケーショ

ン定義のコールバック関数EnumGroupFromLogicalServiceProcを順次呼び出し、各サーバのコンピュータ名を渡します。

本関数は、該当するフェイルオーバグループをすべて列挙するか、またはコールバック関数がFALSEを返却するまで、列

挙を続けます。 

 

参照 

EnumGroupFromLogicalServiceProc 
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6.1.8.2 ArmClientEnumServerFromLogicalService － 論理サービス名に対応するフェイル

オーバグループの列挙 
 

プライマリサーバ名→フェイルオーバグループ名 ARM3.0 との互換性のためにのみ提供

クラスタ名に NULL 指定可能
 

 

概要 

論理サービス名から、それに対応するフェイルオーバグループ名を列挙します。CLUSTERPRO Ver3.0との互換性のために

のみ提供する関数です。ArmClientEnumGroupFromLogicalServiceと関数名以外は全く同一です。 

形式 

BOOL ArmClientEnumServerFromLogicalService ( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPCTSTR  lpszLogicalServiceName, 
ENUMGROUPFROMLOGICALSERVICEPROC  EnumGroupFromLogicalServiceProc, 
LPARAM  lParam 

) 

 

互換性留意事項 

CLUSTERPRO Ver3.0以前では、本関数ではプライマリサーバ名が取得されました。CLUSTERPRO Ver4.x以降では、プライ

マリサーバ名の代わりにフェイルオーバグループ名が取得されます。。 

CLUSTERPRO Ver3.0互換運用では、プライマリサーバ名とフェイルオーバグループ名は同一のため、アプリケーションの

変更は不要です。 

片方向スタンバイクラスタ、双方向スタンバイクラスタ、パラレルクラスタでは、プライマリサーバ名とフェイルオー

バグループ名は一般的に異なりますので注意が必要です。本関数で得られたフェイルオーバグループ名をそのまま状態

取得や監視に使用する場合は、状態取得関数及び監視関数も同様にプライマリサーバ名がフェイルオーバグループ名に

変更されていますので、アプリケーションの変更は不要です。 

 

参照 

EnumGroupFromLogicalServiceProc 
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6.1.8.3 EnumGroupFromLogicalServiceProc － サーバ列挙用コールバック関数 
 

プライマリサーバ名→フェイルオーバグループ名
 

 

概要 

ArmClienEnumGroupFromLogicalService関数で列挙されるフェイルオーバグループ名を受け取るための、アプリケーショ

ン定義のコールバック関数です。 

 

形式 

BOOL CALLBACK EnumGroupFromLogicalServiceProc ( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPCTSTR  lpszGroupName, 
LPCTCTR  lpszLogicalServiceName 
LPARAM  lParam 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名です。NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lpszGroupName 指定された論理サービス名に対応するフェイルオーバグループ名です。

NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lpszLogicalServiceName 論理サービス名です。NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lParam ArmClientEnumServerFromLogicalService関数で指定されたアプリケー

ション定義の値です。 

 

戻り値 

TRUE 列挙を続ける場合に返却します。 

FALSE 列挙を止める場合に返却します。 

 

説明 

EnumGroupFromLogicalServiceProc関数は、 ArmClientEnumGroupFromLogicalSerivce関数の実行結果として、論理サー

ビス名に対応するフェイルオーバグループ名を受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。フェ

イルオーバグループの列挙が完了するか、または本関数でFALSEを返却するまで、フェイルオーバグループ名が本関数に

順次受け渡されます。 

アプリケーションは、ArmClientEnumGroupFromLogicalService関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりま

せん。 

本関数に渡されるlpszClusterName, lpszGroupName, lpszLogicalSerivceNameの指す文字列の内容は、本関数をリター

ンするまでの間でのみ有効です。これらの文字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列の内容を別

の記憶領域へコピーしてください。 

本関数の関数名“EnumGroupProcFromLogicalService”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

ArmClientEnumGroupFromLogicalService  
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6.1.9 クラスタパラメータの取得 
 

指定したクラスタのユーザ指定パラメータを取得します。 
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6.1.9.1 ArmClientGetHeartbeatTimeout － ハートビートタイムアウト時間の取得 
 

ARM2.0 より変更なし
 

 

概要 

CLUSTERPROに設定されたハートビートタイムアウト時間(秒)を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetHeartbeatTimeout( 

    LPCTSTR lpszClusterName, 

    LPDWORD lpdwTimeout 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

ロ ー カ ル サ ー バ の ク ラ ス タ を 指 定 す る 場 合 は 、 定数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTERを指定することができます。この場合、

ロ ー カ ル サ ー バ が ク ラ ス タ サ ー バ で な け れ ば エ ラー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[o] lpdwTimeout 指定されたクラスタに設定されたハートビートタイムアウトを受け取る

変数へのポインタです。ハートビートタイムアウトの単位は秒です。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 

FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報が返却されます。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIが初期化

されていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できま

せん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 
ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定されたクラスタ名が存在しません。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

   

説明 

本関数は、指定されたクラスタに設定されたハートビートタイムアウト時間を問い合わせます。ハートビー

トタイムアウト時間は、CLUSTERPROが相手サーバからのハートビートの停止から、相手サーバのダウンを

判定する時間です。本関数で得られる時間は、クライアントAPがサーバとの通信異常を検出した場合に、

フェイルオーバ発生通知を待つ場合の時間の目安として使用することができます。 
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補足 

本関数はCLUSTERPRO Ver2.0以降でサポートされます。拡張エラー情報ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTEDは、

CLUSTERPRO Ver2.0で提供するARMCL2ST.LIB をリンクしたAPが、 CLUSTERPRO Ver1.1の環境で実行された

場合に返却されるエラーです。 
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6.1.9.2 ArmClientGetMasterServer － マスタサーバの取得 
 

ARM1.1 より変更なし
 

 

概要 

クラスタのマスタサーバ名を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetMasterServer ( 

LPCTSTR  lpszClusterName, 
LPTSTR   lpszServerName, 
LPDWORD lpcchServerName 

) 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

ローカルサーバのクラスタを指定する場合は、ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTERを指

定することができます。この場合、ローカルサーバがクラスタサーバでなけ

ればエラー(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)を返却します。 

[o] lpszServerName 主サーバ名（終端のNULL文字を含む）を受け取るバッファへのポインタです。

[io] LpcchServerName lpszServerNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数へのポインタ

です。関数のリターン時にはバッファに格納された文字数（終端のNULL文字

を含まない）をセットします。 

指定バッファサイズが小さすぎた場合には、必要な文字数（終端のNULL文字

を含む）がセットし、拡張エラー情報でARMERROR_BUFFER_TOO_SMALLが返却し

ます。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 
FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報を返却します。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO APIの初期化処理が行われ

ていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できま

せん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALL データ返却用バッファが小さすぎます。 
ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

   

説明 

本関数は指定したクラスタのマスタサーバのサーバ名を取得し、バッファlpszServerNameに格納します。マスタサーバ

とはクラスタを構成するサーバのうちの時刻同期の基準となるサーバです。 
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6.1.10 ローカルサーバ関連API 
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6.1.10.1 ArmClientCheckClusterServer － ローカルサーバの情報 
 

ARM1.1 より変更なし
 

 

概要 

ローカルコンピュータがクラスタサーバかどうかを判別します。 

 

形式 

BOOL ArmClientCheckClusterServer( 

LPDWORD  lpdwHostType 
) 

 

パラメータ 

ローカルコンピュータの種別 

ARMCLAPI_HOSTTYPE_IS_SERVER クラスタサーバ 
ARMCLAPI_HOSTTYPE_IS_CLIENT CLUSTERPROクライアント 

[o] lpdwHostType 

ARMCLAPI_HOSTTYPE_IS_NONE 上記のいずれも該当しません。

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 
FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報を返却します。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIの初期化処

理が行われていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続できませ

ん。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエ

ラーが発生ました。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

   
説明 

本関数は、実行されているコンピュータがクラスタサーバであるか、クライアントであるかを判別します。 
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6.1.10.2 ArmClientGetServerName － ローカルサーバ名の取得 
 

ARM1.1 より変更なし
 

 

概要 

ローカルサーバのサーバ名を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetServerName ( 

LPTSTR  lpszServerName, 
LPDWORD  lpcchServerName 

) 

 

パラメータ 

[o] lpszServerName ローカルサーバのサーバ名（終端のNULL文字を含む）を受け取るバッファへ

のポインタです。 

[io] lpcchServerName lpszServerNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数へのポインタ

です。関数のリターン時に、バッファに格納された文字数（終端のNULL文字

を含まない）をセットします。指定バッファサイズが小さすぎた場合には、

必要な文字数（終端のNULL文字を含む）をセットし、拡張エラー情報で

ARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALLを返却します。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 
FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報を返却します。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIの初期

化処理が行われていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続でき

ません。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントの通信でエ

ラーが発生ました。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_CLUSTER_SERVER ローカルホストはクラスタサーバではあ

りません。 
ARMCLAPI_ERR_REGISTRY_ACCESS_FAILED レジストリのアクセスに失敗しました。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALL データ返却用バッファが小さすぎます。
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

   

説明 

本関数は、ローカルサーバのサーバ名を取得し、バッファlpszServerNameに格納します。 

ローカルホストがクラスタに所属していない場合、本関数はFALSEを返却し拡張エラー情報で

ARMCLAPI_ERR_NOT_CLUSTER_SERVERを返却します。 
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6.1.10.3 ArmClientGetClusterName － クラスタ名の取得 
 

ARM1.1 より変更なし
 

 

概要 

ローカルサーバが所属するクラスタの名前を取得します。 

 

形式 

BOOL ArmClientGetClusterName( 

LPTSTR  lpszClusterName, 
LPDWORD  lpcchClusterName 

) 

 

パラメータ 

[o] lpszClusterName クラスタ名（終端のNULL文字を含む）を受け取るバッファへのポインタです。

[io] lpcchClusterName lpszClusterNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数へのポイン

タです。関数のリターン時に、バッファに格納された文字数（終端のNULL文

字を含まない）をセットします。指定バッファサイズが小さすぎた場合には、

必要な文字数（終端のNULL文字を含む）をセットし、拡張エラー情報で

ARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALLを返却します。 

 

戻り値 

TRUE 関数が正常終了しました。 
FALSE 関数が異常終了しました。GetLastError関数により拡張エラー情報を返却します。 

拡張エラー情報 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIの初期

化処理が行われていません。 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPROクライアントに接続でき

ません。 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信で

エラーが発生しました。 
ARMCLAPI_ERR_NOT_CLUSTER_SERVER ローカルホストはクラスタサーバではあ

りません。 
ARMCLAPI_ERR_REGISTRY_ACCESS_FAILED レジストリのアクセスに失敗しました。 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 
ARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALL データ返却用バッファが小さすぎます。
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

   

説明 

本関数は、ローカルサーバが所属するクラスタの名前を取得し、バッファlpszClusterNameに格納します。 

ローカルサーバがクラスタに所属していない場合、本関数はFALSEを返却し、拡張エラー情報で

ARMCLAPI_ERR_NOT_CLUSTER_SERVERを返却します。 
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6.2 構造体 
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6.2.1 ARMCLAPI_FAILOVER_INFO － フェイルオーバ情報 
 

プライマリサーバ名→フェイルオーバグループ名
 

 
概要 

ARMCLAPI_FAILOVER_INFO構造体は、フェイルオーバ発生／終了時の情報を格納します。 
 
形式 

typedef struct _ARMCLAPI_FAILOVER_INFO{ 

DWORD   Padding; 

TCHAR   ClusterName[CLUSTER_NAME_LEN]; 

TCHAR   GroupName[GROUP_NAME_LEN]; 

DWORD  VirtualIP; 

TCHAR   SrcComputerName[SERVER_NAME_LEN]; 

DWORD  SrcIP; 

TCHAR   DstComputerName[SERVER_NAME_LEN]; 

DWORD  DstIP; 

DWORD  Event; 

DWORD   StatusEx; 

} ARMCLAPI_FAILOVER_INFO; 
 
メンバ 

Padding 未使用 

ClusterName フェイルオーバが発生したクラスタ名 

GroupName フェイルオーバグループ名 

VirtualIP 仮想IPアドレス名(ネットワークバイトオーダ、フェイルオーバグループに複数

仮想IPアドレスが登録されていても一つのみ返却する) 

フェイルオーバ開始時  フェイルオーバ元のサーバ名 

フェイルオーバ完了時 不定 

シャットダウン時 シャットダウンしたサーバ名 

SrcComputerName 

起動時 不定 

SrcIP SrcComputerNameの実IP(ネットワークバイトオーダ) 

フェイルオーバ開始時 不定 

フェイルオーバ完了時 フェイルオーバ先のサーバ名 

シャットダウン時 不定 

DstComputerName 

起動時 起動したサーバ名 

DstIP DstComputerNameの実IP(ネットワークバイトオーダ) 

CLUSTERPROモニタが検出した状態変更の種類 

 ARMCLAPI_EVENT_FAILOVER_START フェイルオーバ発生 

 ARMCLAPI_EVENT_FAILOVER_END フェイルオーバ終了 

 ARMCLAPI_EVENT_SHUTDOWN シャットダウン 

Event 

 ARMCLAPI_EVENT_BOOT サーバ起動 

現在の状態 

 ARMCLAPI_GROUP_STATUS_RUNNING 正常動作中 

 ARMCLAPI_GROUP_STATUS_MISS 資源獲得に失敗 

 ARMCLAPI_GROUP_STATUS_STOPPED 停止中 

StatusEx 

 ARMCLAPI_GROUP_STATUS_FAILOVER フェイルオーバ処理中 
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6.2.1.1 ARM_FAILOVER_INFO_EX － フェイルオーバ情報(Ver3.0 互換用) 
 

プライマリサーバ名→フェイルオーバグループ名 ARM3.0 との互換性のためにのみ提供
 

 

概要 

ARM_FAIOVER _INFO_EX構造体は、フェイルオーバ発生／終了時の情報を格納します。 

 

形式 

typedef struct _ARM_FAILOVER_INFO_EX{ 

DWORD   Padding; 

TCHAR   ClusterName[CLUSTER_NAME_LEN]; 

TCHAR   ServerName[GROUP_NAME_LEN]; 

DWORD  VirtualIP; 

TCHAR   SrcComputerName[SERVER_NAME_LEN]; 

DWORD  SrcIP; 

TCHAR   DstComputerName[SERVER_NAME_LEN]; 

DWORD  DstIP; 

DWORD  Event; 

DWORD   StatusEx; 

} ARM_FAILOVER_INFO_EX; 

 

メンバ 

Padding 未使用 

ClusterName フェイルオーバが発生したクラスタ名 

ServerName フェイルオーバグループ名(Ver3.0互換運用ではプライマリサーバ名と同一) 

VirtualIP 仮想IPアドレス名(ネットワークバイトオーダ、フェイルオーバグループに複数

仮想IPアドレスが登録されていても一つのみ返却する) 

フェイルオーバ開始時  フェイルオーバ元のサーバ名 

フェイルオーバ完了時 不定 

シャットダウン時 シャットダウンしたサーバ名 

SrcComputerName 

起動時 不定 

SrcIP SrcComputerNameの実IP(ネットワークバイトオーダ) 

フェイルオーバ開始時 不定 

フェイルオーバ完了時 フェイルオーバ先のサーバ名 

シャットダウン時 不定 

DstComputerName 

起動時 起動したサーバ名 

DstIP DstComputerNameの実IP(ネットワークバイトオーダ) 

CLUSTERPROモニタが検出した状態変更の種類 

 ARMCLAPI_EVENT_FAILOVER_START フェイルオーバ発生 

 ARMCLAPI_EVENT_FAILOVER_END フェイルオーバ終了 

 ARMCLAPI_EVENT_SHUTDOWN シャットダウン 

Event 

 ARMCLAPI_EVENT_BOOT サーバ起動 

現在の状態 

 ARMCLAPI_GROUP_STATUS_RUNNING 正常動作中 

 ARMCLAPI_GROUP_STATUS_MISS 資源獲得に失敗 

 ARMCLAPI_GROUP_STATUS_STOPPED 停止中 

StatusEx 

 ARMCLAPI_GROUP_STATUS_FAILOVER フェイルオーバ処理中 
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構造体名、及びメンバ名(ServerNameとGroupName)が異なるだけで、構成・内容はARMCLAPI_FAILOVER_INFO

構造体と同じです。 
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6.3 タイムチャート 
 

サーバの状態の変化に対するCLUSTERPROクライアントAPIの動作を、タイムチャートを用いて説明します。タイム

チャート上で、動作状態問い合わせAPIの記号○×Ｆは、それぞれ下記の状態を示しています。 

 

○ ARMCLAPI_GROUP_STATUS_RUNNING 正常動作中 

× ARMCLAPI_GROUP_STATUS_STOPPED  停止中 

Ｆ ARMCLAPI_GROUP_STATUS_FAILOVER フェイルオーバ処理中 
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6.3.1 フェイルオーバ時のタイムチャート 
 

サーバ A ダウン

フェイルオーバ開始

フェイルオーバ完了

サーバ A サーバ B

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
B
B
B
B
B
B

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

○

○

○

○

○

○

サーバ AP

サーバ AP 起動

クライアント

（＊１）

（＊２）

アドレス

問い合わせ API
(ArmClGetIPaddr 等)

動作状態

問い合わせ API

(ArmClGetServerStatusEx)

（＊１）ポップアップメッセージ表示

          「クラスタ＊＊でグループ１のフェイルおオーバを開始しました.
          サーバ A(x.x.x.x)→サーバ B(x.x.x.x)」

　　　　フェイルオーバ通知コールバック(ARM_EVENT_FAILOVER_START)
（＊２）ポップアップメッセージ表示

          「クラスタ＊＊でグループ１のフェイルオーバが終了しました.
          サーバ A(x.x.x.x)→サーバ B(x.x.x.x)」

        フェイルオーバ通知コールバック(ARM_EVENT_FAILOVER_END)
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6.3.2 クラスタ復帰時のタイムチャート 
 

サーバ A 起動

クラスタシャットダウン

起動スクリプト完了

サーバ A サーバ B

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
A
A
A
A
A
A

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

サーバ AP

サーバ起動

クライアント

（＊１）

（＊２）

アドレス

問い合わせ API
(ArmClientGetIPaddr 等)

動作状態

問い合わせ API
(ArmClientGetServerStatusEx
)

（＊１）ポップアップメッセージ表示

          「クラスタ＊＊でグループ１が停止しました.
            サーバ B(x.x.x.x)  」

          フェイルオーバ通知コールバック(ARM_EVENT_SHUTDOWN)
（＊２）ポップアップメッセージ表示

          「クラスタ＊＊でグループ１が起動しました.
          サーバ A(x.x.x.x)」

サーバ A クラスタ復帰
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6.3.3 クライアント起動時にバックアップ運用中である場合のタイムチャー

ト 
 

サーバ A サーバ B

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

サーバ AP
クライアント

（＊１）

アドレス

問い合わせ API
(ArmClientGetIPaddr 等)

動作状態

問い合わせ API
(ArmClientGetServerStatusEx
)

（＊１）ポップアップメッセージ表示

          「クラスタ＊＊でグループ１がバックアップサーバ上で起動しました.
            サーバ B(x.x.x.x)」

       

クライアント起動
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6.3.4 フェイルオーバ中にクライアントが起動した場合のタイムチャート 
 

サーバ A ダウン

フェイルオーバ開始

フェイルオーバ完了

サーバ A サーバ B

A
A
A
A
B
B
B
B
B
B

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

○

○

○

○

○

○

サーバ AP

サーバ AP 起動

クライアント

（＊１）

（＊２）

アドレス

問い合わせ API
(ArmClientGetIPaddr 等)

動作状態

問い合わせ API

(ArmClientGetServerStatusEx)

（＊１）ポップアップメッセージ表示

          「クラスタ＊＊でグループ１のフェイルオーバを開始しました.
          サーバ A(x.x.x.x)→サーバ B(x.x.x.x)」

　　　　

（＊２）ポップアップメッセージ表示

          「クラスタ＊＊でグループ１のフェイルオーバが終了しました.
          サーバ A(x.x.x.x)→サーバ B(x.x.x.x)」

        フェイルオーバ通知コールバック(ARM_EVENT_FAILOVER_END)

クライアント起動
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6.3.5 クラスタシャットダウン中にクライアントが起動した場合のタイム

チャート 
 

 

起動スクリプト完了

サーバ A サーバ B

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

サーバ AP

サーバ起動

クライアント アドレス

問い合わせ API
(ArmClientGetIPaddr 等)

動作状態

問い合わせ API
(ArmClientGetServerStatusEx)

クライアント起動

（＊１）フェイルオーバ通知コールバック(ARM_EVENT_BOOT)

（＊１）
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6.3.6 クライアントが起動した後、サーバＢのみ起動した場合のタイム

チャート 
 

起動スクリプト完了

サーバ A サーバ B

A
A
A
A
A
A
A
A
Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

サーバ AP

サーバ起動

クライアント アドレス

問い合わせ API
(ArmClientGetIPaddr 等)

動作状態

問い合わせ API
(ArmClientGetServerStatusEx
)

クライアント起動

（＊１）ポップアップメッセージ表示

          「クラスタ＊＊のグループ 1 がバックアップ上で起動しました.
            サーバ B(x.x.x.x)」

      フェイルオーバ通知コールバック(ARM_EVENT_BOOT)

（＊１）
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6.4 注意事項 
 

6.4.1 32bit版クライアントアプリケーションと16bit版クライアントアプリ

ケーションを同一クライアント上で実行させる場合の注意 
 

CLUSTERPRO Ver4.x クライアントAPIは、同一クライアント上で、32bit版と16bit版を同時に実行さ

せることが可能です。但し、以下のような注意が必要です。 

* CLUSTERPRO Ver1.0互換クライアントAPIを使用した16bit版クライアントアプリケーションは、

Windows 3.1のみで動作可能です。 

* CLUSTERPRO Ver4.xクライアントAPIを使用した16bit版クライアントアプリケーションは、

armcl2.lib(16bit版) あるいは、armcl2st.lib(16bit版)をリンク時に指定した場合に、Windows 

NT,95上で動作させることが可能です。 

* CLUSTERPROVer4.xクライアントAPIを使用した16bit版クライアントアプリケーションで、

armcl2.lib(16bit版) , armcl2st.lib(16bit版)を使用せず、クライアントアプリケーション内

で独自にLoadLibrary関数でDLLをロードする場合は、DLL名にarmcl216.dllを指定してください。 

 

6.4.2 64bit版クライアントアプリケーションを実行させる場合の注意 
 

64bit版のCLUSTERPRO Ver4.x クライアントAPIは、64bitに対応したCLUSTERPROサーバがインストー

ルされた環境でのみ実行可能です。 

 

6.4.3 CLUSTERPROクライアントAPIのロードに関する注意事項 
 

DllEntryPoint内で、CLUSTERPROクライアントAPIのDLLをロード/アンロードしないでください。また、

armcl2st.lib を リ ン ク す る 場 合 は 、 DllEntryPoint 内 で 、 ArmClientInitializeApiEx 関 数

/ArmClientTerminateApiEx関数を実行しないでください。 
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7 クライアントAPI詳細（Visual Basic） 
 

7.1 関数 
 

7.1.1 クライアント API の Visual Basic 版概要 
 

7.1.1.1 動作環境 
Visual Basic 向け CLUSTERPRO クライアント API は、Visual Basic Ver5 以降に対応しています。 
Visual Basic 向け CLUSTERPRO クライアント API は、CLUSTERPRO クライアントの動作して

いる環境、もしくは、クラスタサーバの動作しているサーバ上でのみ、動作します。 
CLUSTERPRO クライアントではクライアント設定に登録されているクラスタについて利用可能です。

クラスタサーバ上のクライアント設定に登録されているクラスタ、および、そのサーバの所属するロー

カルクラスタ（ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTER）について利用可能です（したがって、同じクラスタ

でも利用環境によって結果が異なります）。 
 

7.1.1.2 API の初期化と終了 
Visual Basic 向け CLUSTERPRO クライアント API を使用するクライアントアプリケーションは、

ArmClientGetVersionInfo 関数以外の CLUSTERPRO クライアント API 関数を使用する前に、必ず

ArmClientInitializeApiEx関数を実行してCLUSTERPRO クライアントAPIの初期化を行わなければ

なりません。 
また、ArmClientInitializeApiEx 関数を実行した場合には、アプリケーションを終了する前に、

ArmClientTerminateApiEx 関数を実行して、CLUSTERPRO クライアント API の終了処理を行わな

ければなりません。 
 

7.1.1.3 タイムチャート 
「6.3 タイムチャート」を参照してください。Visual C++版と動作は同じです。 
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7.1.2 API 一覧 
 

初期化／終了  

ArmClientInitializeApiEx() クライアント API の初期化 

ArmClientTerminateApiEx()  クライアント API の終了 

 

一覧の列挙  

ArmClientEnumCluster() 登録されたクラスタの列挙 

ArmClientEnumServer() サーバの列挙 

ArmClientEnumServerFromGroup() フェイルオーバグループが移動可能なサーバの列

挙 

ArmClientEnumGroup() フェイルオーバグループが移動可能なサーバの列

挙 

ArmClientEnumGroupFromLogicalService() 論理サービス名に対応するフェイルオーバグルー

プの列挙 

ArmClientEnumVirtualComputer() 仮想コンピュータ名の列挙 

ArmClientEnumVirtualIP() 仮想 IP アドレスの列挙 

 

情報取得  

ArmClientGetClusterFromClusterServer() サーバが所属するクラスタ名の取得 

ArmClientGetClusterFromGroup() フェイルオーバグループが所属するクラスタ名の

取得 

ArmClientGetClusterName() クラスタ名の取得 

ArmClientGetClusterServerStatus() サーバ動作状態の取得 

ArmClientGetComputerName() LAN Manager コンピュータ名の取得 

ArmClientGetGroupFromVirtualComputer() 仮想コンピュータ名が所属しているフェイルオー

バグループ名の取得 

ArmClientGetGroupFromVirtualIP() 仮想 IP アドレスが所属しているフェイルオーバ

グループ名の取得 

ArmClientGetGroupStatusEx() フェイルオーバグループの詳細な動作状態の取得

ArmClientGetHeartbeatTimeout() ハートビートタイムアウト時間の取得 

ArmClientGetIPaddr() 実 IP アドレスの取得 

ArmClientGetIPaddrFromVirtualIP() 仮想 IP アドレスからの実 IP アドレスの取得 

ArmClientGetMasterServer() クラスタのマスタサーバ名の取得 

ArmClientGetServerName() ローカルサーバ名の取得 

 

グループの監視  

ArmClientStartWatchFailoverEx() フェイルオーバグループの監視開始 

ArmClientCancelWatchFailoverEx() フェイルオーバグループの監視中止 

 

その他  

ArmClientCheckClusterServer() クラスタサーバの確認 

ArmClientGetVersionInfo() CLUSTERPROクライアントAPIのバージョン情報取

得 
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7.1.3 API 詳細 
 

7.1.3.1 ArmClientInitializeApiEx － CLUSTERPRO クライアント API の初期化 
 

概要 

CLUSTERPROクライアントAPIの初期化、資源の確保を行い、CLUSTERPROクライアントAPIを使用するためのハンドルを

返却します。 

 

形式 

ArmClientInitializeApiEx( 

) As Long 

 

パラメータ 

なし。 

 

戻り値 

ARMCLAPI_ERROR_HANDLE 関数が異常終了しました(初期化失敗、または、ハンド

ルテーブルのオーバフロー)。 

上記以外 CLUSTERPROクライアントAPIハンドル 

   

 拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_LOAD_DLL CLUSTERPRO クライアント API DLL をロードできません。

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生しま

した。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません 

 

説明 

本関数は、CLUSTERPROクライアントAPIの初期化処理を行い、必要な資源を確保します。CLUSTERPROクライアント

APIを使用する場合には、最初に本関数を実行して、CLUSTERPROクライアントAPIの初期化を行ってください。戻り

値として、CLUSTERPROクライアントAPIハンドルを返却します。CLUSTERPROクライアントAPIハンドルは、フェイル

オーバグループの監視や終了処理に必要です。 

単一のプロセスから、独立に複数のArmClientInitializeApiExを実行する事が可能です。 

 

参照 

  ArmClientTerminateApiEx 
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7.1.3.2 ArmClientTerminateApiEx － CLUSTERPRO クライアント API の終了 
 

概要 

CLUSTERPROクライアントAPIの終了処理を行います。 

 

形式 

ArmClientTerminateApiEx( 

 ByVal dwHandle As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] dwHandle ArmClientInitializeApiExで返却したCLUSTERPROクライアントAPIハンドル

を指定します。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 

 異常系：ARMFALSE 

   

 拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API が初期化されていません。

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生しまし

た。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_HANDLE 指定されたハンドルが不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

 

説明 

CLUSTERPROクライアントAPIの終了処理を行います。ArmClientInitializeApiEx関数を実行してCLUSTERPROクライアント

APIの初期化を行ったアプリケーションは、CLUSTERPROクライアントAPIの機能を使用する必要が無くなった時に、

CLUSTERPROクライアントAPIハンドルを指定して本関数を実行しなければいけません。 

 

参照 

  ArmClientInitializeApiEx 
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7.1.3.3 ArmClientGetIPaddr － 実 IP アドレスの取得 
 

概要 

接続するサーバの実IPアドレスを取得します。 

 

形式 

ArmClientGetIPaddr( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByVal lpszGroupName As String, 

 ByRef lpdwIPaddr As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULL で終了する文字列へのポインタ

です。 

ローカルサーバのクラスタを指定する場合は、定数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTER を指定することができます。この場

合、ローカルサーバがクラスタサーバでなければエラー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を指定する、NULL で終了する文字

列へのポインタです。 

[o] lpdwIPaddr IP アドレスを受け取る変数へのポインタです。 

IP アドレスはネットワークバイトオーダで格納されます。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント APIが初期化されていま

せん。 

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPROクライアントとの通信でエラーが発生

しました。 

ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 

ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND 指定フェイルオーバグループ名が存在しません。

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

説明 

本関数は、クラスタ名、フェイルオーバグループ名から、現在動作しているサーバの実IPアドレスを問い合わせます。 

TCP/IPでクラスタに接続する場合には、仮想IPアドレスを指定して接続する方法と、本APIを用いて実IPアドレスを求め

て接続する方法の、２通りの方法を使用することができます。 
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7.1.3.4 ArmClientGetComputerName － コンピュータ名を取得 
 

概要 

接続するサーバのLANManagerコンピュータ名を取得します。 

 

形式 

ArmClientGetComputerName( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByVal lpszGroupName As String, 

 ByVal lpszComputerName As String, 

 ByRef lpcchComputerName As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULL で終了する文字列へのポインタで

す。 

ロ ー カルサ ー バのク ラ スタを 指 定する 場 合は、 定 数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTER を指定することができます。 

この場合、ローカルサーバがクラスタサーバでなければエラー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を指定する、NULL で終了する文字列

へのポインタです。 

[o] lpszComputerName 現在動作しているサーバのコンピュータ名（終端の NULL 文字を

含む）を受け取るバッファへのポインタです。 

[io] lpcchComputerName lpszComputerName で指定されるバッファのサイズを指定する変

数へのポインタです。関数のリターン時には、バッファに格納さ

れた文字数（終端の NULL 文字を含まない）がセットされます。

指定バッファサイズが小さすぎた場合には、必要な文字数（終端

の NULL 文字を含む）がセットされ、拡張エラー情報で

ARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALL が返却されます。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API が初期化されていません。

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生しまし

た。 

ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 

 

説明 

本関数は、クラスタ名、フェイルオーバグループ名から、現在動作しているサーバのLANManagerコンピュータ名を問い

合わせます。 
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7.1.3.5 ArmClientGetIPaddrFromVirtualIP － 仮想 IP アドレスからの実 IP アドレスの取

得 
 

概要 

接続するサーバの実IPアドレスを取得します。 

 

形式 

ArmClientGetIPaddrFromVirtualIP( 

 ByVal dwVirtualIPaddr As Long, 

 ByRef lpdwIPaddr As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] dwVirtualIPaddr 仮想IPアドレスです。ネットワークバイトオーダで指定します。 

[o] lpdwIPaddr IPアドレスを受け取る変数へのポインタです。 

IPアドレスはネットワークバイトオーダで格納されます。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API が初期化されていません。

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生しまし

た。 

ARMCLAPI_ERR_VIRTUALIP_NOT_FOUND 指定された仮想 IP アドレスがみつかりません。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

 

説明 

本関数は、仮想IPアドレスから、現在動作しているサーバの実IPアドレスを問い合わせます。 
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7.1.3.6 ArmClientStartWatchFailoverEx － フェイルオーバグループの監視の開始 
 

概要 

フェイルオーバの発生/完了などの、フェイルオーバグループの状態変化の監視を開始します。グループの状態変化

を検出した時に、登録されたコールバック関数を呼び出します。 

 

形式 

ArmClientStartWatchFailoverEx( 

 ByVal dwHandle As Long, 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByVal lpszGroupName As String, 

 ByVal WATCHFAILOVERPROC As Long, 

 ByRef lpdwWatchId As Long, 

 ByRef lpdwStatusEx As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] dwHandle CLUSTERPRO クライアント API ハンドル 

[i] lpszClusterName 監視するフェイルオーバグループが属するクラスタ名を指定する、

NULL で終了する文字列へのポインタです。 

ロ ー カ ル サ ー バ の ク ラ ス タ を 指 定 す る 場 合 は 、 定 数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTER を指定することができます。この場合、ロー

カ ル サ ー バ が ク ラ ス タ サ ー バ で な け れ ば エ ラ ー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[i] lpszGroupName 監視するフェイルオーバグループ名を指定する、NULL で終了する文

字列へのポインタです。 

[i] WatchFailoverProc フェイルオーバの発生/完了を検出した時に呼び出される、アプリ

ケ ー シ ョ ン 定 義 の コ ー ル バ ッ ク 関 数 の ア ド レ ス で す

（WatchFailoverProc 関数参照） 

[o] lpdwWatchId 監視 ID を受け取る変数へのポインタです。 

[o] lpdwStatusEx 監視を開始した時のフェイルオーバグループの状態です。

ArmClientGetServerStatusEx で返却するものと同じです。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API が初期化されていません。

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生しま

した。 

ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 

ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND  指定フェイルオーバグループ名が存在しません。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_HANDLE ハンドルが不正です。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

 



246 

説明 

本関数は、フェイルオーバグループの状態変化の監視を開始します。監視する状態変化は、以下の通り

です。 

・フェイルオーバの開始 

・フェイルオーバの完了 

・フェイルオーバグループ移動の開始 

・フェイルオーバグループ移動の完了 

・フェイルオーバグループの起動 

・フェイルオーバグループの停止 

・サーバクライアント間のネットワークの切り替え開始 

・サーバクライアント間のネットワークの切り替え完了 

・サーバクライアント間のネットワークの異常検出 

・サーバクライアント間のネットワークの回復検出 

本関数は、アプリケーション定義のコールバック関数WatchFailoverProcを登録した後、直ちに本関数を

呼び出したアプリケーションプロセスに制御を戻します。コールバック関数は、CLUSTERPROクライアント

によりフェイルオーバグループの状態の変化が検出された時に、非同期に呼び出されます。 

 

参照 

  ArmClientCancelWatchFailover,WatchFailoverProc,ArmClientGetServerStatusEx 
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7.1.3.7 ArmClientCancelWatchFailoverEx － フェイルオーバグループ監視の中止 
 

概要 

ArmClientStartWatchFailoverEx関数によるフェイルオーバグループの発生/完了の監視を中止します。 

 

形式 

ArmClientCancelWatchFailoverEx( 

 ByVal dwWatchId As Long  

) As Long 

 

パラメータ 

[i] dwWatchId ArmClientStartWatchFailover関数で返却された監視IDを指定します。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API が初期化されていません。 

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生しまし

た。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_ID 指定した監視 ID が不正です。 

 

説明 

本関数は、dwWatchIdで識別されるArmClientStartWatchFailover関数によるフェイルオーバグループの監視を中止しま

す。 

 

参照 

ArmClientStartWatchFailover 
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7.1.3.8 ArmClientEnumCluster － 登録されたクラスタの列挙 
 

概要 

クライアントに登録されたクラスタを列挙します。 

 

形式 

ArmClientEnumCluster( 

 ByVal EnumClusterProc As Long, 

 ByVal lParam As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] EnumClusterProc クラスタ名を受け取る、アプリケーション定義のコールバック関数のアドレス

です（EnumClusterProc関数参照） 

 

[i] lParam コールバック関数に渡される、アプリケーション定義の32ビット値です。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API が初期化されていません。

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生しまし

た。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

ARMCLAPI_ERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却されました。 

 

説明 

本関数は、クライアントに登録されたクラスタを列挙します。本関数は、アプリケーション定義のコールバック関数

EnumClusterProcを順次呼び出し、各クラスタ名を渡します。本関数は、クラスタをすべて列挙するか、またはコールバッ

ク関数がARMFALSEを返却するまで、列挙を続けます。 

 

参照 

EnumClusterProc 
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7.1.3.9 ArmClientEnumServer － サーバの列挙 
 

概要 

クラスタに所属するサーバを列挙します。 

 

形式 

ArmClientEnumServer( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByVal EnumServerProc As Long, 

 ByVal lParam As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName サーバを列挙するクラスタ名を指定します。 

[i] EnumServerProc クラスタに所属するサーバのコンピュータ名を受け取る、アプリケーショ

ン定義のコールバック関数のアドレスです。(EnumServerProc 関数参照)

[i] lParam コールバック関数 EnumServerProc に渡される、アプリケーション定義の

32 ビット値です。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO API が初期化されていません。 

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO モニタに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO モニタとの通信でエラーが発生しました。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_ENOUGH_MEMORY メモリのアロケートに失敗しました。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_CLUSTER_MEMBER ローカルサーバがクラスタメンバではありません。 

ARMCLAPI_ERR_OFF_CLUSTER ローカルサーバがクラスタとして動作していません。 

ARMCLAPI_ERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却されました。 

 

説明 

本関数は、ローカルサーバの所属するクラスタを構成しているサーバを列挙します。本関数は、アプリケー

ション定義のコールバック関数EnumServerProcを順次呼び出し、各サーバのコンピュータ名を渡します。

本関数は、クラスタを構成しているサーバをすべて列挙するか、またはコールバック関数がARMFALSEを返

却するまで、列挙を続けます。 

 

ローカルサーバがクラスタとして動作していない場合、サーバを列挙することはできません。 

・ローカルサーバがクラスタに登録されていない場合、本関数は ARMFALSE を返却します。このとき拡張エ

ラー情報で ARMCLAPI_ERR_NOT_CLUSTER_MEMBER が返却されます。 
・ダウン後再起動状態等でローカルサーバがクラスタから一時的に切り離されている場合、本関数は

ARMFALSE を返却します。このとき拡張エラー情報で ARMCLAPI_ERR_OFF_CLUSTER が返却されます。 
 

参照 

  EnumServerProc － サーバ列挙用コールバック関数 
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7.1.3.10 ArmClientEnumGroup － フェイルオーバグループの列挙 
 

概要 

指定されたクラスタのフェイルオーバグループを列挙します。 

 

形式 

ArmClientEnumGroup( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByVal EnumGroupProc As Long, 

 ByVal lParam As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[I] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULL で終了する文字列へのポインタ

です。 

ローカルサーバのクラスタを指定する場合は、定数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTER を指定することができます。この場

合、ローカルサーバがクラスタサーバでなければエラー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[I] EnumGroupProc サーバのコンピュータ名を受け取る、アプリケーション定義の

コールバック関数のアドレスです。（EnumGroupProc関数参照）

[I] lParam コールバック関数に渡される、アプリケーション定義の 32

ビット値です。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API が初期化されていません。

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生しまし

た。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 

ARMCLAPI_ERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却されました。 

 

説明 

本関数は、指定したフェイルオーバグループが移動可能なサーバを列挙します。本関数は、アプリケーション定義のコー

ルバック関数EnumGroupProcを順次呼び出し、各グループ名を渡します。本関数は、サーバをすべて列挙するか、または

コールバック関数がARMFALSEを返却するまで、列挙を続けます。 

列挙の順は、フェイルオーバグループのフェイルオーバポリシーの優先度が高いサーバから順に列挙されます。 

 

参照 

  EnumGroupProc 
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7.1.3.11 ArmClientEnumServerFromGroup － フェイルオーバグループが移動可能なサーバ

の列挙 
 

概要 

フェイルオーバグループが移動可能サーバを列挙します。 

 

形式 

ArmClientEnumServerFromGroup( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByVal lpszGroupName As String, 

 ByVal EnumServerFromGroupProc As Long 

 ByVal lParam As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULL で終了する文字列へのポイン

タです。 

ローカルサーバのクラスタを指定する場合は、定数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTER を指定することができます。この

場合、ローカルサーバがクラスタサーバでなければエラー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を指定する、NULL で終了する文

字列へのポインタです。 

[i] EnumServerFromGroupProc サーバのコンピュータ名を受け取る、アプリケーション定義

のコールバック関数のアドレスです。 

（EnumServerFromGroupProc 関数参照） 

[i] lParam コールバック関数に渡される、アプリケーション定義の 32

ビット値です。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API が初期化されていません。

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生しまし

た。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 

ARMCLAPI_ERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却されました。 
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説明 

本関数は、指定したフェイルオーバグループが移動可能なサーバを列挙します。本関数は、アプリケーション定義のコー

ルバック関数EnumServerFromGroupProcを順次呼び出し、各サーバのコンピュータ名を渡します。本関数は、サーバをす

べて列挙するか、またはコールバック関数がARMFALSEを返却するまで、列挙を続けます。 

列挙の順は、フェイルオーバグループのフェイルオーバポリシーの優先度が高いサーバから順に列挙されます。 

 

参照 

  EnumServerFromGroupProc 
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7.1.3.12 ArmClientGetVersionInfo － CLUSTERPRO クライアント API のバージョン情報の

取得 
 

概要 

CLUSTERPROクライアントAPIのバージョン情報を取得します。 

 

形式 

ArmClientGetVersionInfo( 

 ByRef dwMajor As Long,  

 ByRef dwMinor As Long, 

 ByRef dwBuild  As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[o] dwMajor メジャーバージョン番号。CLUSTERPRO Ver5.0では仕様番号上位4を返却します。 

[o] dwMinor マイナーバージョン番号。CLUSTERPRO Ver5.0では仕様番号下位0を返却します。 

[o] dwBuild ビルド番号。未使用。将来の拡張のために予約しています。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API が初期化されていません。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

 

説明 

CLUSTERPROクライアントAPIのバージョン情報を取得します。アプリケーションは、本関数を実行してCLUSTERPROクライ

アントAPIのバージョンを取得することができます。 

ArmClientGetVersionInfoにて取得できるバージョン情報は、CLUSTERPROクライアントAPIのバージョン情報です。

CLUSTERPRO本体やarmcl2vb.dllのバージョン情報ではありません。 
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7.1.3.13 ArmClientGetGroupStatusEx － フェイルオーバグループの詳細な動作状態の取

得 
 

概要 

フェイルオーバグループの動作状態を取得します。ArmClientGetGroupStatusより詳細な情報が得られます。 

 

形式 

ArmClientGetGroupStatusEx( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByVal lpszGruopName As String, 

 ByRef lpdwStatusEx As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULL で終了する文字列へのポインタです。 

ロ ー カ ル サ ー バ の ク ラ ス タ を 指 定 す る 場 合 は 、 定 数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTER を指定することができます。 

この場合、ローカルサーバがクラスタサーバでなければエラー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を指定する、NULL で終了する文字列へのポ

インタです。 

動作状態を受け取る変数へのポインタです。 

以下の値が返却されます。 

 ARMCLAPI_GROUP_STATUS_RUNNING 正常動作中 

 ARMCLAPI_GROUP_STATUS_MISS 資源獲得に失敗 

 ARMCLAPI_GROUP_STATUS_STOPPED 停止中 

[o] lpdwStatusEx 

 ARMCLAPI_GROUP_STATUS_FAILOVER  フェイルオーバ処理中 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API が初期化されていません。

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生しまし

た。 

ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 

ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND 指定フェイルオーバグループ名が存在しません。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 
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説明 

本関数は、クラスタ名，本来動作しているサーバのコンピュータ名から、サーバの状態を問い合わせます。 

正常動作中とは、フェイルオーバグループが、クライアントから接続可能なサーバのいずれかで正常に動作している状

態です。どのサーバで動作しているかは、ArmClientGetComputerName等で問い合わせてください。 

資源獲得に失敗とは、動作中であるが、切替ディスクの接続失敗など、クラスタ資源の獲得に失敗している状態です。 

停止中とは、フェイルオーバグループが、クライアントから接続可能なサーバのいずれでも動作していない状態です。

フェイルオーバ処理実行中を除きます。以下の場合は停止中となります。 

・ フェイルオーバグループが移動可能なサーバが全て正常動作していない場合（サーバが停止あるいはダウン状態、

CLUSTERPROが動作していない状態、クラスタから切り離された状態） 

・ フェイルオーバグループが停止された状態 

・ フェイルオーバグループが動作しているサーバとクライアントとの間のネットワーク経路の異常 

  フェイルオーバ処理中とは、フェイルオーバグループが動作していたサーバのダウンやフ 

  ェイルオーバグループの異常を検出してから、もう一方のサーバでの引き継ぎ処理が完了 

  するまでの間です。また、CLUSTERPRO マネージャからフェイルオーバグルー 

  プの移動を実行した場合は、移動を開始してから移動が完了するまでの間はフェイルオー 

  バ処理中になります。 
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7.1.3.14 ArmClientGetClusterServerStatus － サーバの動作状態の取得 
 

概要 

サーバの動作状態を取得します。 

 

形式 

ArmClientGetClusterServerStatus( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByVal lpszServerName As String, 

 ByRef lpdwStatusEx As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[I] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

ローカルサーバのクラスタを指定する場合は、定数ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTERを指

定することができます。この場合、ローカルサーバがクラスタサーバでなければ

エラー(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[I] lpszServerName サーバ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

動作状態を受け取る変数へのポインタです。 

以下の値が返却されます。 

ARMCLAPI_SERVER_STATUS_SINGLE_SERVER クラスタに未登録のシングル

サーバとして動作していま

す。 

ARMCLAPI_SERVER_STATUS_CLUSTER クラスタとして正常に動作し

ています。 

ARMCLAPI_SERVER_STATUS_OFF_CLUSTER クラスタには登録されている

が、クラスタから切り離され

て動作しています。 

ARMCLAPI_SERVER_STATUS_STOPPED 停止状態です。 

ARMCLAPI_SERVER_STATUS_DOWN ダウン状態です。 

ARMCLAPI_SERVER_STATUS_RECOVERING フェイルオーバ処理中です。

ARMCLAPI_SERVER_STATUS_FAILBACK  

上記の状態に、次の状態がbit論理和で組み合わされます。 

 ARMCLAPI_SERVER_STATUS_BACKUP 他サーバからフェイル

オーバした資源がありま

す。 

 ARMCLAPI_SERVER_STATUS_FAIL 他サーバへフェイルオー

バした資源があります。

 ARMCLAPI_SERVER_STATUS_FAILMISS 接続に失敗した資源があ

ります。 

[o] lpdwStatusEx 

 例えばクラスタとして正常に動作しているかどうかを調べるため

には、lpdwStatusEx & ARMCLAPI_SERVER_STATUS_CLUSTER の値が 0

かどうかで判定することができます。 
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戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API が初期化されていません。

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生しまし

た。 

ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 

ARMCLAPI_ERR_SERVER_NOT_FOUND 指定サーバが存在しません。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

 

説明 

本関数は、サーバの状態を問い合わせます。 
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7.1.3.15 ArmClientGetClusterFromGroup － フェイルオーバグループが所属するクラスタ

名の取得 
 

概要 

フェイルオーバグループ名から、そのサーバが所属するクラスタのクラスタ名を取得します。 

 

形式 

ArmClientGetClusterFromGroup( 

 ByVal lpszGroupName As String, 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByRef lpcchClusterName As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポイ

ンタです。 

[o] lpszClusterName クラスタ名（終端のNULL文字を含む）を受け取るバッファへのポインタ

です。 

[io] lpcchClusterName lpszClusterNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数へのポ

インタです。関数のリターン時には、バッファに格納された文字数（終

端のNULL文字を含まない）がセットされます。指定バッファサイズが小

さすぎた場合には、必要な文字数（終端のNULL文字を含む）がセットさ

れ、拡張エラー情報でARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALLが返却されます。

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API が初期化されていません。

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生しまし

た。 

ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND 指定されたフェイルオーバグループ名がみつかりません。

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

 

説明 

本関数は、フェイルオーバグループ名から、そのサーバが属しているクラスタ名を問い合わせます。た

だし、複数のクラスタに同一の名前のフェイルオーバグループ名が存在する場合は、どのクラスタ名を

返却するかは保証しません。 

クライアント設定されているクラスタが複数存在し、同一名のグループが二つ以上のクラスタに存在す

る場合、最初に見つかったグループの登録されているグループの所属するクラスタ名を返却します（ク

ライアント設定に登録されている順に検索します）。 
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7.1.3.16 ArmClientGetClusterFromClusterServer － サーバが所属するクラスタ名の取得 
 

概要 

サーバ名から、そのサーバが所属するクラスタのクラスタ名を取得します。 

 

形式 

ArmClientGetClusterFromClusterServer( 

 ByVal lpszServerName As String, 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByRef lpcchClusterName As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszServerName サーバ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

[o] lpszClusterName 現在動作しているサーバのコンピュータ名（終端のNULL文字を含む）を

受け取るバッファへのポインタです。 

[io] lpcchClusterName lpszClusterNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数へのポ

インタです。関数のリターン時には、バッファに格納された文字数（終

端のNULL文字を含まない）がセットされます。指定バッファサイズが小

さすぎた場合には、必要な文字数（終端のNULL文字を含む）がセットさ

れ、拡張エラー情報でARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALLが返却されます。

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API が初期化されていません。

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生しまし

た。 

ARMCLAPI_ERR_SERVER_NOT_FOUND 指定されたサーバ名がみつかりません。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

 

説明 

本関数は、サーバ名から、そのサーバが属しているクラスタ名を問い合わせます。ただし、複数のクラスタに同一の名

前のサーバ名が存在する場合は、どのクラスタ名を返却するかは保証しません。 
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7.1.3.17 ArmClientGetGroupFromVirtualIP － 仮想 IP アドレスが所属しているフェイル

オーバグループ名の取得 
 

概要 

仮想IPアドレスが所属しているクラスタ名及びフェイルオーバグループ名を取得します。 

 

形式 

ArmClientGetGroupFromVirtualIP( 

 ByVal dwVirtualIP As Long, 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByRef lpcchClusterName As Long, 

 ByVal lpszGroupName As String, 

 ByRef lpcchGroupName As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] dwViatualIP 仮想IPアドレス。ネットワークバイトオーダで指定します。 

[o] lpszClusterName クラスタ名（終端のNULL文字を含む）を受け取るバッファへのポインタ。 

[io] lpcchClusterName lpszClusterNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数へのポイン

タ。関数のリターン時にはバッファに格納された文字数（終端のNULL文字を

含まない）がセットされます。指定バッファサイズが小さすぎた場合には、

必要な文字数（終端のNULL文字を含む）がセットされ、拡張エラー情報で

ARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALLが返却されます。 

[o] lpszGroupName 仮想IPアドレスが所属しているフェイルオーバグループ名（終端のNULL文字

を含む）を受け取るバッファへのポインタ。 

[io] lpcchGroupName lpszGroupNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数へのポインタ。

関数のリターン時にはバッファに格納された文字数（終端のNULL文字を含ま

ない）がセットされます。指定バッファサイズが小さすぎた場合には、必要

な文字数（終端のNULL文字を含む）がセットされ、拡張エラー情報で

ARMERROR_BUFFER_TOO_SMALLが返却されます。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API の初期化処理が行われてい

ません。 

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生しまし

た。 

ARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALL 文字列を格納するバッファのサイズが小さすぎます。 

ARMCLAPI_ERR_VIRTUALIP_NOT_FOUND 指定仮想 IP アドレスが存在しません。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

 

説明 

本関数は仮想IPアドレスを指定して、それに対応するクラスタ名及びフェイルオーバグループ名を取得します。クラス

タ名をバッファlpszClusterNameに格納します。フェイルオーバグループ名をlpszGroupNameに格納します。仮想IPアド

レスを監視する場合には、まずこの関数でクラスタ名及びフェイルオーバグループ名を得ます。そして、それを、フェ

イルオーバグループの状態監視開始の入力パラメータとして使用することで、監視が開始されます。 
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7.1.3.18 ArmClientEnumVirtualIP － 仮想 IP アドレスの列挙 
 

概要 

グループ、またはクラスタに所属する仮想IPアドレスを列挙します。 

 

形式 

ArmClientEnumVirtualIP( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByVal lpszGroupName As String, 

 ByVal EnumVirtualIPProc As Long, 

 ByVal lParam As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

NULLあるいは空文字列を指定した場合は、登録された全てのクラスタが対象

となります。 

ローカルサーバのクラスタを指定する場合は、定数ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTER

を指定することができます。この場合、ローカルサーバがクラスタサーバで

なければエラー(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[i] lpszGroupName 仮想IPアドレスが所属するフェイルオーバグループ名を指定する、NULLで終

了する文字列へのポインタです。 

NULLあるいは空文字列を指定すると、クラスタに属する全てのグループが列

挙の対象となります。 

[i] EnumVirtualIPProc フェイルオーバグループ名を受け取る、アプリケーション定義のコールバッ

ク関数のアドレスです。（EnumVirtualIPProc関数参照） 

[i] lParam コールバック関数に渡される、アプリケーション定義の32ビット値です。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API が初期化されていません。

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生しまし

た。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 

ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND フェイルオーバグループ名が存在しません。 

 

説明 

本関数は、指定したクラスタ、フェイルオーバグループに属する仮想IPアドレスを列挙します。本関数は、アプリケー

ション定義のコールバック関数EnumVirtualIPProcを順次呼び出し、各仮想IPアドレスを渡します。本関数は、仮想IP

アドレスをすべて列挙するか、またはコールバック関数がFALSEを返却するまで、列挙を続けます。 

参照 

EnumVirtualIPProc 
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7.1.3.19 ArmClientGetGroupFromVirtualComputer － 仮想コンピュータ名が所属している

フェイルオーバグループ名の取得 
 

概要 

仮想コンピュータ名が所属しているクラスタ名及びフェイルオーバグループ名を取得します。 

 

形式 

ArmClientGetGroupFromVirtualComputer( 

 ByVal lpszVirtualComputerName As String, 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByRef lpcchClusterName As Long, 

 ByVal lpszGroupName As String, 

 ByRef lpcchGroupName As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszVirtualComputerName 仮想コンピュータ名。ネットワークバイトオーダで指定します。 

[o] lpszClusterName クラスタ名（終端のNULL文字を含む）を受け取るバッファへのポ

インタです。 

[io] lpcchClusterName lpszClusterNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数

へのポインタ。関数のリターン時にはバッファに格納された文字

数（終端のNULL文字を含まない）がセットされます。 

指定バッファサイズが小さすぎた場合には、必要な文字数（終端

のNULL文字を含む）がセットされ、拡張エラー情報で

ARMERROR_BUFFER_TOO_SMALLが返却されます。 

[o] lpszGroupName 仮想IPアドレスが所属しているフェイルオーバグループ名（終端

のNULL文字を含む）を受け取るバッファへのポインタ。 

[io] lpcchGroupName lpszGroupNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数へ

のポインタです。関数のリターン時にはバッファに格納された文

字数（終端のNULL文字を含まない）がセットされます。 

指定バッファサイズが小さすぎた場合には、必要な文字数（終端

のNULL文字を含む）がセットされ、拡張エラー情報で

ARMERROR_BUFFER_TOO_SMALLが返却されます。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPROクライアントAPIの初期化処理が行われていま

せん。 

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生しまし

た。 

ARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALL 文字列を格納するバッファのサイズが小さすぎます。 

ARMCLAPI_ERR_VCOM_NOT_FOUND 指定された仮想コンピュータ名が存在しません。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 
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説明 

本関数は仮想コンピュータ名を指定して、それに対応するクラスタ名及びフェイルオーバグループ名を取得します。ク

ラスタ名をバッファlpszClusterNameに格納します。フェイルオーバグループ名をlpszGroupNameに格納します。仮想コ

ンピュータ名を監視する場合には、まずこの関数でクラスタ名及びフェイルオーバグループ名を得ます。そして、それ

を、フェイルオーバグループの状態監視開始の入力パラメータとして使用することで、監視が開始されます。 
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7.1.3.20 ArmClientEnumVirtualComputer － 仮想コンピュータ名の列挙 
 

概要 

クラスタに所属する仮想コンピュータ名を列挙します。 

 

形式 

ArmClientEnumVirtualComputer( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByVal lpszGroupName As String, 

 ByVal EnumVirtualComputerProc As Long, 

 ByVal lParam As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

NULLあるいは空文字列を指定した場合は、登録された全てのクラスタが

対象となります。 

ローカルサーバのクラスタを指定する場合は、定数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTERを指定することができます。 

この場合、ローカルサーバがクラスタサーバでなければエラー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[i] lpszGroupName 仮想コンピュータ名が所属するフェイルオーバグループ名を指定する、

NULLで終了する文字列へのポインタです。 

NULLあるいは空文字列を指定すると、クラスタに属する全てのグループ

が列挙の対象となります。 

[i] EnumVirtualComputerProc 仮想コンピュータ名を受け取る、アプリケーション定義のコールバック

関数のアドレスです。（EnumVirtualComputerProc関数参照） 

[i] lParam コールバック関数に渡される、アプリケーション定義の32ビット値で

す。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API が初期化されていません。

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生しまし

た。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 

ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND フェイルオーバグループ名が存在しません。 

ARMCLAPI_ERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却されました。 

 

説明 

本関数は、指定したクラスタ、フェイルオーバグループに属する仮想コンピュータ名を列挙します。本関数は、アプリ

ケーション定義のコールバック関数EnumVirtualComputerProcを順次呼び出し、各仮想コンピュータ名を渡します。本関

数は、仮想コンピュータ名をすべて列挙するか、またはコールバック関数がARMFALSEを返却するまで、列挙を続けます。 
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参照 

EnumVirtualComputerProc 
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7.1.3.21 ArmClientEnumGroupFromLogicalService － 論理サービス名に対応するフェイル

オーバグループの列挙 
 

概要 

論理サービス名が登録されているフェイルオーバグループ名を列挙します。 

 

形式 

ArmClientEnumGroupFromLogicalService( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByVal lpszLogicalServiceName As String, 

 ByVal EnumGroupFromLogicalServiceProc As Long, 

 ByVal lParam As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポイン

タです。 

NULLあるいは空文字列を指定した場合は、登録された全て

のクラスタが対象となります。 

ローカルサーバのクラスタを指定する場合は、定数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTERを指定することができます。この

場合、ローカルサーバがクラスタサーバでなければエラー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

 

[i] lpszLogicalServiceName 論理サービス名を指定する、NULLで終了する文字列へのポ

インタです。 

[i] EnumGroupFromLogicalServiceProc フェイルオーバグループ名を受け取る、アプリケーション

定義のコールバック関数のアドレスです。 

（EnumGroupFromLogicalServiceProc関数参照） 

[i] lParam コールバック関数に渡される、アプリケーション定義の32

ビット値です。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API が初期化されていま

せん。 

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生

しました。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定されたクラスタ名が存在しません。 

ARMCLAPI_ERR_LOGICAL_SERVICE_NOT_FOUND 指定された論理サービス名が見つかりません。 

ARMCLAPI_ERR_CANCELLED コールバック関数から列挙の中止が返却されまし

た。 
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説明 

本関数は、論理サービス名から、それに対応するフェイルオーバグループ名を列挙します。本関数は、アプリケーショ

ン定義のコールバック関数EnumGroupFromLogicalServiceProcを順次呼び出し、各サーバのコンピュータ名を渡します。

本関数は、該当するフェイルオーバグループをすべて列挙するか、またはコールバック関数がARMFALSEを返却するまで、

列挙を続けます。 

 

参照 

  EnumGroupFromLogicalServiceProc 
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7.1.3.22 ArmClientGetHeartbeatTimeout － ハートビートタイムアウト時間の取得 
 

概要 

CLUSTERPROに設定されたハートビートタイムアウト時間(秒)を取得します。 

 

形式 

ArmClientGetHeartbeatTimeout( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByRef lpdwTimeout As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

ロ ー カ ル サ ー バ の ク ラ ス タ を 指 定 す る 場 合 は 、 定数

ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTERを指定することができます。 

この場合、ローカルサーバがクラスタサーバでなければエラー

(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)が返却されます。 

[o] lpdwTimeout 指定されたクラスタに設定されたハートビートタイムアウトを受け取る

変数へのポインタです。ハートビートタイムアウトの単位は秒です。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API が初期化されていませ

ん。 

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生し

ました。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定されたクラスタ名が存在しません。 

 

説明 

本関数は、指定されたクラスタに設定されたハートビートタイムアウト時間を問い合わせます。ハートビー

トタイムアウト時間は、CLUSTERPROが相手サーバからのハートビートの停止から、相手サーバのダウンを

判定する時間です。本関数で得られる時間は、クライアントAPがサーバとの通信異常を検出した場合に、

フェイルオーバ発生通知を待つ場合の時間の目安として使用することができます。 
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7.1.3.23 ArmClientGetMasterServer － マスタサーバ名の取得 
 

概要 

クラスタのマスタサーバ名を取得します。 

 

形式 

ArmClientGetMasterServer( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByVal lpszServerName As String, 

 ByRef lpcchServerName As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を指定する、NULLで終了する文字列へのポインタです。 

ローカルサーバのクラスタを指定する場合は、ARMCLAPI_LOCAL_CLUSTERを指

定することができます。この場合、ローカルサーバがクラスタサーバでなけ

ればエラー(ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND)を返却します。 

[o] lpszServerName 主サーバ名（終端のNULL文字を含む）を受け取るバッファへのポインタです。

[io] lpcchServerName lpszServerNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数へのポインタ

です。関数のリターン時にはバッファに格納された文字数（終端のNULL文字

を含まない）をセットします。 

指定バッファサイズが小さすぎた場合には、必要な文字数（終端のNULL文字

を含む）がセットし、拡張エラー情報でARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALLが返

却します。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO API の初期化処理が行われていません。 

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生しまし

た。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALL データ返却用バッファが小さすぎます。 

ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND 指定クラスタ名が存在しません。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

 

説明 

本関数は、ローカルサーバのサーバ名を取得し、バッファlpszServerNameに格納します。 

ローカルホストがクラスタに所属していない場合、本関数はARMFALSEを返却し拡張エラー情報で

ARMCLAPI_ERR_NOT_CLUSTER_SERVERを返却します。 
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7.1.3.24 ArmClientCheckClusterServer － ローカルサーバの情報 
 

概要 

ローカルコンピュータがクラスタサーバかどうかを判別します。 

 

形式 

ArmClientCheckClusterServer( 

 ByRef lpdwHostType As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

ローカルコンピュータの種別 

ARMCLAPI_HOSTTYPE_IS_SERVER クラスタサーバ 

ARMCLAPI_HOSTTYPE_IS_CLIENT CLUSTERPROクライアント環境 

[o] lpdwHostType 

ARMCLAPI_HOSTTYPE_IS_NONE 上記のいずれも該当しません。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API の初期化処理が行われていま

せん。 

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生ました。

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

 

説明 

本関数は、実行されているコンピュータがクラスタサーバであるか、クライアントであるかを判別します。 
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7.1.3.25 ArmClientGetServerName － ローカルサーバ名の取得 
 

概要 

ローカルサーバのサーバ名を取得します。 

 

形式 

ArmClientGetServerName( 

 ByVal lpszServerName As String, 

 ByRef lpcchServerName As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[o] lpszServerName サーバ名（終端のNULL文字を含む）を受け取るバッファへのポインタです。

[io] lpcchServerName lpszServerNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数へのポインタ

です。関数のリターン時に、バッファに格納された文字数（終端のNULL文字

を含まない）をセットします。指定バッファサイズが小さすぎた場合には、

必要な文字数（終端のNULL文字を含む）をセットし、拡張エラー情報で

ARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALLを返却します。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 
 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API の初期化処理が行われ

ていません。 

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生し

ました。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_CLUSTER_SERVER ローカルホストはクラスタサーバではありません。

ARMCLAPI_ERR_REGISTRY_ACCESS_FAILED レジストリのアクセスに失敗しました。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALL データ返却用バッファが小さすぎます。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

 

説明 

本関数は、ローカルサーバのサーバ名を取得し、バッファlpszServerNameに格納します。 

ローカルホストがクラスタに所属していない場合、本関数はARMFALSEを返却し、拡張エラー情報で

ARMCLAPI_ERR_NOT_CLUSTER_SERVERを返却します。 
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7.1.3.26 ArmClientGetClusterName － クラスタ名の取得 
 

概要 

ローカルサーバが所属するクラスタの名前を取得します。 

 

形式 

ArmClientGetClusterName( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByRef lpcchClusterName As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[o] lpszClusterName クラスタ名（終端のNULL文字を含む）を受け取るバッファへのポインタです。

[io] lpcchClusterName lpszClusterNameで指定されるバッファのサイズを指定する変数へのポイン

タです。関数のリターン時に、バッファに格納された文字数（終端のNULL文

字を含まない）をセットします。指定バッファサイズが小さすぎた場合には、

必要な文字数（終端のNULL文字を含む）をセットし、拡張エラー情報で

ARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALLを返却します。 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 関数が正常終了しました。 

 異常系：ARMFALSE 関数が異常終了しました。 

 

  拡張エラー情報（LastDLLError プロパティで取得） 

ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED CLUSTERPRO クライアント API の初期化処理が行われ

ていません。 

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT CLUSTERPRO クライアントに接続できません。 

ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR CLUSTERPRO クライアントとの通信でエラーが発生し

ました。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_CLUSTER_SERVER ローカルホストはクラスタサーバではありません。 

ARMCLAPI_ERR_REGISTRY_ACCESS_FAILED レジストリのアクセスに失敗しました。 

ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER パラメータの指定が不正です。 

ARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALL データ返却用バッファが小さすぎます。 

ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED この関数はサポートされていません。 

 

説明 

本関数は、ローカルサーバが所属するクラスタの名前を取得し、バッファlpszClusterNameに格納します。 

ローカルサーバがクラスタに所属していない場合、本関数はARMARMFALSEを返却し、拡張エラー情報で

ARMCLAPI_ERR_NOT_CLUSTER_SERVERを返却します。 
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7.1.3.27 WATCHFAILOVERPROC － フェイルオーバグループ監視用コールバック関数 
 

概要 

ArmClientStartWatchFailoverEx関数により登録され、フェイルオーバグループの状態変更時に呼び出される、

アプリケーション定義のコールバック関数です。 

 

形式 

WATCHFAILOVERPROC( 

 ByVal dwEventID As Long, 

 ByVal dwWatchId As Long, 

 ByRef lpArmFailoverInfo As ARMCLAPI_FAILOVER_INFO 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] dwEventId 検出されたイベントの通し番号です。 

[i] dwWatchId 対応するArmClientStartWatchFailover関数を識別する監視IDです。 

[i] lpArmFailoverInfoEx フェイルオーバ情報がセットされたユーザ定義型ARMCLAPI_FAILOVER_INFO

へのポインタです。 

 

戻り値 

 ARMTRUE 常に、この値を返却します。 

 

説明 

本関数は、ArmClientStartWatchFailoverEx関数により登録される、アプリケーション定義のコールバック関数

であり、CLUSTERPROクライアントがフェイルオーバグループの状態の変更を検出した時に呼び出されます。 

本関数の関数名“WatchFailoverProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

ArmClientStartWatchFailoverEx,ArmClientCancelWatchFailoverEx, 
ARMCLAPI_FAILOVER_INFO型 
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7.1.3.28 EnumClusterProc － クラスタ列挙用コールバック関数 
 

概要 

ArmClientEnumCluster関数で列挙されるクラスタ名を受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。 

 

形式 

EnumClusterProc( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByVal lParam As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を示す、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lParam ArmClientEnumCluster関数で指定されたアプリケーション定義の値です。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 列挙を続ける場合に返却します。 

 異常系：ARMFALSE 列挙を止める場合に返却します。 

 

説明 

EnumClusterProc関数は、 ArmClientEnumCluster関数の実行結果として、クラスタ名を受け取るための、アプリケーショ

ン定義のコールバック関数です。列挙が完了するか、または本関数でARMFALSEを返却するまで、クラスタ名が本関数に

順次受け渡されます。 

アプリケーションは、ArmClientEnumCluster関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりません。 

本関数に渡されるlpszClusterNameの指す文字列の内容は、本関数をリターンするまでの間でのみ有効です。これらの文

字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列の内容を別の記憶領域へコピーしてください。 

本関数の関数名“EnumClusterProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

ArmClientEnumCluster 
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7.1.3.29 EnumServerProc － サーバ列挙用コールバック関数 
 

概要 

ArmClientEnumServer関数で列挙されるサーバのコンピュータ名を受け取るための、アプリケーション定義のコールバッ

ク関数です。 

 

形式 

EnumServerProc( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByVal lpszServerName As String, 

 ByVal lParam As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を示す、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lpszServerName サーバのコンピュータ名を示す、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lParam ArmClientEnumServer関数で指定されたアプリケーション定義の値です。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 列挙を続ける場合に返却します。 

 異常系：ARMFALSE 列挙を止める場合に返却します。 

 

説明 

EnumServerProc関数は、 ArmClientEnumServer関数の実行結果として、クラスタを構成するサーバのコンピュータ名を

受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。サーバの列挙が完了するか、または本関数でFALSE

を返却するまで、サーバのコンピュータ名が本関数に順次受け渡されます。 

アプリケーションは、ArmClientEnumServer関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりません。 

本関数に渡されるlpszClusterName, lpszServerNameの指す文字列の内容は、本関数をリターンするまでの間でのみ有効

です。これらの文字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列の内容を別の記憶領域へコピーしてく

ださい。 

本関数の関数名“EnumServerProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

ArmClientEnumServer 
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7.1.3.30 EnumGroupProc － フェイルオーバグループ列挙用コールバック関数 
 

概要 

ArmClientEnumGroup関数で列挙されるフェイルオーバグループ名を受け取るための、アプリケーション定義のコール

バック関数です。 

 

形式 

EnumGroupProc( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByVal lpszGroupName As String, 

 ByVal lParam As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を示す、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を示す文字列へのポインタです。 

[i] lParam ArmClientEnumGroup関数で指定されたアプリケーション定義の値です。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 列挙を続ける場合に返却します。 

 異常系：ARMFALSE 列挙を止める場合に返却します。 

 

説明 

EnumGroupProc関数は、 ArmClientEnumGroup関数の実行結果として、クラスタを構成するサーバのLAN Managerコン

ピュータ名を受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。サーバの列挙が完了するか、または本

関数でARMFALSEを返却するまで、フェイルオーバグループ名が本関数に順次受け渡されます。 

アプリケーションは、ArmClientEnumGroup関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりません。 

本関数に渡されるlpszClusterName, lpszGroupNameの指す文字列の内容は、本関数をリターンするまでの間でのみ有効

です。これらの文字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列の内容を別の記憶領域へコピーしてく

ださい。 

本関数の関数名“EnumGroupProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

  ArmClientEnumGroup 
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7.1.3.31 EnumServerFromGroupProc － サーバ列挙用コールバック関数 
 

概要 

ArmClientEnumServerFromGroup関数で列挙されるサーバのコンピュータ名を受け取るための、アプリケーション定義

のコールバック関数です。 

 

形式 

EnumServerFromGroupProc( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByVal lpszGroupName As String, 

 ByVal lpszServerName As String, 

 ByVal lParam As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を示す、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を示す、NULLで終わる文字列へのポインタです。

[i] lpszServerName サーバのLAN Managerコンピュータ名を示す、NULLで終わる文字列へのポイン

タです。 

[i] lParam ArmClientEnumServerFromGroup関数で指定されたアプリケーション定義の値

です。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 列挙を続ける場合に返却します。 

 異常系：ARMFALSE 列挙を止める場合に返却します。 

 

説明 

EnumServerFromGroupProc関数は、 ArmClientEnumServerFromGroup関数の実行結果として、フェイルオーバグループが

移動可能なサーバのコンピュータ名を受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。サーバの列挙

が完了するか、または本関数でARMFALSEを返却するまで、サーバのコンピュータ名が本関数に順次受け渡されます。 

アプリケーションは、ArmClientEnumServerFromGroup関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりません。 

本関数に渡されるlpszClusterName, lpszGroupName,lpszServerNameの指す文字列の内容は、本関数をリターンするまで

の間でのみ有効です。これらの文字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列の内容を別の記憶領域

へコピーしてください。 

本関数の関数名“EnumServerFromGroupProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

ArmClientEnumServerFromGroup 
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7.1.3.32 EnumVirtualIPProc － 仮想 IP アドレス列挙用コールバック関数 
 

概要 

ArmClientEnumVirtualIP関数で列挙される仮想IPアドレスを受け取るための、アプリケーション定義のコールバック

関数です。 

 

形式 

EnumVirtualIPProc( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByVal lpszGroupName As String, 

 ByVal dwVirtualIP As Long, 

 ByVal lParam As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を示す、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を示す文字列へのポインタです。 

[i] dwVirtualIP 仮想IPアドレスです。ネットワークバイトオーダで格納されます。 

[i] lParam ArmClientEnumVirtualIP関数で指定されたアプリケーション定義の値です。

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 列挙を続ける場合に返却します。 

 異常系：ARMFALSE 列挙を止める場合に返却します。 

 

説明 

EnumVirtualIPProc関数は、 ArmClientEnumVirtualIP関数の実行結果として、クラスタに登録されている仮想IPアドレ

スを受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。仮想IPアドレスの列挙が完了するか、または本

関数でARMFALSEを返却するまで、フェイルオーバグループ名が本関数に順次受け渡されます。 

アプリケーションは、ArmClientEnumVirtualIP関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりません。 

本関数に渡されるlpszClusterName, lpszGroupNameの指す文字列の内容は、本関数をリターンするまでの間でのみ有効

です。これらの文字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列の内容を別の記憶領域へコピーしてく

ださい。 

本関数の関数名“EnumViatualIPProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

ArmClientEnumVirtualIP 
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7.1.3.33 EnumVirtualComputerProc － 仮想コンピュータ名列挙用コールバック関数 
 

概要 

ArmClientEnumVirtualComputer関数で列挙される仮想コンピュータ名を受け取るための、アプリケーション定義の

コールバック関数です。 

 

形式 

EnumVirtualComputerProc( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByVal lpszGroupName As String, 

 ByVal lpszVirtualComputer As String, 

 ByVal lParam As Long 

) As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名を示す、NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lpszGroupName フェイルオーバグループ名を示す文字列へのポインタです。 

[i] lpszVirtualComputer 仮想コンピュータ名を示す文字列へのポインタです。 

[i] lParam ArmClientEnumVirtualComputer関数で指定されたアプリケーション定義の値

です。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 列挙を続ける場合に返却します。 

 異常系：ARMFALSE 列挙を止める場合に返却します。 

 

説明 

EnumVirtualComputerProcは、 ArmClientEnumVirtualComputer関数の実行結果として、クラスタに登録されている仮想

コンピュータ名を受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。仮想コンピュータ名の列挙が完了

するか、または本関数でARMFALSEを返却するまで、仮想コンピュータ名が本関数に順次受け渡されます。 

アプリケーションは、ArmClientEnumVirtualComputer関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりません。 

本関数に渡されるlpszClusterName, lpszGroupNameの指す文字列の内容は、本関数をリターンするまでの間でのみ有効

です。これらの文字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列の内容を別の記憶領域へコピーしてく

ださい。 

本関数の関数名“EnumViatualComputerProc”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

ArmClientEnumVirtualComputer 
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7.1.3.34 EnumGroupFromLogicalServiceProc － 論理サービス名列挙用コールバック関数 
 

概要 

ArmClienEnumGroupFromLogicalService関数で列挙されるフェイルオーバグループ名を受け取るための、アプリケー

ション定義のコールバック関数です。 

 

形式 

EnumGroupFromLogicalServiceProc( 

 ByVal lpszClusterName As String, 

 ByVal lpszServerName As String, 

 ByVal lpszLogicalServiceName As String, 

 ByVal lParam As Long 

)  As Long 

 

パラメータ 

[i] lpszClusterName クラスタ名です。NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lpszGroupName 指定された論理サービス名に対応するフェイルオーバグループ名です。

NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lpszLogicalServiceName 論理サービス名です。NULLで終わる文字列へのポインタです。 

[i] lParam ArmClientEnumServerFromLogicalService関数で指定されたアプリケー

ション定義の値です。 

 

戻り値 

 正常系：ARMTRUE 列挙を続ける場合に返却します。 

 異常系：ARMFALSE 列挙を止める場合に返却します。 

 

説明 

EnumGroupFromLogicalServiceProc関数は、 ArmClientEnumGroupFromLogicalSerivce関数の実行結果として、論理サー

ビス名に対応するフェイルオーバグループ名を受け取るための、アプリケーション定義のコールバック関数です。フェ

イルオーバグループの列挙が完了するか、または本関数でARMFALSEを返却するまで、フェイルオーバグループ名が本関

数に順次受け渡されます。 

アプリケーションは、ArmClientEnumGroupFromLogicalService関数実行時に本関数のアドレスを指定しなければなりま

せん。 

本関数に渡されるlpszClusterName, lpszGroupName, lpszLogicalSerivceNameの指す文字列の内容は、本関数をリター

ンするまでの間でのみ有効です。これらの文字列の内容を保持する必要がある場合には、本関数内で文字列の内容を別

の記憶領域へコピーしてください。 

本関数の関数名“EnumGroupProcFromLogicalService”は、アプリケーション定義の関数名のプレースホルダです。 

 

参照 

 ArmClientEnumGroupFromLogicalService 
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7.2 ユーザー定義型（構造体） 
 

ARMCLAPI_FAILOVER_INFOユーザ定義型 

 

概要 

 ARMCLAPI_FAILOVER_INFO型は、フェイルオーバ発生／完了時の情報を格納します。 

 

形式 

Public Type ARMCLAPI_FAILOVER_INFO 

    Status    As Long 

    ClusterName As String * CLUSTER_NAME_LEN 

    GroupName As String * SERVER_NAME_LEN 

    VirtualIP As Long 

    SrcComputerName As String * SERVER_NAME_LEN 

    SrcIP     As Long 

    DstComputerName As String * SERVER_NAME_LEN 

    DstIP     As Long 

    StatusEx  As Long 

    Event     As Long 

End Type 

 

メンバ 
ClusterName フェイルオーバが発生したクラスタ名 
GroupName フェイルオーバグループ名 
VirtualIP 仮想IPアドレス名(ネットワークバイトオーダ、フェイルオーバグループに複数

仮想IPアドレスが登録されていても一つのみ返却する) 

フェイルオーバ開始時  フェイルオーバ元のサーバ名 

フェイルオーバ完了時 不定 

シャットダウン時 シャットダウンしたサーバ名 

SrcComputerName 

起動時 不定 

SrcIP SrcComputerNameの実IP(ネットワークバイトオーダ) 

フェイルオーバ開始時 不定 

フェイルオーバ完了時 フェイルオーバ先のサーバ名 

シャットダウン時 不定 

DstComputerName 

起動時 起動したサーバ名 
DstIP DstComputerNameの実IP(ネットワークバイトオーダ) 

CLUSTERPROモニタが検出した状態変更の種類 

 ARMCLAPI_EVENT_FAILOVER_START フェイルオーバ発生 

 ARMCLAPI_EVENT_FAILOVER_END フェイルオーバ終了 

 ARMCLAPI_EVENT_SHUTDOWN シャットダウン 

Event 

 ARMCLAPI_EVENT_BOOT サーバ起動 

現在の状態 

 ARMCLAPI_GROUP_STATUS_RUNNING 正常動作中 

 ARMCLAPI_GROUP_STATUS_MISS 資源獲得に失敗 

 ARMCLAPI_GROUP_STATUS_STOPPED 停止中 

StatusEx 

 ARMCLAPI_GROUP_STATUS_FAILOVER フェイルオーバ処理中 
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7.3 定数 

 
7.3.1 拡張拡張エラー情報 

定数名 型 値 

ARMCLAPI_ERR_CANNOT_LOAD_DLL Long &H20000001 
ARMCLAPI_ERR_CANNOT_CONNECT Long &H20000004 
ARMCLAPI_ERR_COMM_ERROR Long &H20000005 
ARMCLAPI_ERR_NOT_ENOUGH_MEMORY Long &H20000010 
ARMCLAPI_ERR_BUFFER_TOO_SMALL Long &H20000011 
ARMCLAPI_ERR_ALREADY_INITIALIZED Long &H20000020 
ARMCLAPI_ERR_NOT_INITIALIZED Long &H20000021 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_PARAMETER Long &H20000050 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_ID Long &H20000051 
ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUND Long &H20000071 
ARMCLAPI_ERR_SERVER_NOT_FOUND Long ARMCLAPI_ERR_GROUP_NOT_FOUN

D 
ARMCLAPI_ERR_CLUSTER_NOT_FOUND Long &H20000075 
ARMCLAPI_ERR_VIRTUALIP_NOT_FOUND Long &H20000076 
ARMCLAPI_ERR_NOT_CLUSTER_SERVER Long &H20000077 
ARMCLAPI_ERR_LOGICAL_SERVICE_NOT_FOUN
D 

Long &H20000078 

ARMCLAPI_ERR_VCOM_NOT_FOUND Long &H20000079 
ARMCLAPI_ERR_CANCELLED Long &H20000080 
ARMCLAPI_ERR_REGISTRY_ACCESS_FAILED Long &H200000B0 
ARMCLAPI_ERR_INVALID_HANDLE Long &H20000090 
ARMCLAPI_ERR_NOT_SUPPORTED Long &H200000A0 

 

7.3.2 ハンドル 
定数名 型 値 

ARMCLAPI_ERROR_HANDLE Long 0 

 

7.3.3 イベント 
定数名 型 値 

ARMCLAPI_EVENT_SHUTDOWN Long &H1 
ARMCLAPI_EVENT_FAILOVER_START Long &H4 
ARMCLAPI_EVENT_FAILOVER_END Long &H5 
ARMCLAPI_EVENT_BOOT Long &HB 

 

7.3.4 フェイルオーバグループの状態 
定数名 型 値 

ARMCLAPI_GROUP_STATUS_STOPPED Long 0 
ARMCLAPI_GROUP_STATUS_RUNNING Long 1 
ARMCLAPI_GROUP_STATUS_FAILOVER Long 2 
ARMCLAPI_GROUP_STATUS_MISS Long 3 
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7.3.5 サーバステータス 
定数名 型 値 

ARMCLAPI_SERVER_STATUS_SINGLE_SERVER Long &H1000000 
ARMCLAPI_SERVER_STATUS_CLUSTER Long &H2000000 
ARMCLAPI_SERVER_STATUS_OFF_CLUSTER Long &H4000000 
ARMCLAPI_SERVER_STATUS_STOPPED Long &H10000 
ARMCLAPI_SERVER_STATUS_DOWN Long &H20000 
ARMCLAPI_SERVER_STATUS_RECOVERING Long &H40000 
ARMCLAPI_SERVER_STATUS_FAILBACK Long &H80000 
ARMCLAPI_SERVER_STATUS_BACKUP Long &H1 
ARMCLAPI_SERVER_STATUS_FAIL Long &H2 
ARMCLAPI_SERVER_STATUS_FAILMISS Long &H4 

 

7.3.6 ホストタイプ 
定数名 型 値 

ARMCLAPI_HOSTTYPE_IS_NONE Long 0 
ARMCLAPI_HOSTTYPE_IS_CLIENT Long 1 
ARMCLAPI_HOSTTYPE_IS_SERVER Long 2 

 

7.3.7 真理値 
定数名 型 値 

ARMTRUE Long 1 
ARMFALSE Long 0 
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7.4 注意事項 
 

7.4.1 関数の戻り値 
* CLUSTERPRO クライアントAPIは、成功したか失敗したかについて、WIN32APIのBOOL値(32Bit値)を戻

り値として返します。そのため、Visual Basic側では、As Booleanではなく、As Longで宣言された変数で受

ける必要があります。 
また、値としてWIN32APIのTRUEが渡されるので、Visual BasicのTrueは返却されません。クライアント

APIで提供している定数ARMTRUE／ARMFALSEを用いるようにしてください。 
 

7.4.2 API 関数での引数の文字列 
* APIに文字列変数を渡して、文字列を取得する際は、全ての領域を初期化してください。 
* 引数に渡す文字列は、ANSI文字列として扱ってください。Visual Basic上の文字列はUnicodeで扱われますが、

APIとのインタフェイスでは、一般にANSI文字列を利用します。（シフトJISはANSI文字列です。） 
 

7.4.3 コールバック関数での文字列の受け取り 
* コールバック関数でAPIから文字列を受け取る際は、Byte型配列のユーザー定義型で受け取ってください。 
* コールバック関数でAPIから受け取った文字列は、通常、Unicode(WIDE文字列)ではありません(ANSI文字列

が返却されます)。しかし、Visual Basicで作成されたアプリケーションは文字列をUnicodeで扱いますので、

いったんUnicodeに変換しないと、表示や印字で文字化けが発生したり、文字列の比較などが行えない等の問

題が発生します。文字列の変換は、変換後文字列＝StrConv(変換前文字列,vbUnicode)等とすることで実現で

きます。 
* コールバック関数でAPIから受け取った文字列を切り出したときは、本来、終端となるべき位置に終端がある

とは限りません。ANSI文字列は¥0で終了しますが、WIDE文字列は¥0¥0で終了するため、一つだけ¥0があっ

ても終端とみなさないのが原因です。 
したがって、受け取った文字列の¥0の位置を探し（InStrB(文字列,CharB(0))とする）、その手前の位置で文

字列を切り出す(Left(文字列,手前の位置))必要があります。 
 

7.4.4 拡張エラー情報 
* APIの拡張エラー情報は、WIN32APIのGetLastError関数ではなく、Visual Basic標準のErrオブジェクトの

LastDLLErrorプロパティを参照してください。 
 

 

 

 

 

 

本章で、本文中に表記している NULL は、Visual Basic の &H0 に相当します。 
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8 仮想IPアドレス使用時の注意事項 
仮想IPアドレスを用いる必要のあるアプリケーションを開発する場合は、本節の内容を把握した上で行ってくだ

さい。 

 

8.1 問題点/制限事項 
仮想IPアドレスを用いること、及びクラスタサーバのIPアドレスが切り替わることによって、サーバ・クライアントアプ

リケーション上で生じうる問題点と、その対応策について説明します。 

 

コネクションを要求する側を能動側、要求を待ち受ける側を受動側として説明します。 

図の矢印は、接続要求の方向を示しています。 

能動側 受動側

受動側で bind
した IP アドレス

能動側で bind
した IP アドレス

能動側 IPアドレス 受動側 IPアドレス

 
 

(1) クラスタサーバが受動側の場合 
 

【問題点】 

クラスタサーバ側でIPアドレスを明示的にbindした場合、接続できないことがあります。 

 

* クラスタサーバ側のAPが、実IPを明示的にbindした場合 

実IPに対する接続は確立できますが、仮想IPに対する接続はできません。 

 

* クラスタサーバ側のAPが、仮想IPを明示的にbindした場合 

 

仮想IPに対する接続は確立できるが、実IPに対する接続はできません。 

 

【解決策および制限事項】 

クラスタサーバで動作し、TCP/IPの接続を受けるAPは、IPアドレスを明示的にbindしないでください。 

 

クライアント クラスタサーバ

実 IP
仮想 IP×,実 IP○

 

クライアント クラスタサーバ

仮想 IP
仮想 IP○,実 IP×
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(2) クラスタサーバが能動側の場合 
 

【問題点】 

クラスタサーバ側のIPアドレスが切り替わることを考慮する必要があります。 

* bindを行わないか、bind時にIPアドレスを明示的に指定しない場合 

接続は実IPで行われます。 

 

* 実IPを明示的にbindした場合 

接続はbindした実IPで行われます。 

 

* 仮想IPを明示的にbindした場合 

接続はbindした仮想IPで行われます。 

 

クラスタサーバ側でIPアドレスを明示的にbindしなかった場合（通常はbindしない）には、クラスタサー

バからの実IPによる接続要求となります。そのため、接続先のAPやサービスに、以下のような性質があ

る場合に問題が発生します。 

* セキュリティなどの理由で、接続元のIPアドレスを限定している場合 

* アカウンティングなどで、接続元のIPアドレスを認証の手段に用いている場合 

* 再接続の際に、前回の接続元のIPアドレスと同一のIPアドレスからの接続でないと正しい動作とならない

場合 

 

【解決策および制限事項】 

クラスタサーバから他サーバに接続する場合には、以下の条件を満たさなければなりません。 

* 接続先のサービスやAPが接続元のIPアドレスを限定する場合は、両クラスタサーバの実IP、仮想IPいずれ

の接続も許可するように設定すること 

* アカウンティングなどで、接続元のIPアドレスを認証の手段に用いる場合は、以下のようにすること 

（以下の２つの方法のうち、前者を推奨する） 

+ 接続先のサービスやAPで、クラスタ構成の仮想IPアドレスおよび実IPアドレスは全て同一とみなすよ

うにすること 

+ クラスタサーバ側で接続要求をするソケットについて、仮想IPを明示的にbindする。但し、接続先ホ

ストが仮想IPとの接続が問題なく行えること 

* 再接続の際に、接続元のIPアドレスと同一のIPアドレスからの接続でないと正しい動作とならない場合は

上記と同様です。 

 

(3) クラスタサーバとクライアント間で複数のコネクションを張る場合 
 

他ホスト クラスタサーバ

INADDR_ANY
実 IP

 

他ホスト クラスタサーバ

実 IP
実 IP

他ホスト クラスタサーバ

仮想 IP
仮想 IP
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【問題点】 

クライアントからクラスタサーバに接続し、要求によって新たにクラスタサーバからクライア

ントに接続する場合、2つのコネクションが別のIPアドレスとなって、うまく動作しない場合が

あります。 

 

 

【解決策および制限事項】 

クラスタサーバのAP/サービスが、以下の条件を満たす必要があります。 

* 2本目以降のコネクションを張る際に、１本目のコネクションでクライアントから指定されたIPアドレス

を新たなコネクションのsocketに明示的にbindすること 

 

 

クライアント クラスタサーバ

INADDR_ANY

仮想 IP
INADDR_ANY

実 IP

 

クライアント

(仮想 IP で接続)
クラスタサーバ

仮想 IP

仮想 IP
INADDR_ANY

仮想 IP

接続された IP アドレスに bind する

 

クライアント

(実 IP で接続)
クラスタサーバ

実 IP

実 IP
INADDR_ANY

実 IP

接続された IP アドレスに bind する
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(4) UDPを使用する場合 
 

【問題点】 

UDPはコネクションレスであるため、サーバの切替が発生した後も、切替わったことが判別できず、

サーバ側とクライアント側で異なる状態とならないように注意が必要です。 

下図のように、サーバ側のイベント発生時など、任意のタイミングでサーバからクライアントに通

知するような通信を行うクライアント・サーバAPを例に述べます。 

 

クラスタを意識していないAPの場合、下図のように、サーバがフェイルオーバした場合、サーバが

フェイルオーバする際にうまく動作しないことがあります。 

* サーバAPは初期状態となり、クライアントの存在を関知していない。 

* クライアントはサーバAPからの通知を待ち受けたままとなる。 

 

 

【解決策】 

サーバ側で対処する方法と、クライアント側で対処する方法があります。 

 

通信開始

イベント発生

イベント発生

イベント発生

クライアント AP サーバ AP

通信開始

イベント発生

クライアント AP サーバ AP

サーバ AP
フェイルオーバ

イベント発生

(通知せず)

イベント待ち状態

イベント発生

(通知せず)

初期状態
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① サーバAPで、状態を切替ディスクを用いて引き継ぐ方法 

* サーバAPは、通知すべきクライアントを切替ディスクに保存しておく。 

* フェイルオーバ後に、サーバAPが起動する時に、切替ディスクから、イベント発生を通知する先のクライ

アント一覧を読み取って、フェイルオーバ前と同じ状態で再開する。 

* クライアントはどちらのサーバからのイベント発生通知も同様に受け取ることが可能であること。 

 

 ②   クライアントAPでAPIを使用する方法 

* サーバAPは、フェイルオーバ後の再起動は初期状態で起動する。 

* クライアントAPは、CLUSTERPROクライアントAPIを使用して、フェイルオーバを監視する。フェイルオー

バが完了すると、サーバAPに対して、再度通信を開始する。 

通信開始

イベント発生

クライアント AP サーバ AP

サーバ AP
フェイルオーバ(状態引き継ぎ)

イベント発生

イベント発生

通信開始

イベント発生

クライアント AP サーバ AP

サーバ AP
フェイルオーバ

イベント発生

イベント発生

通信開始

API による通知
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8.2 サーバからのブロードキャストをきっかけとした接続 
 

接続形態 

サーバAPは起動時等に、ブロードキャストメッセージを送信します。クライアントはブロードキャストメッ

セージの受信をきっかけに、サーバと通信を開始します。 

 

 

接続方法 

サーバ側はブロードキャストメッセージの発信アドレスは明示的にbindしない。（実IPアドレスが用いられ

る）クライアントは、ブロードキャストメッセージの送信元に対して接続する。 

 

 

フェイルオーバ時の動作 

フェイルオーバが発生すると、フェイルオーバ先でサーバAPが起動されます。そのとき、フェイルオーバ先

の実IPアドレスを発信元IPアドレスとするブロードキャストメッセージが送信されるため、クライアントAPは

正しくフェイルオーバ先のサーバAPと通信することができます。 

 

 

 

補足説明 

サーバ側のブロードキャストメッセージがきっかけとなる場合など、サーバ側からの要求で接続が開始する場合

は、クライアント側でどのサーバに接続すればよいかの情報が得られるため、仮想IPアドレスを使用する必要はあ

りません。 

 

通信開始

イベント発生

クライアント AP サーバ AP

サーバ AP
フェイルオーバ

イベント発生

イベント発生

通信開始
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9 関数・構造体索引 
 

 
ARM_EVENT_INFO................................................71 
ARM_EVENT_PARAM..........................................136 
ARM_FAILOVER_INFO_EX.................................229 
ARM_GROUP_INFO................................................59 
ARM_GROUP_STATUS ..........................................69 
ARM_RESOURCE_INFO ................................60, 129 
ARM_RESOURCE_STATUS...................................70 
ARM_SERVER_INFO......................................58, 128 
ArmCancelEventWatch ...........................................53 
ArmCancelWatchServer ........................................105 
ArmCancelWatchServerEvent ..............................110 
ArmCheckResourceOwner.....................................113 
ARMCLAPI_FAILOVER_INFO ............................228 
ArmClientCancelWatchFailoverEx.......................178 
ArmClientCheckClusterServer .............................224 
ArmClientEnumCluster.........................................184 
ArmClientEnumGroup...........................................189 
ArmClientEnumGroupFromLogicalService .........215 
ArmClientEnumServer ..........................................186 
ArmClientEnumServerFromGroup ......................195 
ArmClientEnumServerFromLogicalService.........217 
ArmClientEnumVirtualComputer ........................211 
ArmClientEnumVirtualIP .....................................204 
ArmClientGetClusterFromClusterServer ............192 
ArmClientGetClusterFromGroup .........................193 
ArmClientGetClusterFromServer.........................194 
ArmClientGetClusterName...................................226 
ArmClientGetClusterNameFromVirtualIP..........202 
ArmClientGetClusterServerStatus.......................181 
ArmClientGetComputerName...............................167 
ArmClientGetGroupFromVirtualComputer .........209 
ArmClientGetGroupFromVirtualIP......................199 
ArmClientGetGroupStatus....................................169 
ArmClientGetGroupStatusEx ...............................172 
ArmClientGetHeartbeatTimeout ..........................220 
ArmClientGetIPaddr..............................................165 
ArmClientGetIPaddrFromVirtualIP.....................207 
ArmClientGetMasterServer ..................................222 
ArmClientGetPrimaryServerFromVirtualIP .......201 
ArmClientGetServerName ....................................225 
ArmClientGetServerStatus ...................................171 
ArmClientGetServerStatusEx...............................174 
ArmClientGetVersionInfo......................................163 
ArmClientInitializeApiEx......................................161 
ArmClientStartWatchFailoverEx .........................176 

ArmClientTerminateApiEx................................... 162 
ArmEnumGroup ...................................................... 30 
ArmEnumLogicalService................................... 41, 92 
ArmEnumResource............................................ 35, 84 
ArmEnumResource2................................................ 86 
ArmEnumServer................................................ 25, 81 
ArmGetClusterName......................................... 24, 80 
ArmGetEventInfo .................................................... 54 
ArmGetGroupInfo .................................................... 33 
ArmGetGroupStatus................................................ 47 
ArmGetLogicalServiceInfo ...................................... 94 
ArmGetResourceInfo ......................................... 39, 89 
ArmGetResourceInfo2 ............................................. 90 
ArmGetResourceStatus ........................................... 49 
ArmGetServerEvent .............................................. 111 
ArmGetServerInfo ............................................. 28, 83 
ArmGetServerStatus ......................................... 45, 98 
ArmInitializeApi ................................................ 20, 77 
ArmRegCloseKey ................................................... 122 
ArmRegCreateKey ................................................. 117 
ArmRegDeleteKey ................................................. 119 
ArmRegDeleteValue .............................................. 125 
ArmRegFlushKey................................................... 121 
ArmRegisterWatchServerEvent ........................... 108 
ArmRegOpenKey ................................................... 115 
ArmRegSetValue.................................................... 123 
ArmStartEventWatch.............................................. 51 
ArmStartWatchServer........................................... 103 
ArmTerminateApi.............................................. 22, 78 
ArmWatchServer ................................................... 100 
EnumClusterProc .................................................. 185 
EnumGroupFromLogicalServiceProc ................... 218 
EnumGroupProc .................................................... 191 
EnumResourceProc.................................................. 88 
EnumServerFromGroupProc ................................ 197 
EnumServerProc.............................................. 82, 188 
EnumVirtualComputerProc .................................. 213 
EnumVirtualIPProc............................................... 206 
GetSrvInfoProc......................................................... 96 
GroupEnumProc ...................................................... 32 
LogicalServiceEnumProc......................................... 43 
ResourceEnumProc.................................................. 37 
ServerEnumProc...................................................... 27 
WatchFailoverProc................................................. 179 
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